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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　首都帝都、華はなやかなる中心地、帝都城下は四方を壁かべで囲かこまれた、強固な結けつ界かい領りよう域いきである。

　様々な規き模ぼの催もよおし物の企き画かくがいくつもあり、集客施し設せつも充実している帝都は、連日大勢の人々で賑にぎわう都会だ。週末ともなれば、夜行バスや寝台車、始発電車を使って、朝早くから帝都にたくさんの人がやってくる。

　あらゆる一流のものを楽しむことができる帝都には、贅ぜい沢たくを堪たん能のうしたい客の希望を叶かなえる高級な飲食店がある。また、催しを楽しみ、物ぶつ販ぱんでたくさん買い物をしたい客のために、安価で手軽に飲食できる屋台もたくさんある。

　あちこちの公園などで早朝から営業している屋台は、帝都の名物のひとつだ。軽食系の屋台がある場所では、客が落ち着いて飲食できるように、卓たくと椅い子すが支し度たくされている。




　帝都城公園の噴ふん水すい広場は、すぐ近くに野外音楽堂や帝都城ホールがあり、屋台も充実しているので、ここで開演前の待ち合わせや時間調整をする者も多い。

　列に並んでの順番待ちや場所取りは、利用客が多いところでよく行われているが、人が多いときには、トラブルも頻ひん繁ぱんに起こる。




　自分が先に場所を取っていたはずの卓に、水の入ったコップを三つ置き、座って悠ゆう々ゆうと大おお盛もり焼きソバを食べている男を見て、おでんとコップ酒を買って戻ってきた男は、むっとした。

「やいコラ、テメェ！　その場所は俺ンだ。退どきやがれ！」

　ずかずかと近寄ってきた見知らぬ男に大声を出され、大盛り焼きソバを食べていた男は箸はしを持つ手を止め、眉まゆを顰ひそめて見上げる。

「ああん？　何ふざけた寝言言ってやがる。おととい来な！」

「そこはさっき、俺が場所取りしてたんだよ！　新聞と手て拭ぬぐい、置いてたろうが！」




　座って飲食したい場合、屋台で買い物をするよりも先に、席を確保する。席の場所取りは、複数で行動しているときには誰だれか一人を残していくのだが、一人のときには何か物を置いていく。買い物のために席を離れる場合、金目のものを置いていくと盗とう難なんに遭あうおそれがある。だから、場所取りに使うものは盗ぬすまれてもたいして支し障しようのないものだ。




　新聞と手拭いと聞いて、座って大盛り焼きソバを食べていた男は、ちょっと思い出す。

「あぁ！　あのゴミか！　はは！」

　汚よごれくたびれていて、忘れものにも見えなかった物体を思い出し、大盛り焼きソバを食べていた男は笑った。




　マナーが悪かったり、片づける時間がなかった利用者のいた卓の上には、飲食物が入っていた使用済みの使い捨て容器やゴミが置き去りにされていることが、ときどきある。

　公園管かん理り局きよくの清せい掃そう員いんが清掃に来た場合は、次の客が気持ちよく利用できるように、残されたゴミを片づけてくれるが、それを待てないときには、利用者自みずからが片づけて場所を空ける。




　大盛り焼きソバを食べていた男は、先に場所を取っていた男の私物をゴミと勘かん違ちがいして片づけ、そこに座ったようだ。

「ゴミじゃねぇぞ！　この野や郎ろう！　俺の手拭いと新聞、どこにやりやがった!?」

「さっきから大声でうるせぇ！　ゴミならゴミ箱に決まってんだろうが！」

「何だとぉ！」

「やるか、コラァ！」

　おでんの皿とコップ酒を乱らん暴ぼうに卓に置いた男と、席から立ち上がった男が互いの胸むな倉ぐらを摑つかみ、殴なぐりあう。

　帝都の人間は、けっこう喧けん嘩かっ早ぱやい。




「何だ？　何だ？」

「おっ、喧嘩だ！」

　そして帝都の人間には野や次じ馬うまが多い。

「え？　喧嘩？」

「どこだ？」

「おぉ、やってる！」

　誰かが喧嘩をしていると聞きつけて、わいわいと人が集まってきた。

　近くでぼやぼやしていると喧嘩に巻まきこまれるので、近くにいた者は、荷物を抱かかえて速すみやかに男たちから距離を取る。

　喧嘩をしている男たちの周りには、あっという間に見物の人だかりができた。




「あらー嫌いやだ」

「お母さん、お父さんったら、またやってるー」

　お好み焼きを二つ買い、先に焼きソバを買って席取りをしているはずの男を探していた妻さい子しは、人だかりの中心で喧嘩をしている姿を見て、呆あきれ顔で溜ため息いきを吐ついた。

　毎度のことで、非力な自分たちでは怪け我がをしても喧嘩を止められないとわかっているので、二人はさっさと見切りをつけ、離れた場所へ空席を探しに立ち去った。




　喧嘩に集まってくるのは、野次馬だけではない。

「まぁまぁ、お二人さん、落ち着いて」

　見物人の人ひと垣がきをやんわりとかき分けて、前に出た男が仲ちゆう裁さいに入る。

　お節せつ介かいが多いのも、帝都っ子だ。

「どこの誰だか知らねぇが、話せばわかるってもんだよ？　ねぇ？　こんなところで暴あばれたら、他の皆みなに迷めい惑わくじゃないか」




　強引に間に入られて、喧嘩をしていた男たちは、仲裁しようとする男を睨にらむ。

「うるっせぇや！」

「関係ねぇ野郎は、すっこんでやがれ！」

　頭に血が上のぼっていた二人は、仲裁しようとする男を突き飛ばした。突き飛ばされた男は、その方向にいた野次馬を巻きこみ、尻しり餅もちをついて転んだ。




「うわー、格かつ好こ悪わりぃ」

「全然駄だ目めじゃねぇか」

　野次馬たちから失笑が漏もれる。

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした威い圧あつ感かんのある外見の者や、皆が一目置く職業の者が声をかけたなら、喧嘩は止められたかもしれない。




　突き飛ばされた男は、痛い思いをしたことで、むかっ腹を立てた。

「てやんでぇ、こん畜ちく生しよう！」

「おいコラ！　痛いてぇぞ！」

「何偉えらそうに出しゃばってんだ！　ふざけんな！」

　仲裁に入ったはずの男と、前列にいて巻き添ぞえを食った野次馬二人が、喧嘩に加わった。

　人数が増えて乱らん闘とうになり、わっと野次馬たちが盛もりあがる。




「ピ！」

「あっち？」

　帝都神社から帰る途中、頭の上のチビ朱す雀ざくが鳴き、蒼そう司し朗ろうはそちらに駆かけつける。

　行く手に見えた、何やら騒そう々ぞうしい人垣に渋しぶい顔になり、蒼司朗は足を止めた。

「うーん……」

　近寄って確かめなくても、喧けん騒そうからそこで何が起こっているのかがわかる。

「ミギャ？」

「キュウ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗は悪事を行う不届き者を発見したときのように、お庭番参る！　と、颯さつ爽そうと駆けだしていかない。

　ピヨ四し神じんに円つぶらな瞳ひとみで見つめられ、ばつが悪そうに蒼司朗は枝えだ打うち斧おので軽く肩かたを叩たたく。

「いや、あれはオレには無理だよ」

　誰か一人が興こう奮ふんして喚わめき散らしているというのなら、何とかできたかもしれないが、乱闘になっているような大人おとなの喧嘩は、蒼司朗には止められない。

「警けい備び員いんさんを呼びに行こう」

　帝都学園高等部の学生服姿で、まだ子供子供した小こ柄がらな蒼司朗より、制服で勤きん務むしているしっかりした大人の警備員のほうが、威い厳げんがある。駆けつける警備員の姿がちらりと見えただけで、喧嘩をやめて、速やかにそこから立ち去る（逃にげる？）者たちもいる。




　距離を置いて喧嘩を見ていた者が、警備員詰め所に向かおうとした蒼司朗に、気づいた。

「あれ？　あの子、奥庭のお庭番様じゃないか？」

　帝都のいくつかの行事に参加して、ちょっとした有名人になっている蒼司朗は、帝都民に顔を知られている。




（うわ、見つかった……！）

　離れたところから声が聞こえ、蒼司朗はそちらに向き直って会え釈しやくする。

（オレに注目しないでください……！）




「やっぱりそうだよ。お庭番様だ」

「え？　望もち月づき蒼司朗くん？」

　心の声は届かず、最近噂のお庭番が近くにいると知って振り向いた者たちは、蒼司朗を見つけて口々に訴うつたえる。

「お庭番様ー！　何とかしてくださいよ……！」

「あれじゃ屋台の営業妨ぼう害がいだよ」

「ちょっと向こうに行きたくても、あそこを通れないじゃないか」

「椅子とか、目め茶ちや苦く茶ちやだし！」

　警備員や他の大人の神官には、声をかけるにもいくらか身構えてしまうものだが、特別な役職に就ついていても普通の子供に見える蒼司朗相手だと、誰もが気安く不平不満をぶつけられる。

　迷惑顔の者たちに、わかったと蒼司朗は片手に持った枝打ち斧を上げて応こたえる。

「ちょっと待っててください！　警備員さんを呼んできますー！」

　そう言って駆けだした蒼司朗に、お前が何とかしろと言う者は誰もいなかった。蒼司朗は帝都城奥庭のお庭番なので、外見で判断するものではないが、年長者が寄ってたかって子供一人に頼るのは酷こくだ。迷惑顔で遠巻きにしていた者たちは、率そつ先せんして蒼司朗が動いてくれたことで、ほっとする。

　誰もができることでも、誰もしないことは、世の中によくある。




　喧嘩を見物していた野次馬の一人が、ふと気づく。

「あれ？　火事じゃないか？」

「え？　どこ？」

「火事？」

　帝都城公園の西側で、煙けむりが上がっていた。

「火事だ！」




　背後から聞こえた野次馬たちの声に、蒼司朗は眉を顰めて立ち止まる。

「火事？」

　それなら、まず蒼司朗の頭の上に乗っているチビ朱雀が真っ先に気づいて、鳴くはずだ。

（どこだ？）

　複数の者が騒さわぎたてるのなら、間違いなくどこかに、火事らしく見えるものがあるのに違いない。




　喧嘩を見物していた野次馬が、わっと動いた。




「ピ！」

　それらしいものはどこに見えるのだろうと、火事を気にした蒼司朗の頭上で、チビ朱雀が鳴いた。はっと身構えた蒼司朗を、ものすごい勢いで走ってきた者たちが追い抜いていった。




　帝都っ子は、火事見物にも駆けつける。




「……あ、っと……」

　一団に抜き去られ、もうもうと舞う砂煙からピヨ四神を守った蒼司朗は、後ろを振り返る。

　薙なぎ倒されたいくつもの椅子や卓を残して、喧嘩見物の人垣は消え失うせ、喧嘩をしていた者たちの姿すらなかった。




「ミギャ」

「あー……だから、公こう儀ぎ隠おん密みつの人とか、誰も来なかったのか」

　蒼司朗は納得する。




　爆ばく発はつ音おんや悲鳴が聞こえたなら、帝都城公園を巡じゆん回かいしている警備員や、私服で警けい戒かいしている公儀隠密が迅じん速そくに駆けつけるが、喧嘩だった場合は程度を見て、少しの時間放っておく。

　気性のさっぱりしている帝都っ子の喧嘩騒動は、他に興味が移れば、さくっと終わる。

　振り向いている蒼司朗に、倒れた卓と椅子を起こしに来た屋台の店員や、先ほど蒼司朗に不満をぶちまけた者たちが、手を振った。

　タコ焼きの屋台の親父が、商品を一ひと舟ふね手に持って、蒼司朗を大きな声で呼ぶ。

「おーい、ちょっと時間があるなら、タコ焼きを食べていかないかー！」

　火事だと聞いて走って行った者たちの中に、注文した商品を受け取っていない客がいたらしい。鉄板から器うつわに移し、ソースや青あお海の苔り、鰹かつおの削けずり節ぶしをかけてしまった商品は、このまま置いていては冷めてしまうので、廃はい棄きするしかない。廃棄するなら、誰かに食べてもらうのがいい。

「ミギャギャ！」

「キュイキュイ！」

「ピピピチュチュ！」

「「（しゅーしゅーしゅー）」」

「（お前ら、落ち着けー！）」

　タコ焼きを見て興奮するピヨ四神を、蒼司朗は苦笑しながら、そっと宥なだめる。

「ありがとうございます、いただきますー！」

　蒼司朗は一礼して、タコ焼きをご馳ち走そうになりに行く。




　客がほとんどいなくなってしまったので、蒼司朗はピヨ四神を卓に乗せる。

「熱いぞー、冷ましてやるから、お利口にして、ちょっと待てよー」

　タコ焼き屋から商品をもらった蒼司朗は、タコ焼きの器の周りにちょこんと座ったピヨ四神に言い聞かせて、ふーふーと冷ましてから、爪つま楊よう枝じに刺さしたタコ焼きを順番に食べさせていく。一舟に十二個入りなので、ピヨ四神と蒼司朗は、二つずつ食べられる。




「蒼司朗くん、これも食べて」

「荷物にならないよね？」

　お好み焼き屋と回転焼き屋の店員も、包み終わった商品──注文して放っていかれたものを蒼司朗のいる卓に持ってきた。

「ありがとうございます」

　腰こしを上げた蒼司朗は、礼を言ってお辞じ儀ぎをする。気持ちよく受け取ってもらえて、店員たちは機き嫌げんよく屋台に戻って行った。




「ミギャギャ」

「いや、これはお持ち帰り。ハイムエンデさんへのお土産みやげにしよう？　回転焼きは一個だけもらって、皆でおやつにしような」

　ピヨ四神はまだ赤ちゃんなので、食べさせすぎてお腹なかを壊こわさないように、蒼司朗はいつも気をつけている。いただきものを全部食べるのは、多すぎる。

　調理師として寮りように住み込みで勤務しているハイムエンデは、三度の食事には困らないが、週給制の給料が支払われるまであと数日あり、まだ手持ちの現金がない。買い食いはできないので、こういう土産はありがたいはずだ。

「キュ」

「ピチュ」

「「（しゅー）」」

　ちょっと不満そうな、食くいしん坊ぼうのピヨ四神に蒼司朗は微笑ほほえみ、そっと撫なでる。

「美お味いしいものは、独ひとり占じめしちゃもったいないよ？　買い物したわけじゃないから、オレの小こ遣づかいは減ってないし。お前たちのおやつが少なくなるわけじゃないだろ？　いただいたもので、誰かにお土産をあげるなんて、いい格かつ好こうができるんだぞ？　すごいじゃないか」

　優しく言い聞かせた言葉がわかったのかは怪あやしいが、タコ焼きを美味しく食べ、撫で撫でと蒼司朗に可か愛わいがられて、ピヨ四神は機嫌をよくした。

（よしよし、今のうちに帰ろう）

　蒼司朗はピヨ四神を連つれ、お持ち帰りする土産を持って席を立つ。




　半はん鐘しようや消防車のサイレンの音は聞こえない。




「火事じゃなかったのかな？」

　食べ終わったタコ焼きの器をゴミ箱に片づけた蒼司朗は、野次馬が走り去ったほうで立ち上っている煙を眺ながめて首を傾かしげる。

　喧嘩は様子を見ても、火事は早急に対応せねばならないはずだ。近くにいる者が、まだ火事に気づいていないとは思えない。

　半鐘が鳴らされず、消防車が動かないなら、火事ではない。




　火柱を上げて燃えていたのは、膨ぼう大だいな量の書類だった。

「し、神官長……！　何をされているんですか!?」

　帝都神社の境けい内だいの外で上がった煙に気づき、鈴すず宮みや神官は風上に立つ小お此この木ぎ神官長の近くに走り寄る。

　帝都城公園を巡回していた警備員や公儀隠密も、帝都神社の近くで上がった煙に気づき、駆けつけていた。

　マスクと軍手を着け、使いこんだドラム缶の中で燃え盛さかる火に書類を投げこんでいた小此木神官長は、にこっと笑う。

「何って、書類の処分ですけど？　煙えん突とつが詰まってるみたいで、焼しよう却きやく炉ろの調子が悪いんですよ」




「何だ、違うぞ」

「火事じゃないのか？」

「人ひと騒さわがせな」

　煙を見つけ、火事だと集まった野次馬は、ただ書類を燃やしているだけだとわかると、ばらばらと去って行った。

　駆けつけた警備員や公儀隠密も、仕事に戻る。




　書類の処分なんて、忙いそがしい神官長の仕事ではない。

「芝しば浦うら神官がお呼びじゃなかったですか？　言いつけてくだされば、私がやります」

　リヤカーいっぱいの雑ざつ多たな書類に目をやった鈴宮神官は、書類の間に挟はさまっている甘かん味み処どころの領収書を発見する。

「……証しよう拠こ隠いん滅めつですか？」

　燃やしてしまえば、サボリの証拠は消えてなくなる。

　小此木神官長は鈴宮神官の目から遠ざけるように、領収書が挟まっている書類を、さっと取って火の中に投げこむ。

「な、何のことでしょう？」

　視線を逸そらしながら作り笑いをする小此木神官長とリヤカーの間に、鈴宮神官は強引に割りこむ。

「そんな雑用は私がしますから、早く芝浦神官のところに行ってください！」

「いえ！　これは！」

「あ、新しん庄じよう神官！　いいところに！」

　帝都神社の誇ほこる豪ごう腕わん無む双そうの神官ならば、小此木神官長を強引に芝浦神官のところに連れて行けるだろう。

　視線が動いて肩越しに自分の背後に呼びかけた鈴宮神官の声を聞き、小此木神官長はぱっと身を翻ひるがえす。新庄神官に連れて行かれるのは、勘かん弁べんしてほしい。

「では、鈴宮くん、任せましたよ！」

　にこやかに言い捨てて、小此木神官長は帝都神社に向かい、その場から風のように走り去った。




　鈴宮神官は呼びかけたが、新庄神官はどこにもいない。

　確認する間も惜おしんで噓うそに騙だまされ、一いつ瞬しゆんで逃げ去った小此木神官長から書類を燃やす作業を引き継ついだ鈴宮神官は、げんなりしながら大量の書類を見る。

「こんなに溜ためないでくださいよ、もう……」




　作業を鈴宮神官に押しつけて帝都神社に戻る小此木神官長の姿を見送り、柳生やぎゆう藤ふじ丸まるは頭を搔かく。

「なぁ、兄あに貴き。あれって、蒼司朗くんの手間を減らすために、わざとかな？」

　火事が起こっているのだと勘違いさせ、喧嘩をしていた者たちと野次馬をこちらに走らせて、喧嘩騒動を終わらせた。

　柳生蘭らん丸まるは藤丸に問われて、溜め息を吐く。

「……さぁ？」




　わざとなのか、そうではないのか。小此木神官長の真意はさっぱりわからない。
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　夢のようだったが、それは確かに夢ではない。

「帝都を守るための『力』……」

　四し神じんの戦士は、手に入れた石をどう扱あつかっていいものか、困こん惑わくしていた。

（このままではいけない）

　帝都に侵しん入にゆうした幻げん獣じゆうに対して、四神の戦士は自分たちの力の及およばなさを痛感した。

　この先も同じようなことが起こらないとは限らない。何か手を講じておかなければ、帝都を守りきれない。

　幻獣との二度の遭そう遇ぐう時じには、蒼そう司し朗ろうに関係して事態を好転させる要よう因いんがあった。奥庭の四神と四神変化した蒼司朗が天の戦士として戦って、ぎりぎりのところでどうにか事なきを得ただけだ。

　帝都城奥庭の四神の眼鏡めがねに適かない、長らく適任者が選出されなかった奥庭のお庭番に就しゆう任にんしたとはいえ、帝都に移り住むようになるまで蒼司朗は神職とは無む縁えんだった。

　一流の庭師になることを目標に、帝都の本家に身を寄せた少年の力をあてにするのは、由ゆい緒しよある神社に生まれ、物心ついたころから四神の戦士を目指していた者の望むところではない。

　四神の戦士はこれまでのように、帝都の守しゆ護ご神しんと呼ばれるのに相応ふさわしい活かつ躍やくをしたい。




　白びやつ虎こ神社の本ほん殿でんの奥にある竹たけ藪やぶの向こう、池を見み下おろす少し小高くなった場所に寝そべった篠しの原はら勇ゆう輝きは、意識を集中したときにだけ、現実にそこにある物として実感できる不ふ思し議ぎな石を摘つまんで、日に透すかす。

　受け取ったときには透とう明めいだと感じたのだが、不思議な石はほんのわずかに霧きりがかっているように不透明で、虹にじ色いろの光を宿していた。ただの石ではないとわかるのだが、思念で探さぐっても、どうにも捉とらえどころがない。

「あの留学生の一年坊ぼう主ずから『これ』を受け取ったのは、俺だけじゃないよな」




　小さいものスキーのストライクゾーンど真ん中である蒼司朗は、初対面のときから望ぼう威いに好かれているので、依え怙こ贔ひい屓きされているとわかる。

　だがさして親しくもなく、入学式の日の朝に邪じや魔まだと望威を足あし蹴げにしている篠原勇輝が、優ゆう遇ぐうされるとは思えない。

　不思議な石を手に入れたことを秘密にして、自分だけ『力』を得て四神の戦士としてパワーアップしても、よいことにはならない。

　四神の戦士は連れん携けいして力を合わせ、相そう乗じよう効果を持つ技を発動させる。たとえ白虎の戦士の力がプラスのほうに伸びたとしても、四神の戦士としてのパワーバランスが崩くずれては、結果としてマイナスだ。




「神官長に相談するか」

　面倒ではあるが、誰だれかが動かなければいけない。

　望威がくれたこの不思議な石のことを小お此この木ぎ神官長に話せば、他の四神の戦士はどうなのか、聞きだしてくれるだろう。何か進展があったなら、篠原勇輝はそれを参考にすることができる。

　ひとつ息を吐はき捨て、篠原勇輝は腹ふつ筋きんを使ってひょいと起きあがり、帝都神社に向かう。




　不思議な石をもらったものの、どう役立てていいのかわからないとは言いたくない。

（とりあえず、『あの留学生を信用していいものかわからない』とかだよな）

　望威をどこまで信用していいか判断できないから、ということにすれば、この不思議な石を持て余している状じよう態たいを、聞こえのいいように誤ご魔ま化かせる。

　篠原勇輝は望威と同じ学校に通っていて、同じ寮りよう住まいだが、学年が違う。近くにいたことは何度もあっただろうが、声をかけなければいけない用事もなかった。親しくせず、個人的に会話をしていないのは、今となっては都つ合ごうがいい。

（悪い奴やつじゃないんだろうけど）

　図ずう体たいのでかい下級生の異国人は、奥庭の四神様を連れた蒼司朗につきまとっている。噓うそつきで性根の卑いやしい少年ならば、奥庭の四神様が毛け嫌ぎらいして、蒼司朗に近づかせないだろう。

　しかし奥庭の四神様が許したなら、四神の戦士も許さなければならないという決まりはない。帝都を守護する使命を全まつとうするには、いついかなる場合においても、警けい戒かいを怠おこたるわけにはいかない。用心して、しすぎることはない。




　帝都城公園に入り、帝都神社に向かっていた篠原勇輝は、少し先を歩く中学生の少年に気づいた。四神の戦士が帝都神社に向かう遊歩道には、緊きん急きゆう時じにも使えるよう関係者のみが通れる結けつ界かいが張ってあり、一般の者が入りこむことはない。

「────おい、奏かなで」

　篠原勇輝に呼びかけられ、立ち止まった安あん藤どう奏は振り向く。

「……勇輝サン、こんにちは」

「ウス」

　安藤奏は笑顔で行ぎよう儀ぎよくお辞じ儀ぎをしたが、篠原勇輝は雑に挨あい拶さつを返す。愛あい想そうのいい安藤奏の笑顔は、腹の底を見せない、よそ行きの作り笑いだ。

　追いつくのを待っているらしい安藤奏に、篠原勇輝は近づく。

「帝都神社に用事か？」

　睨にらんでいるとしか思えない鋭するどい目で見つめられても、篠原勇輝の目つきの悪さに慣れている安藤奏は、まったく怯ひるまない。

「はい。小此木様に相談したいことがあって。勇輝サンも、ひょっとして同じですか？　砂の国から来た留学生の人みたいなのに、石をもらったとか？」




　四神の戦士は個々に優ゆう劣れつはなく同格だが、発言の順じゆん序じよなどには、年ねん功こう序じよ列れつという暗あん黙もくのルールがある。年下の安藤奏から、手のうちを明かすのがお約束だ。




（留学生の人『みたいなの』って……）

　酷ひどい言いようだが、思い出してみれば、確かになと思う。

　所有している『不思議の色石』のどれかを使ってやったことだろうが、篠原勇輝たちに石を届けたのは実体の望威ではなかったし、耳ではなく頭の中に声が聞こえた。イントネーションや言葉の使い方がどこかおかしい、いつもの喋しやべり方ではなかったので、かえって偽にせ者もの臭くさい感じもする。




　にこやかに安藤奏は右手を差しだし、掌てのひらに載せた石を見せた。

　篠原勇輝が受け取った石と同じくらいの大きさで、同じように虹色の輝かがやきを放っていたが、安藤奏の石は青だ。




　篠原勇輝は頷うなずいて、自分の石を右の掌に載せ、安藤奏に見せる。




「あら？　色が違うのね」

「僕たち、それぞれの四神を象しよう徴ちようする色のようですね」

　篠原勇輝の後ろから遊歩道を歩いてきた芙ふ蓉よう薫かおる子こと蔵くら田た実さね親ちかが、安藤奏と篠原勇輝の石を見て、自分たちの石も掌に出して見せた。

　芙蓉薫子の石は赤、蔵田実親の石は黒だ。

　四神の戦士それぞれの手に渡って、その力に触ふれてから、不思議の石は色を変えたのかもしれない。




「こんにちは、ル子姉、実親サン」

「ちぃーす」

　安藤奏と篠原勇輝は挨拶をし、年上の二人に遊歩道の中央を譲ゆずって端はしに寄る。

「ごきげんよう、奏くん、勇輝くん」

「こんにちは」

　肩かたを並べて歩いてきた芙蓉薫子と蔵田実親だが、待ちあわせて帝都神社に向かっていたわけではない。安藤奏と篠原勇輝が会ったのと同じく、来る途と中ちゆうで会ったので、一緒に来ただけだ。

　くすっと蔵田実親は笑う。

「どうやら、僕たちは同じ用件で、小此木神官長のところに行こうとしていたようだね」

　自分一人で頭を捻ひねっていても埒らちがあかないと判断して、行動を起こしたタイミングが同じだったらしい。役に立ちそうな石を得たものの、誰もが持て余しているようだ。




「俺はあのチビでもないのに、留学生の一年坊主に肩入れされる覚えはないっスからね」

　あまりに騒そう々ぞうしいしわかりやすいので、望威が蒼司朗にご執しゆう心しんなのは、皆みな知っている。蒼司朗のことを気に入っているから、望威が蒼司朗に協力的なのはわかるが、四神の戦士には思い当たるところがない。

　自分たちに必要な『不思議の色石』を帝都に探しに来たという事情があるので、望威たちにとっての都つ合ごうもあるのかもしれないが、幻獣との戦いを見るに見かねての助力ならば、あまり気分のいいものではない。




「この石、受け取ったその晩にね、朱す雀ざくの炎で焼いてみたらどうなるかしらって思ってやってみたのだけど、何も変わらなかったわ」

　さらりと芙蓉薫子に言い放たれて、篠原勇輝たちは顔を引きつらせる。

「ル子先輩、大だい胆たんっスね」

「だって、口づけても何の反応もなかったんですもの。だったら、次は力ちから業わざでしょう？」

　芙蓉薫子のような美女が、そっと石に口づける様は、とても麗うるわしく絵になるだろうと想像できるが、残念ながらお伽とぎ噺ばなしのようなロマンチックな展開にはならなかったらしい。

　さすが、石。無む機き質しつらしい反応だ。

（って、それでどうにかなられても、ヤだけどさ）

　篠原勇輝は、百歩譲ゆずって安藤奏なら耐たえられるが、蔵田実親が石にチューするところは、想像もしたくない。自分がそんなことをしているところを誰かに見られたなら、速そつ攻こうで抹まつ殺さつする。想像することも禁止だ。

　篠原勇輝に視線で脅おどされるまでもなく、頭に浮かびかけたものを追い払い、安藤奏はさっさと話題を変える。

「実親サン、ダイヤモンドとか、石って燃えるんですよね、確か」

　安藤奏が確認し、蔵田実親は頷く。

「うん。燃えてなくなっちゃいますね」

　ダイヤモンドは、炭たん素その塊かたまりなので燃える。資産家の家が火事になった場合、鎮ちん火かした後の火か災さい現場で見つけることができる宝ほう飾しよく品ひんは、形が歪ゆがんだ金の指輪ぐらいのものだ。宝石は燃えたり変質したりして、見る影もなくなっている。

　宝石の石には目があるので、それに沿った衝しよう撃げきを受ければ、軽くぶつけただけでも簡単に割れるし、鉱物質を含む温泉に触れると変質することもある。




　一般的な石の常識が、非常識な方法で手に入った石に対して通用するものなのかはわからないが、何らかのリスクを受ける覚かく悟ごは必要だ。




（この石、割ったらどうなるかって、興味はあったんだけどな）

（一いち撃げきで終わるのも、ちょっと嫌いやだもん）

　せっかくもらった石なら、少しは大事にしたい。

　分断や切きり裂さきという攻こう撃げきを得意とする篠原勇輝と安藤奏は、自分の守しゆ護ご聖せい獣じゆうの能力を使って、石を試すことはできなかった。




　驚きよう愕がくされて、芙蓉薫子は小首を傾かしげる。

「だって、朱雀の炎で燃えてなくなるような石なら、わたしの役に立つはずないもの。すぐに水をかけて冷やしても割れなかったし、叩たたいても斬きっても傷ひとつつかなかったから、かなり丈夫なことは確かね」

　にこやかに言い放たれるそれは、確かに一理あるのだが。

　加熱直後の急冷は、物質を破は壊かいする行いだ。温度の変化に耐えきれなくなった物質は、力を加えなくても勝手に割れ砕くだける。




（キスから、いきなり破壊行為って）

　焼いただけでは飽あき足らず、叩く斬るの無体を行った芙蓉薫子の豪ごう気きさに、篠原勇輝たちは震ふるえあがる。

（ル子姉ぇ～……）

（薫子クンの旦だん那な様さまになる男は、浮気したら、次の瞬間に丸焼きで黒くろ焦こげだね）

　炎で加熱された後、水をぶっかけられて急冷される人体の様は、恐ろしいので想像自じ粛しゆくである。

　皆の憧あこがれの的である帝都大のマドンナは、綺き麗れいな顔で微笑ほほえみながら、容よう赦しやない。




　こほんとひとつ咳せき払ばらいをして、蔵田実親はしみじみと、芙蓉薫子の赤い石を見る。

「朱雀の劫ごう火かでも、割れたり欠かけたりしなかったんだね。すごいな」

　虹の光を宿した石は、色が違うだけで、他の三人のものと同じだ。

　一般に急きゆう激げきな温度変化を受けると、石は変質したり、割れ欠けたりする。ましてや、加減や遠えん慮りよを一切しなかっただろう芙蓉薫子の朱雀の炎を、がっつり浴あびせられたともなれば、無傷で存在することのほうが驚きよう異い的てきだ。これは確かに、ただの石ではない。




「あれ？　何でしょう、あの煙けむり……」

　安藤奏は帝都神社のほうで立ち上のぼっている煙を見つけ、眉まゆを顰ひそめた。

　あんな場所に焼しよう却きやく炉ろはないし、常識で考えて、参さん拝ぱい客きやくがいる忙いそがしい時間に、わざわざゴミ焼きをするはずがない。

「火事かしら？」

「まさか、そんな」

「確かめたほうがいいっスよ！」

　不ふ審しんな煙を発見して、知らんふりはできない。

　公こう儀ぎ隠おん密みつや警けい備び員いんが動いているはずだと、周りの様子を探りながら、四神の戦士たちは帝都神社に急ぐ。

　火事なら、帝都神社の神官たちも動いている。四神の戦士の能力があれば、どんな大火事でもすぐに鎮火できるだろうが、帝都神社の神官たちの立場もあるし、大おお事ごとになるので四人はあまり出しゃばらないほうがいい。

　四人と同じように、帝都神社の方角に煙を見つけた野や次じ馬うまが、一般の遊歩道を騒そう々ぞうしく走り過ぎ、そして舌した打うちしながら帰って行った。

　消しよう防ぼうが動く気配はまったくなく、半はん鐘しようの音も聞こえない。

「……火事ではないのかしらね」

「野次馬が、何だかがっかりしてるみたいだよね？」

　芙蓉薫子と安藤奏が一般の遊歩道の様子を見ている横で、篠原勇輝は別の遊歩道に見知った人影を見つける。

「蘭らん丸まるさん、藤ふじ丸まるさん！」




　大きく手を振って呼びかけた篠原勇輝の声に気づき、公儀隠密候こう補ほ生せいの二人は、四神の戦士がいる遊歩道に来た。

「こんにちは」

「こんにちは、四人揃そろって、帝都神社にご用事ですか？」

　四神の戦士は自分たちよりも年下だが、柳生蘭丸と藤丸は敬意を払って礼れい儀ぎ正しくお辞儀をする。

「こんにちは。いつもお役目、ご苦労さまです。僕たちは今日、四人揃って来たわけじゃなく、たまたま揃っちゃっただけなんですけどね」

　蔵田実親は苦笑し、柳生兄きよう弟だいに訊たずねる。

「小此木神官長は帝都神社にいらっしゃるか、ご存じですか？」

　約束を取りつけずに帝都神社へ来たので、小此木神官長に先約があったり、用事で出かけていたり、用事を放りだして遊びに出ていたりした場合、無む駄だ足あしになる。

　ついさっき小此木神官長を見かけた二人は、走り去る姿を思い出して苦笑する。

「小此木様でしたら、さっきまで帝都神社の外で書類を焼いていらっしゃいましたが、芝しば浦うら神官とのお約束があったらしく、後を鈴すず宮みや神官に任せて帝都神社に戻られました」

「火事でも起こったのかって、俺たち、慌あわてて駆かけつけたんですけど」

「はは……」

　誰も同じかと、篠原勇輝は顔を引きつらせて笑う。芙蓉薫子は、にっこりと柳生兄弟に微笑んだ。

「そうでしたの。火事でなくてよかったわ」

　美女の笑顔は、何よりの癒いやしだ。無駄足を踏ふんだ柳生兄弟は、芙蓉薫子に微笑み返す。

「えぇ、まったくです」

「平和なのが一番っスよね」

　ごきげんようと芙蓉薫子の見送りを受け、柳生兄弟は機き嫌げんよくその場を立ち去った。




　四神の戦士たちは顔を見合わせる。

「芝浦神官とのお約束って、何かしら？」




　芝浦神官は、帝都神社の経理と人事の主任神官だ。




「小此木神官長が書類焼いて始末してたんだったら、あれじゃないスか？　無む駄だ遣づかいの注意とか」

「ありそうです、それ」

　篠原勇輝の言葉にくすくすと安藤奏は笑い、蔵田実親は銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねを直す。

「芝浦神官のところに、行きましょうか」

　叱しかられている小此木神官長の姿を見物に！




　いそいそと帝都神社に向かった四神の戦士たちは、社しや務む所しよにある芝浦神官の執しつ務む室しつを訪問する。

「失礼します。こちらに小此木神官長がいらっしゃると伺うかがったのですが」

「わたしたち、小此木様にご相談したいことがあるので、お話しできる時間を作っていただけると嬉うれしいのですけど」

　外そと面づらのいい蔵田実親と芙蓉薫子は、何も知らない顔で訪問して、室内の和なごやかな雰ふん囲い気きに、おや？　と思う。

（お説教の時間じゃないのかな？）

　叱られていたという感じではない。




　芝浦神官の執務室に来た四人を、小此木神官長はにこやかに迎むかえた。

「あぁ、ちょうどいいところに。君たちにも紹しよう介かいしなければと思っていたんですよ」

　室内にはもう一人、帝都神社では見かけない、中学生くらいの少年がいた。




　少年は、四神の戦士たちに深々と頭を下げる。

「はじめまして。四神の戦士の皆様には、父が大変お世話になりました」
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　四し神じんの戦士に挨あい拶さつをするのならば、この少年の父親は帝都の神官に違いない。

　少年の顔を見つめ、どの神官だろうかと思い出そうとする四人に、くすっと小お此この木ぎ神官長は笑う。

「四神の戦士といっても、君たちではなく、先代と先々代のことですよ。彼は桐生きりゆう瑛えい二じくん。短期留学制度を利用して帝都で勉強するそうです。どうぞ仲よくしてあげてくださいね」

（桐生……）

　ありふれてはいないが、とても珍めずらしいというほどの名字でもない。心当たりの神官がいない四人の考えこむ様子を見て、芝しば浦うら神官は教える。

「桐生は、彼の母方の名字です。彼のお父様は帝都神社の神官だった、苅かり谷や純すみ友とも神官です」

　四神の戦士は、はっとする。

（そういえば……！）

　苅谷純友神官が帝都神社に勤つとめていたのは、現在の四神の戦士がまだ幼おさない子供のころだった。そのため神官として接したのではなく、四神神社の子供として挨拶をしたことがある程度だが、四人がはっきりと記き憶おくしている苅谷純友神官の面おも影かげが、少年には確かにある。

　奥庭のお庭番だった優ゆう秀しゆうな苅谷純友神官は、帝都の神官皆みなの憧あこがれだった。

（この子が苅谷神官の）

　四人は胸むねが熱くなるのを感じながら、少年を見つめる。苅谷純友神官の名が出て、雰ふん囲い気きは一気に柔やわらかいものとなった。

　桐生瑛二は四人に注目され、再度深々と頭を下げた。

　小此木神官長は、にこっと安あん藤どう奏かなでに微笑ほほえむ。

「桐生瑛二くんは、帝都学園中等部の三年に編へん入にゆうします。寮りよう生活になりますから、奏くん、同じ三年生として、色々と教えてあげてくださいね」

「はい。安藤奏です。わからないことがあったら、何でも聞いてください。どうぞよろしく」

　学年が同じなので、クラスが違ったとしても、安藤奏は桐生瑛二と行動を共にすることが多くなる。

　愛あい想そうよく微笑んだ安藤奏に、桐生瑛二は少しほっとしたように笑う。

「よろしくお願いします」

　友好的な二人を見て、仲よくやっていけるだろうと、小此木神官長は頷うなずく。

「それから、帝都にいる間、桐生くんは帝都神社で神官修行をします」




　帝都で神職に就つく者は、実家が神社だとか、代々神職にある家系の者ばかりだ。学校に通いながら帝都神社で修行をするというのだから、桐生瑛二も父親と同じように神官を目指しているのだろう。

　帝都で神官修行ができる神社は、帝都神社以外にもたくさんある。帝都神社で神官修行ができるのは、帝都大学で授業を受けていて推すい薦せんされた者か、特別に許可された者だけだ。

　中学生でありながら帝都神社で神官修行ができるというのだから、桐生瑛二は地方でも相当名の知れた大きな神社の縁えん者じやではないかと推すい測そくできる。

（いや、でもそれってさ、今かよ？）

　感情を隠かくさない篠しの原はら勇ゆう輝きは、眉まゆを顰ひそめる。

　幻げん獣じゆうが帝都を騒さわがせたり、ハイムエンデという怪あやしい青年に警けい戒かいしている現げん状じようで、中学生を預かって神官修行をさせる余裕が帝都神社にあるとは、とても思えない。

　あまりに時期が悪いので、本来なら断るはずなのに断れなかったのは、前任のお庭番の息子むすこであることと、桐生瑛二の後うしろ楯だてのせいだ。

「本人の希望なので、桐生くんには実際の帝都の神官の仕事を知ってもらいますが、すべてに参加できるわけではありません。そこのところはわかってますね？」

　笑顔で優しげに確認する小此木神官長の目は、笑っていない。




　帝都はもともと神官にとって危き険けんな場所なので、桐生瑛二の身に何があっても、帝都神社は一切責任を負わない。




「はい。弁わきまえます」

　桐生瑛二はしっかりと返事をする。ここで下へ手たを打つと命に係わるし、神職に就くのに相応ふさわしくない人間であると判断されて、神職を目指す資格を失う。




　本人や保ほ護ご者しやには知らせられないだろうが、また襲おそいくるかもしれない幻獣や、怪しいハイムエンデに対し、弱みをひとつ増やしてしまったことになるので、短期留学期間が終わるまで、桐生瑛二には公こう儀ぎ隠おん密みつによる二十四時間の警けい護ごがつくだろう。




　蔵くら田た実さね親ちかは、ふむと考える。

「わざわざ名字を変えて帝都に来たのは、他の神官に先入観を持たれないようにして修行するためですか？」




　奥庭のお庭番だった神官の息子と知れれば、どんな優秀な子供だろうかと、期待をこめた目で見られて、行動しにくいこともあるだろう。ちょっとした失敗も、すぐに尾ひれがつくので、気が気ではない。




　蔵田実親の言葉を聞き、桐生瑛二は戸と惑まどうように視線を揺ゆらし、芝浦神官は軽く咳せき払ばらいをする。

「桐生くんは、帝都に来るために名字を変えたのではないそうです」

「お父様が亡なくなられてから、郷きよう里りのほうでは、あれこれあったようですからね」

　小此木神官長は唇くちびるの前で人指し指を一本立て、それ以上追つい及きゆうするなと笑顔で釘くぎを刺さした。桐生瑛二少年の父親が苅谷純友神官だというのは、ここだけの話らしい。




　帝都で生まれ育った者にとっては、帝都で勉強し、帝都で就しゆう職しよくするのはごく普通のことだ。

　一方、他の場所から帝都へ来る者にとっては、首都である帝都は憧れの地であり、帝都で職に就ければ、とても誇ほこらしい。帝都のどこそこで何年間働いていたという実じつ績せきは箔はくが付いて、地方で再就職するときにはとても有利になる。

　もともとの募ぼ集しゆうの数がそれほど多くなく、競きよう争そう率りつが高いこともあり、地方出身の者は希望していてもなかなか帝都の神官になれない。地方の神官から見れば、募集に合格して帝都の神官になれた者は、神官のエリートである。

　地方出身者で奥庭のお庭番に任ぜられた苅谷純友神官は、エリート中のエリートで、皆の羨せん望ぼうを一身に集めた存在だった。

　だが、奥庭のお庭番という名めい誉よある役職に就きながら、苅谷純友神官はお役目半なかばで亡くなった。お役目を最後まで全まつとうできなかったことで、苅谷純友神官の関係者には、それを恥はじとする複雑なものがあったらしい。

　苅谷純友神官のことを羨うらやみ、成功を妬ねたんでいた者の口さがない言葉が、幼おさない瑛二少年を傷つけることがないよう、母方の姓せいを名乗らせることにしたようだ。




「三年生になって短期留学制度を使うのは、あまり聞かないように思うのだけど？」

　わざわざこの時期になぜと、芙ふ蓉よう薫かおる子こは疑問に思う。




　義務教育年ねん齢れいの小中学生のために設もうけられている短期留学制度は、地方在住で十分な成績の生徒が、正式に編入試験を受ける前、寮生活の帝都の学校でやっていけるかどうかを体験するものだ。

　今の桐生瑛二のように、もう三年生に進級しているのなら、受験まで日が近いので短期留学制度など使わず、しっかり中学生活を楽しんでから、高校の入学試験を受ければいい。

　帝都では、入学しても学校の授業についていけなかったり、環かん境きようが合わなかったりした場合は、通っていた学校より偏へん差さ値ちの低い別の学校に、推すい薦せん状じようをもらって転校できることになっている。




　首を傾かしげる芙蓉薫子に、桐生瑛二は答える。

「はい。来年、帝都学園高等部を受験するつもりで受験勉強をしていたのですが、去年の秋に奥庭のお庭番に就しゆう任にんされた方がいらっしゃると噂うわさに聞いたので、ぜひお会いしてみたくて」

　にこにこっと微笑んだ桐生瑛二の笑顔には、無む邪じや気きな子供っぽさがあった。




　帝都学園高等部は、帝都でもっとも偏差値が高い高校だ。高校に通うには奨しよう学がく金きん制度があるが、短期留学制度には適用されない。短期留学制度を利用できるのは、それなりに裕福な家庭の子に限られる。

　奥庭のお庭番に就任した者の姿を見るだけなら、冬や春の長い休み期間に、観光で帝都に来ればよかっただろう。桐生瑛二は観光客の多い休み期間ではなく、平日に近くでもっとしっかりと、新しい奥庭のお庭番のことを知りたいと思ったのに違いない。

　優秀な神官であり、尊そん敬けいしていた父親の役職を引き継いだ者に桐生瑛二が興味を抱いだくのは、当然のことだろうが────。




　桐生瑛二に純じゆん粋すいなキラキラ目を向けられ、うっと四神の戦士はたじろぐ。

（こっ、こいつは……！）

（会わせないほうがいいんじゃないですか!?）

　奥庭のお庭番になったのが、まさか神官でもない少年だとは、桐生瑛二は夢にも思っていないのに違いない。

（蒼そう司し朗ろうくんは、とても努力家で、いい子だけれど……）

　だが桐生瑛二は、蒼司朗の性格に興味はないだろう。

（絶っ対、一ひと波は瀾らんありますよね？　なかったらおかしいですよね！）

　ワクワク気分を押し隠しながら、蔵田実親は小此木神官長と芝浦神官に訊たずねる。

「桐生クンは、現在の奥庭のお庭番がどんな人か知らないのですか？」

　小此木神官長は、にこっと笑う。

「えぇ。知らないほうが、ドキドキするでしょう？」
















　桐生瑛二だけでなく、彼が実際蒼司朗に会ったときにどんな反応をするのか、周りの者の心しん臓ぞうもドキドキだ。

　ややこしいことが起こりそうなときこそ楽しげな小此木神官長をチラリと見、ふうと小さく芝浦神官は息を吐はく。

「奥庭のお庭番は、とても名誉ある役職であり、大変なお役目ですが、我々が人事を担当できるものではありません。奥庭の四神様が、どんな基準でお庭番を選ばれるのか、その法則も我々には計はかり知れないことです」

　遠回しに、あれこれ理想を抱かないほうがいいと、芝浦神官は桐生瑛二に忠告する。

　奥庭のお庭番になるには、ひょっとすると、気負わずに自然体でいるのが一番なのかもしれない。

「だから……」

「だから、桐生くん、君がこの先奥庭のお庭番に選ばれる可能性も、ゼロではありませんよ？」

「はい！　父のように、奥庭の四神様に選んでいただけるよう、頑張ります！」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせ、にこにこと桐生瑛二は笑顔になって決意を固くするが、決意や努力でどうにかなるものではないのが、奥庭のお庭番だ。帝都神社の神官になった者は、皆必ず、一度は奥庭の扉とびらに触れられるかどうか挑ちよう戦せんし、ことごとく玉ぎよく砕さいしている。

　言いかけたことを別の言葉に変えられてしまった芝浦神官と四神の戦士は、純真な少年を無責任に激げき励れいする小此木神官長を、温い目で見つめる。

（こうやって悪い大人おとなの言葉に踊おどらされて、子供は大人を『信じてはいけないもの』だと覚えていくに違いありません）

（そこ、励はげますトコか？　純真な子供をあおるなよ……）

（小此木神官長だって、奥庭の扉すら、開けられないくせに）

　扉を開いて自由に奥庭の中に入ることができるのは、奥庭のお庭番と、奥庭の四神様の加か護ごを受けている帝みかどと若様だけだ。

（可か哀わい相そうだから、あまり係わらないようにしましょう）

　見ないようにそっと目を逸そらし、忘れたふりをして気まずい思いをさせないよう桐生瑛二を気き遣づかうのが芙蓉薫子なら、しっかり覚えていて、仔し細さい逃のがさず見守るのが蔵田実親だ。

（観かん察さつ対たい象しようとして、行動チェックですね！）




「まずは『帝都に短期留学する普通の中学生』として、奥庭のお庭番と会わせたいと思いますから、桐生くんのことはくれぐれも内ない緒しよにしておいてくださいね。お庭番のことを桐生くんに教えるのもナシですよ？」

　小此木神官長に注意を受けるまでもなく、桐生瑛二がいい反応はしないだろうと予想できるので、誰も奥庭のお庭番である蒼司朗のことを教えたくはない。

「桐生くんは苅谷神官の息子さんですが、そのことで特別扱あつかいしてもいけません。皆さん、いつもどおりでお願いします」




　芝浦神官はクリップボードの書類を確認する。

「桐生瑛二くんは、明日から登校です。帝都神社での修行については、明日の放課後、私のところに来てもらってから説明しましょう。寮にはもう荷物が着いていますので、今日はこれから寮に向かって、寮りよう監かんの先生と寮長の生徒に挨拶をして、日常使う施し設せつを一通り確認しておいてください」

　食堂や浴よく室しつ、自習室の使える時間や利用の仕方といった、寮生活の決まりごとは、最初にしっかり聞いておいたほうがいい。

「それから、帝都では学校に通っている生徒や児じ童どうは、常に制服の着用が義ぎ務むづけられています。短期留学中の制服は、洗い替えも含めて、寮で貸しだしてくれます。私服は寮の中だけで、外出時には必ず制服を着てください」

「はい、わかりました」

　常つねに制服着用で、帝都学園中等部の生徒であることを示しながら行動しなければならないと知り、桐生瑛二は少し緊きん張ちようしつつ頷く。

　芝浦神官は伺うかがうように、安藤奏にそっと視線を向ける。

「寮には奏様にご一緒していただけると、安心なのですが」

　神官の誰かが付き添って送って行くこともできるが、安藤奏は桐生瑛二と同じ寮で生活する。安藤奏が寮まで連れて行き、寮監の先生と寮長の生徒に紹しよう介かいしてくれるのなら、桐生瑛二はとても心強いはずだ。

　一般生徒も、帝都の有名人である安藤奏が同行した少年だとわかると、一目置いて接してくれるだろう。短期留学の間、親切にしてもらえる。

「でも、安藤様は何かご用事があってこちらに来られたのでしょう？」

　芝浦神官の言葉はありがたいのだが、桐生瑛二は安藤奏の邪じや魔まをしたくない。

　芝浦神官が呼んだから、四神の戦士はここに来たのではなく、小此木神官長に用があって来たのだ。

　気遣う桐生瑛二に、安藤奏は微笑む。

「同じ学年なのだから、僕のことは学校の他の皆と同じように、安藤くんでいいですよ」

　様をつけて呼ばれると、仰ぎよう々ぎようしい。だが、呼び捨てだとか、親しげな名前呼びが論ろん外がいなのは、にこやかで友好的に見えても気き位ぐらいが高い安藤奏らしい態度だ。

「ありがとうございます。では、帝都神社の外では『安藤くん』とお呼びいたします。もしも失礼がありましたら、お許しください」

　礼れい儀ぎ正しく安藤奏に頭を下げた桐生瑛二を見て、篠原勇輝たちは思う。

（こいつ、かなりしっかりしてるな）

（奏くんは、『学校の他の皆と同じように』って言ったものね）

　同級生たちがいない場所、帝都神社で神官修行をするときには、他の神官と同じように呼ばなくてはならない。

（黒奏タンの言葉トラップに引っかかりませんでしたねぇ）

　様付けで呼ばなくてもいいとは言ったが、安藤奏は桐生瑛二を帝都学園中等部の寮に連れて行くことに関しては、綺き麗れいにスルーした。

　桐生瑛二は芝浦神官に言う。

「ご心配いただいて、ありがとうございます。ですが安藤様を煩わずらわせなくても、地図を持っていますから大丈夫です。家からここまでも、ちゃんと一人で来られましたし、寮にも僕一人で行けます」

　帝都で何かあったときの緊きん急きゆう連絡先である帝都神社からなら、実家にも速すみやかに連絡が取れるので、帝都に着いた桐生瑛二は、真っ先に帝都神社へ挨拶をしに来た。

　中学生の子供が帝都に来るのに、付き添いの大人が同行しなかったのは、奥庭のお庭番に就任した者に一目会ってみたいという我わが儘ままを、桐生瑛二が強引に押し通したからだ。

　帝都神社に紹介状を書いたり、必要な書類に判を捺おして費用を出したりはするが、一人で手続きや旅行ができなければ、帝都には行かせないという約束だったに違いない。帝都での行動も、甘えは許されない。

「それでは、明日の放課後、またお邪魔します」

　芝浦神官の元に行き、小此木神官長に挨拶をするという、今日帝都神社で予定していた用事を終えた桐生瑛二は、四神の戦士に場所を譲ゆずるようにして速やかに退出した。




「うーん、残念。もうちょっとゆっくりしてもらって、お茶しながら、お家では苅谷神官がどんな方だったのか聞きたかったのに」

「それは小此木様が仕事をしたくないだけでしょう」

　桐生瑛二を歓かん迎げいするふりをして、さぼろうとする小此木神官長を、芝浦神官は冷たい目で見る。

「外で何か燃やされていたそうですが、そのことについては、また後日、ゆっくり時間をとって聞くことにしましょう。四神の戦士の方々は、小此木神官長にお話があるのですね」

「はい。約束もなく、突然に失礼いたします」

　蔵田実親と一緒に、他の三人も頭を下げる。

「式の知らせもなしとは、珍めずらしいですね」

　些さ細さいなことであれ、何かに気づいたのなら、四神の戦士は小此木神官長に式を飛ばして知らせる。ひょっとして、それができなかったのかと芝浦神官は訝いぶかしみ、小此木神官長は、すっと表情を引き締しめる。

「ハイムエンデくんに関することですか？」

「いえ、そうではないですが……」

　蔵田実親に視線を向けられ、篠原勇輝はちょっと慌あわてながら言う。

「あいつは別に、大丈夫っぽいスよ。仕事は真ま面じ目めにやってるみたいだし、寮の中で揉もめごととかも起こしてないし。────蒼司朗と仲よくやってるんで、あの留学生の一年坊ぼう主ずが、ぎゃーぎゃー大声出して騒さわいでて迷めい惑わくなくらいで」

　篠原勇輝が見かけた様子と、ハイムエンデを監かん視ししている者たちの報告は同じだ。

「そうですか」

　ハイムエンデに関しては、式で連絡できるかも怪あやしい。式を飛ばせないような妨さまたげが何かあったわけではないとわかり、小此木神官長は安あん堵どする。

　まったく連絡なしに来て、小此木神官長たちを警戒させてしまったと、芙蓉薫子は少し恥はずかしそうに微笑む。

「揃そろって押しかけることになりましたけれど、わたしたち、本当は待ちあわせたりせずに来ましたのよ」

　たまたま、行動するタイミングが同じになってしまっただけ。

　小此木神官長は、四神の戦士を見る。

「ふぅん。そうなんですか」

　何だか、ちょっと面おも白しろいことが起こっているようだ。




　用件の見当はつかないが、話が長くなりそうだと芝浦神官は考える。

「少し外はずしますね」

　事情を話して、後日の約束を取りつけるためだけに四神の戦士が訪おとずれたのだとしても、他の神官に聞かれたくないことかもしれない。ここは芝浦神官の執務室だが、少しの間、場所を貸すことはやぶさかではない。

「あ、いえ、芝浦神官にも見ていただいたほうがいいと思います。お知恵を拝はい借しやくできるなら、とてもありがたいです」

　気を利きかせて部屋を出ようとする芝浦神官を引き止め、蔵田実親はお願いする。芝浦神官は足を止め、小此木神官長は首を傾かしげる。

「見るもの、ですか？」

「はい」

　蔵田実親が促うながし、内ない緒しよ話ばなしでもするように近寄った四神の戦士は、右みぎ掌てのひらに載のせた石を、小此木神官長と芝浦神官に見せた。




「……これ、は……！」

「……現実の石ではありませんね？」




　望ぼう威いにもらった石の本質を一目で見抜かれて、四神の戦士は言う。

「これから先の、四神の戦士の力になるだろうと思うのですが」

「石に秘められている力の解放の仕方がわからなくて」

「別に、これに頼りたいってわけじゃ、ないっスけど」

「意味ありげに渡されたら、気になるんです……！」

　篠原勇輝は視線を逸らし、安藤奏は不満そうに口を尖とがらせる。




　四神を象しよう徴ちようする色を宿し、虹にじ色いろに輝かがやく四つの石を、小此木神官長はしげしげと見つめる。

「この石のことを知っているのは？」

「先の四神の戦士と禰ね宜ぎには、石を見せて話しました」

　蔵田実親の言葉に、芙蓉薫子たちも頷く。

　四神の戦士は各四神神社に属する神官だ。それぞれの神社の責任者は、現在の四神の戦士の身に起こっていることを把は握あくしていなければならない。

　四人は、このような前例を聞いたことがないか、以前四神の戦士だった者と神社の禰宜である父や祖そ父ふには、他言無用でこっそりと話をしたが、誰からも何の助言も得られなかった。




　小此木神官長や芝浦神官も、このような石は知らない。

「まずは、これを手に入れた経緯いきさつから聞きましょう」




　そっと部屋の扉を開けた芝浦神官は、近くで事務をしていた神官を呼び、小此木神官長のこの後の予定を、少しずらすように伝えた。
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　四し神じんの戦士には建前の部分もあったが、小お此この木ぎ神官長たちは、砂の国の人間であり、それほど遠くない日には帝都を出て行くだろう望ぼう威いの行動を、ただの厚こう意いと受け取ることはできないと判断を下した。




　人事を担たん当とうしている芝しば浦うら神官は、これまでに大勢の人を見ているので、望威やお付きの二人は信用できそうだと思う。帝都城を守しゆ護ごする奥庭の四神も、あの三人を放置している。

「彼らに必要な『不思議の色石』を帝都に探しに来たという言葉を信じるならば、自分たちの利害もあって、蒼そう司し朗ろう様や四神の戦士に加か担たんするのだと考えられます」

「ですが、帝都に幻げん獣じゆうを送りこんでいる者やハイムエンデくんが、望威くんたちが必要としている『不思議の色石』を持っていた場合、彼らは我々を簡単に裏切りますよ」

　にこにこと小此木神官長は断言する。帝都を訪おとずれる外国人に対して愛あい想そうがよく親切そうだが、外そと面づらがいいだけで、小此木神官長は彼らをまったく信用していない。

「四神の戦士が受け取った石は、調査班を四班に分けて、それぞれ別の方法で調べることにしましょう。それなら、万一ハズレの方法を引き当ててしまった場合にも、ひとつの石を失うだけですみます」

　調査の過か程ていで、四神の戦士の一人にだけ、何らかのことが起こるかもしれない。最悪のことは考えたくないが、連れん携けいして調査すれば、被害は最小にとどめられる。

　一か八かになるかもしれないとは四神の戦士も覚かく悟ごをしていたが、小此木神官長に笑顔で言われると、うんざり感は倍増する。

　打たれ強い蔵くら田た実さね親ちかは、来た来たと嬉うれしそうだが、芙ふ蓉よう薫かおる子こと安あん藤どう奏かなでは平静を装よそおい、篠しの原はら勇ゆう輝きだけが露ろ骨こつに嫌いやな顔になる。もちろん、小此木神官長は四神の戦士の反応なんて気にしない。

「芝浦神官、明日までに調査班の人選を」

「かしこまりました」

　小此木神官長に命めいじられた芝浦神官は、執しつ務む机づくえに急いで戻り、横の書しよ類るい棚だなから神官の名めい簿ぼと勤きん務む表ひようを取りだして、人選と仕事の調整を始める。

「僕はこの後、帝都城に行く用事がありますから、帝都城内うち堀ぼりの物もの見み櫓やぐらが使えるよう、掛かけあってきましょう。調査にかかる時間は、だいたい一時間ぐらいにしようかと思います。四人の調査の時間は、重ならないようにずらしますから、そのつもりでいてください」




　四神の戦士が受け取った石を調査する場所にと小此木神官長が考えた『帝都城内堀の物見櫓』は、帝都城内堀の内側の塀へいの四方に設もうけられている、警けい備びのための見張り櫓だ。昔は城を守るため、内堀を越えようとする侵しん入にゆう者しやを発見し、そこで撃げき退たいしていた。

　現在もそこは警備の要所として活用され、警備員の詰め所としても使われている。兵が交代で常じよう駐ちゆうし、十分な武ぶ器きを備そなえていた物見櫓は、それなりの広さがあり、事情を話して場所を空けてもらえば、石の調査のために四神の戦士や神官が数人入っても、警備員の通常業務を妨さまたげないだろう。

　そして物見櫓は奥庭の四神様が守護する内堀の内側、帝都城の区画にありながら、城からもっとも遠い場所にある。

　もしも調査途中で何か不測の事態が起こった場合には、奥庭の四神様の加か護ごが受けられ、危険が察知されたなら未然に防ふせがれるだろう。────帝都神社の一角で、厳げん重じゆうに結界を設けて調査するよりも、奥庭の四神様の加護が受けられる場所で調査したほうが安全だと、小此木神官長は判断したのだ。

　四人の調査の時間をずらすのは、調査をすることで石の力の暴ぼう走そうが誘ゆう発はつされ、同時に多方で大おお事ごとにならないようにとの配はい慮りよからだ。




「僕は夜間でお願いします」

　帝都大学生である蔵田実親は、寮りよう生活をしている中高生よりも、時間が自由に使える。

「じゃあ、私は昼間の空き時間にお願いしようかしら」

　大学の授業の一時限は九十分だ。何かあったときに授業を気にせず動けるよう、芙蓉薫子は時間割に適度な空き時間を設けているので、そこを使えば中高生が動けない日中の授業時間にも、調査を行える。

「俺は、放課後で」

　若様のお世話係として行動を共にしている篠原勇輝は、若様を学校から城に送り届けた後の、放課後のほうが都つ合ごうがいい。

「僕は朝の、登校前ですね」

　さっさと物事をすませたい安藤奏は、早朝から動くのも、あまり苦ではない。若様が関係しなければ寝起きが最悪な篠原勇輝には、早朝の調査は無理なので、これで各自の都合に合わせて、うまく時間を振り分けられたことになる。




　四神の戦士の各人にとって、具合のいい時間が決まって、小此木神官長は頷うなずく。

「調査に携たずさわる神官の人選ができれば、全員の集まっている場所で、各自が石を入手したときのことと、石の力を解放しようとして試こころみたことを、包み隠かくさずすべて話してもらいます。その後、石の調査を開始しましょう。早くて、集合は明日の夕方、遅くても夜です。連絡しますので、動けるようにしておいてください」

　明日は全員の石の調査には至いたらないが、呼びだしに速すみやかに応じられるよう、四神の戦士は待たい機き状態でいなければならない。




「芝浦神官、連絡もなくお邪じや魔まして、申し訳ありませんでした」

　これ以上仕事の邪魔をしないよう、暇いとまを告つげる蔵田実親に、書類から顔を上げた芝浦神官は微笑ほほえむ。

「このような用件があったのなら、仕方ありませんよ」




　人の記き憶おくや認識力に影えい響きようがあったハイムエンデの一件以来、人を介さず話をするのが一番確実で安全だと思える。

　ハイムエンデは、帝都を騒さわがせる幻獣と何か繫つながりがあるかもしれない。情報がハイムエンデに漏もれる可能性を否ひ定ていできないので、自分たちに普段と違う動きがあることを知られたくない四神の戦士は、式も使えなかった。




「現時点で十分押しになりますが、小此木神官長は速やかに本日の予定に戻ってください。休きゆう憩けいは、歩きながらしてください」

「えー、売店でお茶する予定だったんですよー」

「それはまたの機会にお願いします」

　執務室を退出する小此木神官長が、ふらふらとどこかに行かないよう釘くぎを刺さし、芝浦神官は業務連絡の式を飛ばした。

「年寄りをもっと労いたわりましょうよー」

「大丈夫です。神官長はまだまだお若いですから」

「見た目だけですよー」

「子供みたいにぐずってないで、とっとと行ってください！」




　芝浦神官の執務室を追いだされ、四神の戦士と一緒に帝都神社を出た小此木神官長は、帝都城に向かいながら、くすくすと笑う。

「さて、桐生きりゆうくんはいつ奥庭のお庭番様と対面するでしょうか」

「それは、ぜひ見たいですね」

　蔵田実親は小此木神官長と同じく楽しそうだが、他の三人は思わず視線をあらぬほうに向けた。




　青せい龍りゆう神社に寄ってから帝都学園中等部の寮に戻った安藤奏は、わからないことがあったら何でも聞いてくれと言った手前、桐生瑛えい二じがどうしているかを、まず気にした。

　気配を探さぐって姿を探してみると、桐生瑛二は五人の生徒と仲よく話をしながら、食堂で夕食をとっていた。




「安藤くん、お帰り。あの子、今日から寮生になるんだって」

「短期留学制度で、うちの学校に来たそうだよ」

「桐生瑛二くんって名前だって」

　食堂に来た三年生が、安藤奏が見慣れない子に視線を向けていることに気づいて、あれこれと教えてくれた。

「ふうん、そうなんだ」

　とりあえず、初対面ということにしておく。安藤奏は帝都の有名人なので、桐生瑛二が安藤奏とすれ違ったときに挨あい拶さつをしても、他の生徒が妙に思うことはないだろう。




　帝都神社を出た桐生瑛二は、道に迷うことなく無事に寮に着き、寮りよう監かんの先生と寮長の生徒に挨拶をしたらしい。その後、寮にいた同学年の生徒に紹しよう介かいされ、友だちになったようだ。

（大丈夫そうだな）

　わざわざ自分が出て行く必要もなさそうだと見て、安藤奏は一安心し、一度部屋に戻って荷物を置いてから、夕食をとるため食堂に向かった。




　この時期に強引に短期留学制度を使った桐生瑛二は、腹を括くくって帝都に来た。期間限定の寮生活に馴な染じめなければ、その旨むね、保護者に連絡がいく。帝都の生徒として適正がないと判断されたなら、来年の高校受験も危あやうくなる。

　父の苅かり谷や純すみ友とも神官のように奥庭のお庭番を目指すのなら、帝都神社の神官にならなければいけないが、帝都の高校生にもなれないようでは、神官の採さい用よう試験なんて受けさせてはもらえないだろう。




　礼れい儀ぎ正しい桐生瑛二は、他の生徒とも上手に接して、気持ちよく皆みなに受け入れられた。

　学校で編へん入にゆうされたのは別の組だったが、桐生瑛二は安藤奏を煩わずらわせることのないよう、自分から積極的に授業に参加し、周りと協調するよう努力した。

　放課後、予定していたとおり帝都神社に行き、修行の説明を受けた桐生瑛二は、神官装しよう束ぞくの支給を受け、着替えて早さつ速そく仕事を始める。

（博物館に書類を届ける）

　桐生瑛二が今日任されたのは、社しや務む所しよの雑用の使い走りだが、それでも帝都神社の神官と同じ格かつ好こうで行動できて、何だか嬉しい。




（父さんも、きっと何度もここを通ってる）

　苅谷純友神官は、桐生瑛二がまだ幼おさない頃に亡なくなってしまった。記憶していることは少しだが、残された写真は大切に持っている。桐生瑛二が帝都に来たときに、一緒に写したものもある。

　父を亡くしてから、桐生瑛二が帝都に来たのは、今回が初めてだ。

（あ、あれ、写真にあった……！）

　父の腕うでに抱だかれた、幼い日の写真に写っていた建物や見覚えのあるものに、桐生瑛二は胸むねを熱くする。使い走りに出されたのは、もしかすると、父・苅谷純友神官を偲しのぶだろう桐生瑛二への配はい慮りよかもしれない。




　桐生瑛二は物心ついてから帝都を訪れたことはなくても、新聞や雑ざつ誌しで帝都に関連する記事をしっかりと読み、掲けい載さいされていた写真を見ていて、あれこれと知っている。

（あ、あの人！）

　帝都神社への帰り道、桐生瑛二は帝都城公園の美び観かんを整えている、帝都城お抱かかえ庭師の法はつ被ぴを着た職人を見つけた。




「こんにちは、お仕事いつもありがとうございます」

　桐生瑛二は、職人に礼儀正しく挨拶をする。

（小こ柄がらな人だな）

　柄えの長い枝えだ打うち斧おのを肩かたに、切り落とした枝葉を入れるための大きな紙袋を持って一人で歩いていた職人は、桐生瑛二と同じくらいの背せ丈たけだった。しかし、世の中には背の低い大人おとなもいれば、高い大人もいる。




「こんにちは」

　振り向いたのは、桐生瑛二と同じくらいの、子供だった。

（何だ、子供だったんだ）

　帝都で生まれ育つ者は、家業の手伝いをする。子供が大人と同じ制服を着て、家の手伝いをして働いている姿を、帝都ではよく見かける。




　振り向いた子供の職人は、桐生瑛二の格好を見て、ちょっと首を傾かしげる。

「帝都神社の神官の人ですか？」

　見慣れない子供が神官装束なので、桐生瑛二は不思議に思われても仕方ない。

「はい。今日からしばらくの間、帝都神社で修行をさせていただきます。短期留学制度を利用して、帝都に来ました」

「そうなんですか。オレは、望もち月づき造ぞう園えんの見習い庭師の、望月蒼司朗です」

「桐生瑛二です」

（別の学校の子だな）

　帝都には、帝都学園中等部以外にも、いくつかの中学校がある。寮でも学校でも見かけなかった少年だったので、桐生瑛二はそう思った。

　蒼司朗は同じ目線の高さで桐生瑛二と向かいあい、にこっと微笑む。

「ゴミ出しが終わったら、急いで着替えて、オレも帝都神社に行きます。今日から、桐生くんと一緒に修行をすることになるのかな」

「は？」

「また後でね」

　作業途中の蒼司朗は、きょとんとする桐生瑛二に背を向けて歩きだす。

「あ、あの、一緒に修行をするって何ですか？」

　言われた意味がわからず、桐生瑛二は蒼司朗を追いかけた。

（見習い庭師の子が、僕と一緒の修行って……!?）

　そして蒼司朗に追いついて、横に並んだ。




　桐生瑛二の反応に、蒼司朗は帝都神社の神官の誰だれも、自分について何も話してくれていないことを察する。

（そりゃ、公言できる感じじゃないもんなぁ）

　四神の戦士の中でも白びやつ虎この戦士である篠原勇輝なんて、蒼司朗が奥庭のお庭番に就しゆう任にんしたときから、帝みかどの御ご前ぜんであっても、認めないと大声で言って憚はばからなかった。

　奥庭の四神様が蒼司朗を気に入ったので、世話係兼けん奥庭の専せん属ぞく庭師として、許可しないわけにはいかなかっただけだ。




　誰も言ってくれないなら、蒼司朗が自分で教えるしかない。

「オレは、見習い庭師で神官候こう補ほ生せいなんですよ」

「見習い庭師で、神官候補生？」

　桐生瑛二は眉まゆを顰ひそめる。

（庭師だけで、いいんじゃないのかな）

　帝都城お抱え庭師である、望月造園の法被を着て作業をしている少年は、望月蒼司朗と名乗った。望月姓せいなのだから、望月家の者だ。お抱え庭師に指名されるだけの優ゆう秀しゆうな腕前を持つ庭師一族の者ならば、それを極きわめていけばいいのではないだろうか。

「……神官になる必要なんて……」

「うん、オレもそうは思ったんだけどさ」

　蒼司朗から笑いを含んだ声で返事があり、思ったことがぽろっと口に出てしまった桐生瑛二は、小さくなる。

（しまった……！　失礼なことを言っちゃった）

　誰がどんな事情で神官を目指していようと、他人があれこれと口を挟はさむものではない。

「中ちゆう途と半はん端ぱなのはオレ、好きじゃないんだ」

　蒼司朗は爽さわやかに笑って言うが、優秀な庭師の見習いと帝都神社で修行をする神官候補生であることを両立させるのは、並なみ大たい抵ていの努力ではすまないはずだ。




「桐生くんは、ここまでだよ」




　話しながら歩いたせいで、ついてきてしまった桐生瑛二を、門の前に立った蒼司朗は振り返って止める。

「この先に入っちゃいけない。次にここに来れるときがあっても、覚えておいてね。この門には、絶対に触さわらないで」

　蒼司朗に真剣な顔で念を押され、桐生瑛二は圧あつ倒とうされる。

「うん、わかった」




（そうか、ここは帝都城公園だから）

　帝に関係する場所だとか、一般の者が絶対に入れない場所もあるのだろう。知らないからではすまされないので、無礼なことをしでかさないうちに、立ち去ったほうがいい。

（気をつけなくちゃ）

　間違いを犯おかさないよう門から距離を取り、桐生瑛二は神しん妙みような顔で訊たずねる。

「────ここって、何ですか？」

　門の扉とびらに手をかけた蒼司朗は、少し後あと退ずさった桐生瑛二に教える。




「帝都城の『奥庭』だよ」




　帝都城の奥庭の門、扉が開いているその前で、自分が苅谷純友神官に抱っこされている写真を桐生瑛二は持っている。

　具合のいい距離を取って、よくよく見ると、確かに、その門には見覚えがある────。




　神官でありながら、庭師の仕事をもしなければならない、特とく殊しゆな役職の神官は、帝都神社に一人しかいない。




「お、お、お……！」

　ふらりと二歩後退り、仁王立ちになった桐生瑛二は、顔を真まっ赤かにしてぶるぶると震ふるえながら、蒼司朗を指さす。




「お前がかあっ!?」




（まぁ、時間の問題だとは思ってたけどよ）

　放課後、他の四神の戦士と共に帝都城南の物見櫓に出向いて、石についてわかっていることを、石の調査に当たる神官たちに話してきた帰り道、たまたま近くにいたせいで桐生瑛二の絶ぜつ叫きようを耳にした篠原勇輝は、溜ため息いきを吐ついた。
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「何で、お前みたいなのが奥庭のお庭番なんだよっ!!」




　顔を真まっ赤かにして怒ど鳴なる桐生きりゆう瑛えい二じに指さされながら、やれやれと蒼そう司し朗ろうは思う。

（やっぱりこういう反応されるよな）

　短期留学期間に、わざわざ帝都神社を選んで神官修行をするような子供なら、帝都城奥庭のお庭番のことを知っていてもおかしくない。

「何でって言われてもなぁ。そんなの、オレにもわからないよ。オレはなりたくて奥庭のお庭番になったわけじゃないし」

　蒼司朗は優秀な庭師になりたくて、帝都に来たのだ。

　やっと見習いになれただけの雑用係である蒼司朗には、まだまだ庭師としての実力なんてない。巌いわ手てを出てきたときから、帝都で望もち月づき造ぞう園えんの一員として働くことができても、しばらくの間は使い走りと雑用ばかりだろうと、覚かく悟ごしていた。それなのに、帝都城を守しゆ護ごする神様の庭を、まるまるひとつ、自分一人に任されることになるなんて。

　庭師としての帝都城奥庭の管理は、あまりに責任のある仕事なので、正直言って、蒼司朗には荷が重い。望月造園の頭とう領りようである伯お父じに頼りたくても、奥庭に入れる庭師は、蒼司朗だけだ。

　伯父は奥庭の外から蒼司朗のやった仕事を確認し、指導してくれるが、忠ちゆう告こくに忠実に従って手直しをしても、これで本当にいいのだろうかと、毎回、戸と惑まどってばかりだ。




（そんなの!?）

（なりたくてなったわけじゃない!?）

　桐生瑛二は、不満そうな蒼司朗の物言いにカチンときた。

（奥庭のお庭番になりたくて、一いつ生しよう懸けん命めい修行をしてる神官が、世の中に何人いると思ってるんだ!?）

（ふざけんな!!）

　そのために、まず帝都神社の神官になることを目指しても、神官の募ぼ集しゆうがなくて、応募すらできずに涙を吞のんだ者は大勢いる。運良く応募できたとしても、その採さい用よう試験に合格できるのは、一人か二人だ。

　帝都神社の神官になれても、奥庭のお庭番になれるのは、七、八年に一人だけだ。しかも、苅かり谷や純すみ友とも神官が亡なくなってからのこの十年は、四神に選出されることもなく、奥庭のお庭番には誰だれもなれなかった。




　腹の底から湧わき上がる怒りをこめて、力一杯、桐生瑛二は怒鳴る。

「お前なんて、奥庭のお庭番に相応ふさわしくない！　今すぐやめろ！　この罰ばち当あたりっ！」




「ぎゃんぎゃん喚わめくな、うるせぇぞ……！」




　声と同時に、頭の上に乱らん暴ぼうに手が載せられ、興こう奮ふんしていて近くに誰かが来ていることにまったく気づかなかった桐生瑛二は、びくんと背を震ふるわせる。

「ここをどこだと思ってんだよ」

「……篠しの原はら様……！」

　自分のすぐ横にいたのは、白びやつ虎この戦士である篠原勇ゆう輝きだ。

「す、すみません……！」

　桐生瑛二は帝都神社の神官装しよう束ぞくなのに、自分がどこにいるかも忘れて、大声で怒鳴っていた。帝都神社の神官にあるまじき行動を恥はじた桐生瑛二は、蒼司朗に向けていた腕うでを慌あわてて下ろし、大おお股またを開いて遊歩道を踏ふみしめていた足を閉じる。




「桐生、蒼司朗を指さして、『お前』とか言ってんじゃねぇよ」

　わしゃっと髪かみをいじって、篠原勇輝は桐生瑛二の頭の上から手を退どけた。




　頭は軽くなったが、気が昂たかぶったせいで目め頭がしらが熱くなり、桐生瑛二は視線を下げて、ぐっと両手に拳こぶしを握にぎる。

（泣くな……！　こんなところで、泣いちゃいけない……！）

　俯うつむいたまま目を見開いて堪こらえ、桐生瑛二は声を絞しぼりだす。

「でも……、でも、あの人が、奥庭の、お庭番なんて……！」




「あぁ、それについちゃ、俺だって認めちゃいねぇ」

　憤いきどおる桐生瑛二を見て、篠原勇輝は当然だと同意する。

「帝都の神官で、蒼司朗がお庭番になったことを喜んだ奴やつは、一人もいなかっただろうよ」

「うん。篠原の言うとおりだよな」

（はい？）

　さらっと篠原勇輝が言い放ち、それにあっさり頷うなずいた蒼司朗に、毒気を抜かれて桐生瑛二は顔を上げた。




　霊れい験げんあらたかな奥庭の四し神じん様がお庭番に選んだので、心に思ってもいけないと自制し、噂うわさにも聞こえてはこないが、腹の中ではどの神官も不満に思っていただろう。

　篠原勇輝のように面と向かって公言した者がいなくても、蒼司朗からすればわかっていたことなので、今さらだ。桐生瑛二にどう言われようと、傷つくようなことではない。




「やかましく喚きたてた桐生は無礼だが、蒼司朗、お前は桐生に謝れ」

　篠原勇輝は鋭するどい目で蒼司朗を見み据すえる。

「『そんなの』とか、『なりたくて奥庭のお庭番になったわけじゃない』は、神官として聞き捨てならねぇ」

　指し摘てきされ、蒼司朗ははっとする。

　名めい誉よ職しよくである『奥庭のお庭番』に憧あこがれ、それを目指して懸命に修行をしている神官は、大勢いる。

「ご、ごめん、桐生くん！　いや、オレは、その、なろうとしてなったわけではなかったって、いうか……！　えーと……！」

　失言だったことは蒼司朗にもわかるが、うまい言葉が見つからない。




（何だ？　この人……）

　蒼司朗が奥庭のお庭番になった経緯いきさつを知らない桐生瑛二は、懸命に言葉を探している蒼司朗に眉まゆを顰ひそめた。




（ったく、バカチビが）

　うっかり小こ僧ぞうの蒼司朗を見限り、篠原勇輝は桐生瑛二に顔を向ける。

「奥庭のお庭番は、奥庭の四神様が選ぶんだ。どこの誰がお庭番になったって、とやかく意見できねぇんだよ」

　新しい奥庭のお庭番を決定した奥庭の四神様を批ひ難なんするわけにはいかないので、篠原勇輝は『俺は認めない』としか言えなかった。




　片手を腰こしに当てた篠原勇輝は、少し顎あごを上げ、自分より背の低い桐生瑛二を見み下おろす。

「お前、昨日芝しば浦うら神官が言ってたこと、ちゃんと聞いてたか？」




　────奥庭のお庭番は、とても名誉ある役職であり、大変なお役目ですが、我われ々われが人事を担たん当とうできるものではありません。奥庭の四神様が、どんな基き準じゆんでお庭番を選ばれるのか、その法則も我々には計はかり知れないことです。




　桐生瑛二に芝浦神官が本当に言いたかったのは、たとえどんな人が奥庭のお庭番に選出されていようとも、驚いたり取り乱したりしてはいけない、ということだ。




　十年の歳月を経へて、新しい奥庭のお庭番が選出されたと噂うわさに聞いた桐生瑛二は、亡き父にどこか似ている感じの神官が奥庭のお庭番に就しゆう任にんしたのだろうか、どんな人が選ばれたのだろうかと、淡あわい思し慕ぼの情もあって、家人の反対を押しきって帝都に赴おもむいた。

（お祖じ父いちゃんたち、絶対、知ってたよね）

　帝都城奥庭のお庭番になった神官について、何度訊たずねても、誰も教えてはくれなかった。というか、口外無用の事こと柄がらだったのだろう。言えない事情も、今となってはわかる。

　しかしまさか、神職にもない子供が、奥庭のお庭番に就任していようとは。

（こんなの、予想もしてなかったよ……）

　帝都城公園という公おおやけの場所で取り乱したことは、おおいに反省しなければいけないが、桐生瑛二が仰ぎよう天てんしても仕方ない。




　肩かたから力が抜け、少し落ち着いたらしい桐生瑛二に、篠原勇輝は意見する。

「桐生、お前は蒼司朗に対する口のきき方に気ぃつけろ」

「……はい」

（あんなのでも、奥庭のお庭番なんだ……）

　ただの見習い庭師の小僧にしか見えない蒼司朗を、特別な役職の者だからと敬うやまわなければならないことに、言いようのない腹立たしさを覚えて、桐生瑛二は全身の血が沸ふつ騰とうしそうだ。

　むすっとして視線を逸そらす桐生瑛二を眺ながめた篠原勇輝は、溜ため息いきを吐つく。




「年上のモンに対して、桐生はもっと礼れい儀ぎ正しい奴かと思ってたんだけどな」




　予想もしなかった言葉が聞こえて、桐生瑛二は思わず顔を上げる。

「年上？」

「チビだけどな」

「成長途中なんだよ……！」

　蒼司朗は負けずに篠原勇輝に言い返し、口を尖とがらせる。

　桐生瑛二は、蒼司朗を見つめて目を瞬しばたたく。

「え？」

　本人からはっきり聞いたわけではないが、同じぐらいの身長だったので、桐生瑛二は蒼司朗を自分と同じ年だと思いこんでいた。

「えっ……？」




　四神の戦士であっても、帝都の学校に通う生徒は、外出時に制服を着用する義ぎ務むがある。

　よくよく見ると、蒼司朗が望月造園の法はつ被ぴの下に着ているのは、篠原勇輝が着ているのと同じ学校の制服だ。

（篠原様と同じ制服ということは……）




　蒼司朗は帝都学園『高等部』の生徒だ。

　帝都学園中等部に短期留学している桐生瑛二とは、制服が違っていて当然だ。

　しかも、詰つめ襟えりの左側に入っている学年を示すラインも、蒼司朗と篠原勇輝は同じく二本。高等部の二年生だ。




（二学年も上……！）

　自分と同じ年だと思っていた蒼司朗が、帝都城奥庭のお庭番だったことへの反発から、お前呼ばわりして怒鳴り散らしてしまった。桐生瑛二は、さっきとは違う意味で耳まで赤くなり、蒼司朗に勢いよく頭を下げる。

「失礼しましたっ！」

　中坊が高校二年生相手に、あの暴ぼう言げんを吐いていたのでは、篠原勇輝でなくても、注意して当然だ。




　帝都神社で神官修行をさせても恥ずかしくないだろうと、祖そ父ふたち、身内の神官が判断したように、桐生瑛二は本来行ぎよう儀ぎのいい少年だ。普通なら、年長者に向かって、あんな乱暴な口はきかない。




　身体からだを二つ折りにする勢いで頭を下げ、潔いさぎよく謝った桐生瑛二を見て、蒼司朗は苦笑する。

　帝都学園高等部は、帝都で偏へん差さ値ちが一番高い高校で、帝都に足を運ぶ誰もがその制服を知っていて、着ていれば身分証明になる。見てわかるだろうと思い、蒼司朗は桐生瑛二に自分の年を教えなかった。

　帝都学園高等部の制服に気づかなかったのは、桐生瑛二のうっかりだ。そんな失敗は誰にでもある。

「うん、いいよ、気にしてないから。よく間違えられるし」

　浅せん慮りよでも惰だ弱じやくでもないのだが、人当たりがよく小柄な蒼司朗は、実際の年齢より下に見られ、侮あなどられることが多い。

　奥庭のお庭番という名誉職に憧れを抱いだいていた少年なら、蒼司朗の就任を知り、驚きよう愕がくして取り乱すこともあるだろう。




「蒼司朗、お前何でその格好なんだよ？　いつもは神官装束に着替えて作業してるだろ」

　放課後に奥庭の作業をするとき、いつも蒼司朗は禊みそぎをすませて、神官装束に着替えている。

　同じような背せ格かつ好こうの少年を見かけても、蒼司朗が帝都神社の神官装束を着ていたならば、桐生瑛二は最初に一目置いて接したはずだ。

　望月造園の法被を着て、枝えだ打うち斧おのを肩かたに担かついで歩いている蒼司朗は、桐生瑛二には同年代の庭師の見習いにしか見えず、ついつい気安くなってしまうだろう。

　その格好のお前もよくないと、篠原勇輝に睨にらまれて、蒼司朗は答える。

「朝の作業で、剪せん定ていゴミをたくさん出しちゃったんだけど、時間がなくて片づけきれないままだったんだよ。汚よごれるから、後で着替えようと思ってさ」

　たまたま今日は、間が悪かった。




　名字ではなく名前で呼んでいるような相手を、下級生から『お前』呼ばわりされては、篠原勇輝は確かにいい気がしないだろう。

「……な、仲よしなんですね」

　四神の戦士と帝都城奥庭のお庭番は、どちらも帝都の神官の名誉職だ。優秀さを比ひ較かくすることも、どちらが上だと格付けすることもできない。

　蒼司朗に対してチビと言い、遠慮なく会話ができる篠原勇輝は、とても親しげだ。




　小さな声で言った桐生瑛二を、ぎろりと篠原勇輝は睨んだ。

「ざけんな！　仲よしなわけねぇだろ！」

　犬けん歯しを見せて嚙かみつくように怒鳴った篠原勇輝に、桐生瑛二は思わず首を竦すくめる。

「どっちかって言うと、篠原に嫌きらわれてるよな、オレ」

　慣れっこになっている蒼司朗は、気楽な様子で、あははと笑い飛ばす。

　篠原勇輝に睨まれている桐生瑛二は、二人の反応がよくわからない。

「で、でも、篠原様は、あの、名前で呼ばれてますよね……？」

「同じ学年に、コイツの従い兄と弟こがいるんだよ！　今年は同じ組だし、名前で呼び分けねぇと、ややこしいから、し・か・た・な・く！　だ！」

　大きな声で上から言われ、桐生瑛二は小さくなった。




　篠原勇輝は蒼司朗を名前で呼んでいたが、蒼司朗は篠原勇輝を名字で呼んでいた。仲のいい友だちなら、どうにもバランスが悪い関係だ。

　だがそれも、蒼司朗のことを名前で呼ばなければならない事情があるのなら、まったく不自然ではない。そうするしかないだろうと、納なつ得とくできる。




　カリカリカリ……。




「────ミギャギャ」

「キュウ」

「ピチュン」

「「（しゅー）」」




　内側から引っ搔かく音に続いて鳴き声が聞こえ、蒼司朗は慌てて奥庭の扉とびらを振り向く。

「ごめんごめん……！　すぐ開けるから、もうちょっと、いい子にしてて」

　蒼司朗は門のところまで来ているのに、なかなか扉を開かない。何だか外が騒さわがしいので、何をしているのだろうと、ピヨ四神は気になってしまったのだろう。

「飛びでちゃダメだぞ、いいね？」

　言い聞かせながら、蒼司朗はそーっと扉を開く。細く開けた隙すき間まから、飛びでてこないか覗のぞいてみると、ピヨ四神はすぐ近くで、ちょこんとお座りし、お行儀よく待っていた。

「お待たせ」

　にこっと微笑ほほえみ、扉を開いた蒼司朗がしゃがむと、それまでいい子にしていたピヨ四神は、一いつ斉せいに蒼司朗へ飛びついた。

　柔やわらかくてあったかくて、赤ちゃん特有の甘い匂においのするピヨ四神がくすぐったく、蒼司朗は思わず頰ほおを緩ゆるめる。

「うん、皆みないい子にしてたね」

　落とさないようにしっかり抱だっこした蒼司朗は、お利口にしていたピヨ四神を可か愛わいがる。

「ミギャミギャミギャ」

「キュイキュイ」

「ピピチュ、チュチュン」

「「（しゅーしゅーしゅー）」」

　撫なで撫なでされたピヨ四神は、きゅんきゅんと身を擦すり寄せて蒼司朗に甘えた。




　帝都城奥庭のお庭番を務つとめた父に恥じないよう、幼おさないころから真ま面じ目めに修行をしてきた桐生瑛二は霊れい力りよくがあるので、帝都城の結けつ界かいの外でも、奥庭の四神様の姿が見える。

　開かれた奥庭の扉の向こうにいた、五匹の聖せい獣じゆうを見て、大きく目を見開いた桐生瑛二は思わず口を開け、愕然とする。

（あれは、まさか……）

「────奥庭の、四神様……？」




　幼い桐生瑛二が苅谷純友神官に抱っこされている写真には、奥庭の門の中にいる四神様の姿も写っていた。

　雄お々おしく立派で威い厳げんに満ちていた帝都城の守護神の面おも影かげなど、蒼司朗が抱っこしているファンシーなちびっこい聖獣には、微み塵じんもない────。




「……何てお姿に……！」

　絞りだすような声で呟つぶやき、桐生瑛二はがっくりと膝ひざを折る。




　衝しよう撃げきを受けた桐生瑛二に、篠原勇輝は思う。

（こいつ、奥庭の四神様の前の姿を知ってるのか）

　苅谷純友神官からもらった写真を、大切に眺めていたのだろうと推すい測そくできる。

（こうなっちまった理由を知ったら、もう一ひと荒あれしそうだよな）




「ミギャ？」

　外の遊歩道で、がっくんとしゃがみこんだ桐生瑛二へ、何かあったのかと、ピヨ四神が円つぶらな瞳ひとみを向けた。ピヨ四神が何かに関心を持ったことに気づき、蒼司朗はそちらに注目する。

「あれ？　桐生くん？」

　桐生瑛二の呟き声は、蒼司朗には聞こえていない。
















「あー、何でもねぇ。気にすんな、蒼司朗」

　ひらひらと振った篠原勇輝の手から、金色のキラキラが飛び、ピヨ四神は目を輝かがやかせてそちらを見る。

　篠原勇輝が霊力で作って飛ばした金色のキラキラは、ピヨ四神にとって魅み力りよく的てきな、美お味いしいおやつだ。金色のキラキラがキラリとした一いつ瞬しゆんで、桐生瑛二に向けられていた関心は、ピヨ四神から吹っ飛んだ。




「ミギャギャギャギャ！」

「キュイキュイ！」

「ピルルルル！」

「「（しゅーしゅーしゅー！）」」

「暴あばれない！　ちゃんと飛ばしてくれてるから！」

　金色のキラキラに飛びついて食べようとするピヨ四神を、お行儀よく待たせようと、蒼司朗は撫でて宥なだめる。




「んじゃな」

　食い気が勝ったピヨ四神を抱かかえる蒼司朗から遠ざけるように、篠原勇輝は桐生瑛二の襟首を摑つかむと、引き起こして強引に歩きだした。




　ちっちゃな口であーんして、ピヨ四神は金色のキラキラを待ち受ける。

「ミギャ」

「キュイ」

「チュン」

「「（しゅー）」」

　ぱっくん、もぐもぐ♪




　ふくふくで、柔らかいぽや毛に包まれた赤ちゃんサイズの、ピヨった聖獣様は、誰が見てもとんでもなく愛らしいが────。




（アレも、ねぇよな）

　守しゆ護ごの力に何ら変化はないが、見てくれがすっかり変わってしまったあのキュートな四神様は、愛あい玩がん動物に成なり下がったようにしか思えない。

　膝をつくほどに桐生瑛二がショックを受けるのもわかる。




「桐生くん、また後でねー」

　ご機き嫌げんでお口もぐもぐしているピヨ四神を抱っこした蒼司朗は、篠原勇輝に引っ張られて行く桐生瑛二へ吞のん気きに声をかけ、ゴミ出しを行うために奥庭の中に入った。




「現実ってのは、残ざん酷こくなモンだよ」

　ずんずんと歩いて行きながら、諦あきらめろと、振り返らずに篠原勇輝は言った。

「帝都神社に着くまでには、立ち直れよー」

　今の桐生瑛二の顔は、とてもではないが、他の神官には見せられない。

「……はい」

　帝都神社まで連れて行ってくれるらしい篠原勇輝に感謝し、引っ張られて歩きながら、桐生瑛二は唇くちびるを嚙みしめた。




　剪定ゴミのゴミ出しを終えた蒼司朗は、奥庭に枝打ち斧を置き、ピヨ四神を残して帝都神社に向かう。禊ぎをして身を清めたら、神官装束に着替えて、祝詞のりとの修行だ。




　集まった神官たちの最後に修しゆう練れん場じように入った小お此この木ぎ神官長は、祝詞の修行を始める前に、今日から参加する子供を一人、神官たちに紹しよう介かいした。

「帝都学園中等部の短期留学期間に、帝都神社で神官修行をする桐生瑛二くんです」

「よろしくお願いします」

　桐生瑛二は行儀よく、一礼する。




　姿勢がよく、立ち姿が綺き麗れいな桐生瑛二は、ちょっとした所作にも、育ちのよさが窺うかがえた。帝都神社の神官装束を貸たい与よされ、神官修行ができることから、名前以外を教えられなくても、どこか有名な神社に縁ゆかりのある子供だろうとわかる。




　今回のような期間限定の短期修行の受け入れは、帝都神社でも滅めつ多たにない特別待たい遇ぐうだが、だからといってお客様扱いはされない。

　まだ神官の位くらいを持っていない新参者の桐生瑛二が座するのは、帝都神社に来て日の浅い、下したっ端ぱ神官がいる末席だ。

　ぴしりと神官装束に着替えた蒼司朗は、隣となりに来た桐生瑛二に、静かに会え釈しやくした。




　あの職人の法被姿ではなく、この神官装束なら、蒼司朗は神官に見えなくもない。

　祝詞の声も、しっかりしていて涼すずやかだ。




（だけど……！）

（だけど、だけどっ……！）




　もにょっとした、心地ここちの悪いものは、桐生瑛二の胸むねから消えない。










[image: ]




　どこかの国の童どう話わでは、王様が裸はだかで歩いていることを、子供が指摘した。

　間違っているだろうとわかっていても、権力を持つ者の体てい裁さいを保つために、大人おとなはそれに従ってしまうところがある。




（僕が帝都へ来たのには、ちゃんと理由があったんだ！）

　意を決した桐生きりゆう瑛えい二じは、祝詞のりとの修行を始める前に、小お此この木ぎ神官長にお話ししたいことがあると希望を伝えていた。

　桐生瑛二に何か不ふ都つ合ごうがあった場合、できるだけ早く相談できるようにと、あらかじめ対応を決めてあったので、小此木神官長への面会の許可はすぐに出た。

　ただし、新たに予定に組みこむのではなく、小此木神官長の休きゆう憩けい時間を利用して相談を聞くため、五分ほどだ。

　初めての修行を終えた後、桐生瑛二は神官装しよう束ぞくから帝都学園中等部の制服に着替えて、社しや務む所しよの奥の休憩室で呼ばれるのを待つ。




　短期留学だ神官修行だと、あれこれもっともらしい理由をつけたが、桐生瑛二は新任のお庭番に会いたくて帝都に来た。

「初日からバレちゃうなんて、もったいないことを」

　奥庭のお庭番は望もち月づき蒼そう司し朗ろうという見習い庭師の子供だと、桐生瑛二が知ってしまったことは、そのすぐ後、現場に居合わせた篠しの原はら勇ゆう輝きが小此木神官長に伝えた。

　もうちょっと引っ張れれば、もっと長く楽しめたかもしれないが、知ってしまったものは仕方ない。

「衝しよう撃げきの真実ですよねぇ」

　どんな反応があるだろうかと、応接室にやってきてワクワク楽しみにしている小此木神官長に、お茶を運んだ鈴すず宮みや神官は溜ため息いきを吐つく。

「子供を苛いじめないでください」

「わかってますよぉ。よそからお預かりしている、大事なお子さまなんですから」

　うふふと笑っている小此木神官長は、どうわかっているのか、とても怪あやしい。




　鈴宮神官に案内されて、社務所の休憩室から応接室に通された桐生瑛二は、長なが椅い子すに腰かけてお茶休憩していた小此木神官長の姿を見つけるなり、詰め寄った。

「あれは絶対に人選ミスです！　神官でもない子供が、奥庭のお庭番になるなんて、間違ってます！」

　鼻息も荒あらく断言した桐生瑛二の前で、両手で大事そうに湯飲みを持っていた小此木神官長は、ゆっくりとお茶を飲む。

「でも、奥庭の四し神じん様が選んだわけですからねぇ」

「神様だって、間違えることもあります！」

　大だい胆たんな発言に、小此木神官長は苦笑した。

「うーん。それは困りますねぇ」

「あの、桐生くん、お茶をどうぞ。ちょうど飲みごろですよ」

　少し落ち着くように鈴宮神官はお茶を勧すすめるのだが、桐生瑛二は見向きもしない。

「こういうときこそ、神官がしっかりしなくちゃ駄だ目めです！　篠原様だって、あの人のことをお庭番には認めないって仰おつしやってます！」

「あぁ、それはね。言ってましたねぇ」

　桐生瑛二が力説しても、小此木神官長はのらりくらりとした態度を取るだけで、まともに取りあってくれない。




「だから……！」

「失礼します」

　遠えん慮りよがちに小さくノックをして応接室の扉とびらを開いたのは、背が高くて体つきのがっしりとした、見るからに強そうな体育会系の神官だった。

　威い圧あつ感かんたっぷりの神官の出現に、反はん射しや的てきに逃にげ腰ごしになった桐生瑛二は、言いかけた言葉を吞のみこみ、さっと横に退どいて、小此木神官長の前を開ける。

　来るとは聞いていなかった神官が入室してきたので、小此木神官長は煎せい餅べいを齧かじりながら首を傾かしげる。

「あれ？　新しん庄じよう神官」

「もうすぐお時間ですので、迎むかえにあがりました」

　まだ新人である鈴宮神官は、真ま面じ目めで仕事もよくできるが、どちらかというと物静かな質たちで押しに弱い。鈴宮神官が時間を気にして注意しても、桐生瑛二がいることにかこつけて休憩時間を延えん長ちようするかもしれないと見越して、新庄神官は小此木神官長を迎えに来たようだ。

　時間きっかりに休憩を切りあげさせようと、新庄神官は少し早めに来たが、もちろん深しん刻こくな話をしていて長引きそうな場合は、話が終わるまで待つつもりだ。

　緊張している桐生瑛二を、新庄神官は見み下おろす。

「桐生くんのお話は……」

「はい！　もういいです！　お忙いそがしいところ、ありがとうございました！」

　桐生瑛二は勢いよく頭を下げ、新庄神官から一番遠い場所をぐるっと回って逃げるように応接室を出た。まさに脱だつ兎との勢い。声をかける暇もない。

　まだ時間になっていなかったので、もう少し引き止めたかった小此木神官長は、出て行っしまった桐生瑛二を残念そうに目で追った。

「今、桐生くんにウサギの耳と尻尾しつぽが見えた気がしません？」

「それは休憩しすぎによる幻げん覚かくです。仕事に勤いそしみましょう」

　楽しそうな小此木神官長から湯飲みを取りあげ、新庄神官は休憩時間を強制終了させた。




　蒼司朗が奥庭のお庭番に相応ふさわしくないことをわかってもらえるまで、桐生瑛二は説得を続けたかったが、多た忙ぼうな小此木神官長の予定を邪じや魔ますることはできない。

（し、失礼な感じになっちゃったかな……？）

　桐生瑛二は新庄神官の存在感に圧倒され、森の中で熊くまに出会った子ウサギのように、慌あわてて逃げてしまった。

（……何か言われたら、そのとき謝ろう）

　後こう悔かいしても時間が戻せるわけではないので、このことはさくっと忘れたほうがいい。




　帝都神社を出た桐生瑛二は、日の暮くれた道を歩きながら真剣に考える。

（奥庭のお庭番からあの人を解任させられるような、何か決定的なものがあれば、もっとちゃんと話を聞いてもらえるはずだ……！）

　大人の目には見えないこと、気づいていても指摘できないことを看かん破ぱするのは、子供の役目なのだ！

（調べてやる～～～～～！）

　月を見上げ、桐生瑛二は拳こぶしを握にぎった。




　大人や神官の前では、いい格かつ好こうをしていても、自分より年下の者しかいないような場所では、本性が出るものだ。

　桐生瑛二が帝都学園中等部の寮りように戻ると、夕食の時間になっていた。食堂に向かう途中で玄げん関かんホールの横を通りかかった同級生たちが、靴くつを脱ぬいで上がろうとしていた桐生瑛二を見つけて声をかける。

「桐生くん、お帰り」

「一緒に晩ご飯食べようよ」

「うん。急いで着替えてくるね」

　桐生瑛二は笑顔で返事をして部屋に戻り、着替えてから食堂に向かった。カウンターでトレイに料理を載のせてもらった桐生瑛二に、さっき玄関ホールで声をかけた同級生が、手を振る。

「こっちだよ、桐生くん」

　桐生瑛二は、彼らが席を空けて待ってくれていた卓たくに向かう。




「ねぇ、高等部の望もち月づき蒼司朗さんって、どんな人か知ってる？」

　席に着いた桐生瑛二が訊たずねると、同級生たちは目を輝かがやかせて注目した。

「知ってる知ってる！」

「え？　桐生くん、どうしたの？」

「望月蒼司朗先輩と何かあったの？」

「帝都神社で修行するって言ってたものね！」

「向こうで先輩と会ったんだ？　いいなあ！」

　わっと皆みなが盛もりあがったので桐生瑛二は驚く。突然の大声に、近くの卓で食事をしていた生徒たちも、何事かと驚いて桐生瑛二たちの卓を注目する。

　大声で好奇心丸出しにして、桐生瑛二や周りの生徒を驚かせてしまったことに気づいた同級生たちは、顔を見合わせて照れ笑いをした。

　声が大きくならないように注意し、同級生たちは桐生瑛二に話す。騒そう動どうではないとわかり、周囲も自分たちの食事を再開する。

「望月先輩って、帝都城奥庭のお庭番の人だよね」

「望月造園って書いた法はつ被ぴを着て、帝都大通りで仕事をしているところを見たことあるよ」

「長い枝えだ打うち斧おのを持って歩いてるから、どこにいるのかすぐにわかるんだ」

「あの人、いつも頑張ってるよね」




　食事の席で聞きこんだ結果、蒼司朗の評判は、かなり良好だった。

（いやいや！　外そと面づらがいいだけかもしれないし！）

　他の面ではどうだかわかったものではないと、桐生瑛二は疑ってかかる。

　たとえば学校では────。




「……進級してるんだ」

　食事を終えて部屋に戻った桐生瑛二は、明日の時間割を合わせながら、帝都学園高等部の制服を着ていた蒼司朗を思い出す。

　入学試験には合格していたが、時期を遅らせて半年後に帝都へ来た蒼司朗は、年度末の進級試験に合格して、この春から二年生になっている。

　帝都学園高等部は、帝都で一番偏へん差さ値ちの高い高校だ。入学試験に合格しても、その後、授業についていけなくなって、進級できない生徒は毎年何人もいると聞いている。

　望もち月づき造ぞう園えんの庭師として人目のあるところで仕事をしながら、蒼司朗はきちんと学業もこなしているということか。




　自習室で予習をしているときにも、桐生瑛二は同級生たちから蒼司朗の話を聞くことができた。

「望月先輩って、外国の人とも仲よしなんだよ」

「え？　そうなの？」

　予想もしていなかったことに桐生瑛二は目を瞬しばたたき、他の同級生は頷うなずく。

「そうそう。外国からの留学生の、背の高い格好いい人と歩いてるの、見たことあるな」

「外国人の子供とも仲よくしてたよね」

「それって、大だい英えい皇こう国こくのお姫様のことだね」

（は？）




　桐生瑛二は新聞に掲けい載さいされている帝都の記事を細かくチェックしていたので、大英皇国のお姫様が今年の一月に帝都に来たことは知っているが、まさか蒼司朗と仲よくしていようとは思ってもいなかった。




「あのお姫様もそうだろうけど、もう少し小さい男の子だよ。宝石屋さんの」

「留学生の外国の人が店長をしてる宝石屋さんには、優しそうな男の人が、あともう一人いるね。望月先輩はその人とも親しそうだったなぁ」




（ま、まさか……）

　話を聞きながら、桐生瑛二はドキドキする。

（あの人は、外国と通じてる!?）

　帝都を脅おびやかす、そんな危険な存在かもしれない────!?

（こ、これは、もっと詳くわしく調査しないと……！）




　帝都神社で神官修行をすると言っても、桐生瑛二はまだ中学生であり、帝都大学で神学科の授業を受けている神しん務む候こう補ほ生せいでもない。帝都学園中等部の授業や寮生活に重点を置き、平日の夕方からの祝詞の修行と土日の修行に、それぞれ一時間程度通えばいいということになっている。

　見習い庭師として望月造園の仕事と奥庭の手入れをし、神務候補生として大学での授業と帝都神社での実習がある蒼司朗に比くらべると、桐生瑛二には自由に使える時間が多い。




　翌よく日じつ、帝都学園中等部の授業を終えた桐生瑛二は、寮に戻らず、鞄かばんを持ったまま帝都学園高等部の校門に走った。高等部と中等部は同じ敷しき地ちにあり、塀へいで隔へだてられているだけだが、校門の場所は違う。

（まだチャイムは鳴ってない……！）

　高等部のほうが、中等部よりも十分遅く授業が終わる。急げば蒼司朗の下校の瞬しゆん間かんを見み逃のがすことはない。

　何とか終業のチャイムの前に高等部の校門に着き、遊歩道の木の陰かげに隠かくれて、蒼司朗が出てくるのを待つ。

（……あ、注意して見ておかないと……！）

　他の生徒が出てくるのを見ていた桐生瑛二は、はっと気づく。

　蒼司朗は背が低くて細身だ。彼の前に他の生徒がいて、桐生瑛二の視界に壁かべを作られたなら、小こ柄がらな蒼司朗の身体からだは完全に隠れてしまって、見えなくなるだろう。




（あ、見つけた）

　心配する必要はなかった。

　見覚えのある枝打ち斧の先が、下校する生徒の後ろでチラチラ見えて、蒼司朗を呆あつ気けなく見つけることができた。

　同級生に聞いたとおり、蒼司朗がどこにいるのか本当にすぐわかって、桐生瑛二はほっとする。




（うわ、あれが外国からの留学生だ……！）

　校門を出てきた蒼司朗の隣となりには、見上げるほどに背が高い美形の外国人の男性がいた。一瞬、外国語の授業を担たん当とうする先生かと思ったが、他の生徒と同じ制服を着ているので、帝都学園高等部の生徒で間違いない。

（外国の人は、偉えらいなぁ）

　大人なのに、違う国の高校で勉強するなんて。感心してから、桐生瑛二ははっとする。

（スパイとして潜せん入にゆう調査するのに、学生って、ある意味すごく便利じゃないか！）

　だから、大人であっても、学校で学ぶふりをするのだ。きっと、そうに違いない。

　桐生瑛二は木の陰に身を隠しながら、枝打ち斧を目印にして、留学生スパイ（？）と歩く蒼司朗を尾行する。




　清きよ志し朗ろうは役員会に出る日だったので、一人で下足ルームに向かった蒼司朗は、いつものように望ぼう威いの待ち伏せにあった。飛びついて邪じや険けんにされながらも、望威は今日、帝都図書館に行きたいと言った。帝都図書館は帝都大学へ行く途中にある。帝都大学に授業を受けに行く蒼司朗は、望威と帝都図書館まで一緒に行くことにした。

　望威には霊れい力りよくがないため、結けつ界かいの外ではピヨ四神の姿は見えない。蒼司朗にくっついているピヨ四神は、望威に認識されないので、お気楽に寛くつろいでいる。

「学校の図書館ノ、ボクの読みタイ本ガ留る守すでしタ。寮ニモなかったネ」

　読書感想文を書く宿題が出たのだが、望威が読もうと思っていた本は貸しだし中になっていた。寮の自習室にもその本の目もく録ろくがあったが、書しよ架かに本がなかったので、帝都図書館に頼ることになったのだ。

「寮の自習室の本は、誰だれかが部屋に持って行ってることもあるからなぁ」

　貸しだしカードがなく、図書委員のいない寮では、自習室内での閲えつ覧らんを推すい奨しようしているが、本を自分の部屋に持って行って、なかなか書架に戻さない生徒がいる。

（持ちだし禁止の本が、蔵くら田た先輩の部屋にあったし）

　卒業で退寮する蔵田実さね親ちかに頼まれて、蒼司朗は本をこっそりと自習室に戻しに行ったことを思い出す。

　あるはずの本が書架にないことは、たまにある。

「困りマス～」

「うん、確かにね」

　子供っぽい顔で口を尖とがらせる望威に、蒼司朗は笑った。




「ピ！」

　頭の上でチビ朱す雀ざくが鳴き、反射的に枝打ち斧を握る手に力を込めた蒼司朗は、教えられたほうに振り向く。

「蒼司朗センパイ？」

　霊力のない望威には、ピヨ四神の鳴き声が聞こえない。突然に身構えて、よそへ意識を向けた蒼司朗に何かあったのかと、望威は緊きん張ちようして気配を探さぐる。




（何？　どうしたんだ？）

　こそこそと木の陰に隠れて尾行を続け、桐生瑛二は小鳥の鳴き声で様子を変えた蒼司朗と望威に、何事かと警けい戒かいしながら様子を見守る。




　チビ朱雀が蒼司朗に教えたのは、遊歩道の木の上。────悪意や殺意のような、嫌いやな気は漂ただよっていない。

「んー？」

　眉まゆを顰ひそめて、蒼司朗はそちらに近づく。




「……ミー……」

　か細い鳴き声をあげたのは、小さなトラジマの猫ねこだ。枝の上でうずくまっている。




「何だ、下りられなくなったのか」

　帝都や帝みかどに仇あだなす曲くせ者ものではないとわかり、蒼司朗は表情を和やわらげる。

「ほら、こっちにおいで」

「ミギャ」

「キュウ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

「……ミー……」

　高い枝に向かって、蒼司朗が手をあげる。枝に届いていなくとも、蒼司朗の手に飛び移れば大丈夫だよとばかりにピヨ四神が呼びかけるのだが、子猫は高さに怯おびえて動けない。




（何だ、猫か……）

　木の陰から覗のぞき見している桐生瑛二は、肩に入っていた力を抜く。




「────怖くナイヨー」

　蒼司朗の背後から手を伸ばした望威は、ひょいと子猫を摘つまんで下ろした。

　ちょっとむっとして蒼司朗が振り向いたので、望威は苦笑する。

「届いちゃっタヨ」

「自じ慢まんすんな」

「ボクはいつデモ、蒼司朗センパイのオ役に立チたいネ」
















　むくれる蒼司朗の手に、そっと望威は子猫を渡した。

「ミー」

　子猫は小さく鳴いて、蒼司朗の手に身体をすりすりする。

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピピピ」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神は円つぶらな瞳ひとみで、機き嫌げんよく子猫を見つめる。さっきより子猫の鳴き声がしっかりしていて、蒼司朗は安あん堵どした。

「何だ、お前、大丈夫そうじゃん」

　ふわっと微笑ほほえんだ蒼司朗の手に、ちっちゃいトラジマ子猫。

　とってもキュート♡




「フォ──────！」




　絶ぜつ叫きようした望威が鼻血を噴ふき、その声に桐生瑛二は、びくうっと震ふるえる。

　近くの樹木からバサバサバサーッとものすごい羽音をさせて鳥が一いつ斉せいに飛び立った。

　驚いた子猫は、蒼司朗の手の上から飛ぶような勢いでどこかに逃げた。




「お前、うるさい！」

　絶叫に怯おびえるピヨ四神を宥なだめ、蒼司朗は枝打ち斧の柄えの部分で望威に一発、ビシリと面を入れて成せい敗ばいし、さくさくと歩きだす。




「へ、ヘンハイ、待っへ～……！」

　頭の周りでお花が舞まっているような声を出した望威は、鼻血をハンカチで押さえながら、ふわふわよれよれとした足取りで、蒼司朗を追いかけた。




（な、何だ、あの人……）

　望威の絶叫に仰ぎよう天てんし、桐生瑛二は心しん臓ぞうバクバクだ。木の幹みきに縋すがりながら、ずるずると座りこむ。




　腰が抜けて動けなくなった桐生瑛二は、その日の尾行をここで断念した。




　桐生瑛二は次の日も身を隠しながら、下校時の蒼司朗を尾行する。

　今日もいるのではないかと警戒したが、昨日、蒼司朗と一緒に校門を出た留学生はいない。

（いつも留学生と一緒ってわけじゃないのか）

　考えてみると、あまりにいつも一緒にいると、外国と通じていることを疑われてしまうだろう。なかなか計算されている。

　桐生瑛二は帝都学園高等部の構こう内ないに入れないので、下足ルームから出てきた蒼司朗に飛びつこうとして成敗され、学生玄関の壁かべに激げき突とつして目を回しながら倒れている望威のことは、知るよしもない。




（今日は寮に帰るんだな）

　大学での授業がない日だったので、蒼司朗は清志朗と寮に帰って行った。




　寄り道することなく、蒼司朗と清志朗は寮に戻った。

　高等部の寮は学校と違って、中等部とは別の場所にある。中に入れない桐生瑛二は、近くの公園の塀に隠れ、外から双そう眼がん鏡きようで様子を探る。




（あれ？　何か書いて渡してる……）

　食堂の窓まどから姿が見えた蒼司朗は、頭に三さん角かく巾きんをつけて割かつ烹ぽう着ぎを着た青年調理師らしい者に、卓で何かメモを書いて渡し、こそこそと耳打ちしていた。

（密書!?）

　これは何か動きがあるのか……！




　大学の授業がなくても、蒼司朗は奥庭や望月造園の作業があるので、すぐに外出する。

（……なかなか出てこないな）

　駐ちゆう輪りん場じように置いてある小型ショベルカーに乗って、蒼司朗は駐輪場の出入り口から出て行ったのだが、双眼鏡を覗のぞいていて視界が狭せまかった桐生瑛二は、それに気づかなかった。




「ワレ、こげんトコで何しヨルちゃ？」

「ひっ！」

　突然声をかけられ、桐生瑛二は姿勢を正す。こういうときには────！

「と、鳥の観察です……！」

　帝都には、よそではあまり見かけなくなってしまった野鳥が、普通にたくさんいる。

　双眼鏡を覗いていても不自然ではないことを言って、振り向いた桐生瑛二は、作り笑顔のまま仰ぎよう天てんした。

　三角巾を取り、割烹着を脱いで寮を出てきたようだが、その男性は、さっき蒼司朗から何か書いた紙をもらって内ない緒しよ話ばなしをしていた人、だ……。

（外国の人……!?）

　黒くろ髪かみだし、窓から覗いていたときには、斜ななめ横だったり後ろ姿だったりで、よくわからなかった。しかし、顔だちが欧おう州しゆうっぽい、左右の瞳ひとみの色が違う青年と向かいあい、桐生瑛二は思わず固まる。




　寮を出てきたハイムエンデは、あまり忙いそがしそうに見えない中学生に、にこっと笑う。

「コレ、ここ行きたいガよ。わかルけ？」

　ハイムエンデは、さっき蒼司朗に書いてもらった地図を見せる。

「日ひ銭ぜに貰もろたキに、チョックラ虫養イするガよ。タイ焼きの、ごっつ美う味みゃ店じゃて。ギョウサン行ったらイヤじゃき、内緒な？　ココ、一緒シテくれたガ、ワレんも買こうチャルけん。頼まりゃ？」

　お願い、と両手を合わされ、逃げ腰になっていた桐生瑛二は、反射的に頷いてしまった。




　小此木神官長は、帝都学園高等部の学生寮を監かん視ししていた者たちからの、ハイムエンデの動向の報告を、津つ本もと神官を通して聞く。

「で、特別にお給料を貰もらったハイムエンデくんは、桐生くんと一緒に、蒼司朗くんの書いた地図を持って鯛たい焼やきを買い食いしに行った、と」

「はい。途中で、ハイムエンデ氏は財さい布ふを落とし、桐生くんに奢おごってもらったようです」

「帝都に来た日にも、財布をなくしてましたよね？」

「あれは警けい察さつに届けられて、昨日ハイムエンデ氏の手に戻りましたが、中に入っていたというお金は、すべてなくなっていました」

　ハイムエンデの財布は、警察に届けられる前に、誰か悪い人にお金を抜かれてしまったらしい。

「鯛焼き屋の近くの派は出しゆつ所じよで、ハイムエンデ氏は落とし物の届けを出しました」

　二度目なので、手続きにそれほど時間はかからなかった。慣れられても問題があると、津本神官は思う。

「お金をなくさないよう、ハイムエンデ氏にはもっと用心してほしいです」

「何だか、面めん倒どう臭くさい人ですねー、ハイムエンデくんって」

　笑顔で発せられた小此木神官長の忌き憚たんない物言いに、複雑な顔で津本神官は笑う。

「計算であれをやってたら、怖いですよ」

　調理師としての寮での仕事は、そつなくこなしていたが、日常生活のハイムエンデは、素すボケを連続コンボで決めるようだ。




　監視されていたことを幸さいわいに、鯛焼き屋に行く途中でハイムエンデが落とした財布は、それほど時間を置かず公こう儀ぎ隠おん密みつに拾われていた。しかし、財布の小銭入れが開いていたので、転がりでたかもしれない小銭の幾いくつかは、回収できていないだろう。




　ハイムエンデと別れた桐生瑛二は、帝都神社での修行にはまだ少し時間があったので、寮の部屋に戻った。一人部屋なので、人目を気にせずベッドの布ふ団とんにダイブして、うつ伏せでぐったり脱だつ力りよくする。

「……外国のスパイ（かもしれない人）と、鯛焼きを半分こするなんて……」




　蒼司朗の手書きの地図を片手に、鯛焼き屋まで案内したのに、ハイムエンデは財布をなくしていた。ここまで来れただけでいいとハイムエンデは笑っていたが、鯛焼きを食べるのだと、道すがらとても楽しそうだった。無む駄だ足あしに終わらせるのは、桐生瑛二が嫌いやだった。

（僕の馬ば鹿か……！）

　自分が鯛焼きを買うからと、格好をつけて財布を取りだしたが、昼食を学校の食堂で食べた桐生瑛二は、今日に限ってほとんど持ちあわせがなかった。

（尾行のための必要経費を用意するのを忘れるなんて、駄目じゃないか……！）

　格好をつけた手前、恥はずかしい思いをしながら、桐生瑛二は鯛焼きをひとつだけ買った。




「半分ワケワケするぞね」

　気のいいハイムエンデは、鯛焼きを自分だけで食べるのはもったいないと、鯛焼きを二分した。餡あん子こがたくさん入っている頭のほうを、桐生瑛二にくれたけれど────。

　目の前の外国人スパイを警戒し、平静を装よそおいながらもがちがちに緊きん張ちようしていた桐生瑛二に、鯛焼きの味はさっぱりわからなかった。
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　観光客の多い帝都では、制服を着ている者は、景けい観かんのひとつになっている。それは短期留学中の桐生きりゆう瑛えい二じも同じだ。

　帝都学園中等部の制服姿で、こそこそと蒼そう司し朗ろうをつけ回しているのは、どうにも見目のいいものではない。

　帝都城公園内だけのことならば、公園の警けい備び員いんや公こう儀ぎ隠おん密みつ、公儀隠密候こう補ほ生せいで、さりげなくフォローをして、一般の者の目に触ふれないようにできても、場所が帝都城公園の外となると簡単ではなくなる。




　桐生瑛二は帝都学園中等部に短期留学で在ざい籍せきしているが、修行という名目で、帝都神社の預かり子でもある。緊きん急きゆう連絡先が帝都神社になっているので、桐生瑛二の素そ行こうを注意するのは帝都神社だ。




「桐生くんに注意いたしましょうか？」

　四し神じんの戦士と奥庭のお庭番である蒼司朗の連絡係をしている、公儀隠密の柳生やぎゆう真ま純すみは、小お此この木ぎ神官長にお伺うかがいを立てる。

　本人はしっかり隠かくれているつもりだが、ハイムエンデが声をかけたことからもわかるように、蒼司朗を観察している桐生瑛二の姿は、周りの者たちには丸見えだ。




　奥庭のお庭番ということで、帝都の様々な行事に駆かりだされている蒼司朗は、今や帝都のちょっとした有名人になっている。蒼司朗のことを応おう援えんするファンも増えている。

　問題ない旨むねの連絡を入れられず、過か激げきな行動を自じ粛しゆくさせられない一般の者や、空気を読まない誰だれかが口を挟はさむ前に、神官や公儀隠密といった桐生瑛二に配はい慮りよできる者が、恥はずかしくて嫌いやな思いをさせないよう注意して、蒼司朗の尾び行こうと観察調査をやめさせたい。




　視線を斜ななめ上に向けてちょっと考え、小此木神官長は微笑ほほえむ。

「来週の月曜日になっても、まだその遊びを続けているようなら、桐生くんの修行を少ーし厳しくしますね」

　帝都学園中等部での勉強に無理なくついていけているようなので、桐生瑛二には時間や気持ちの面で余裕があるのに違いない。蒼司朗の周りをうろつく余裕がなくなれば、問題は解決する。

「もう少しだけ、目を瞑つむってあげてください」

「かしこまりました」

　深々と頭を下げて、柳生真純は小此木神官長の前から辞じす。

（こっちは助かるけど、桐生くん、ごめんね）

　小此木神官長の考える『少ーし』が、桐生瑛二にとって容よう易いなものであるはずがない。




　観光客の多いところで見目のよくないことはしてほしくないが、土日は二人とも帝都神社で修行があるので、桐生瑛二は蒼司朗を尾行する必要がない。

　土日の修行中は、桐生瑛二が蒼司朗と一緒に過ごす時間は、平日よりも多くなる。素行を観察し、奥庭のお庭番を務つとめている蒼司朗がどのような少年なのかわかったなら、桐生瑛二もとやかく言わないはずだ。

　もうしばらく、放置決定。




　翌よく日じつ、桐生瑛二が尾行している蒼司朗は、清きよ志し朗ろうと一緒に寮りようへ戻ると、お揃そろいの望もち月づき造ぞう園えんの法はつ被ぴ姿になって、見習い庭師の仕事に出かけた。

（庭師の人にしか、見えないよ）

　望月造園の今日の作業場所は、帝都東地区の住宅地にある公園だった。蒼司朗は清志朗と二人で、公こう園えん塀べい代わりになっている生いけ垣がきの一角を任され、剪せん定ていを行っている。

　大人おとなの庭師に交じって作業をしている姿が、しっかり馴な染じんでいる蒼司朗に、桐生瑛二はちょっと情けない気分になる。

（奥庭の、お庭番なのに……）

　常じよう軌きを逸いつして蒼司朗が奥庭から連れだしている四神様まで、この状じよう況きようにすっかり慣れっこになっているらしいのも、非常に嘆なげかわしい。




「……親方ぁ」

　先輩庭師に視線で脅おどされ、一番若手の庭師である池いけ波なみが、望月造園の親方である望月左さ近こんのところに、こそこそと近寄った。

『作業中なので近寄らないでください』と札ふだを下げ、作業場所を囲かこんだロープの向こうにいる一般の者に聞こえないよう、小さめの声で池波は左近に訴うつたえる。

「何ですか？　あの子。オイラたちがここで仕事を始めたときからずっと、じーっと蒼ちゃんのことを見てて、めちゃめちゃ気になるんスけど」




　少し前にも、お付きを連れた巌いわ手て圏けんの若様である安あ倍べ孝たか信のぶが、望月造園で見習い庭師として仕事中の蒼司朗を見ていたことがあった。だがあのときは、他の庭師たちに気を遣つかわせないよう近くの甘かん味み処どころに入って、そっと窓からさりげなく蒼司朗を見ていた。

　安倍孝信が蒼司朗に向けていた視線は慈じ愛あいに満ちていたが、今、蒼司朗を見ている中学生は、何だか敵意というか、刺とげ々とげしい視線を送っている。子供の行動だとわかっていても、どうにも気になって仕方がない。




「そんなこたぁ、わかってる。構うな。気にすんな」

　左近は池波の訴えを、さくっと一いつ蹴しゆうした。




　帝都城奥庭のお庭番である蒼司朗には、常に公儀隠密の警けい護ごがついている。

　よからぬ者が蒼司朗につきまとって後をつけ回しているのなら、公儀隠密が密ひそかに処理しているだろうし、その情報は望月造園の責任者である左近の耳に必ず入る。

　桐生瑛二の場合、蒼司朗を覗のぞいている姿が、左近たちには丸見えだ。

　警けい戒かいするようにとの忠告がないのなら、気に留めなくてもいい。むしろ、綺き麗れいにスルーしてやるべきなのだ。




（気にすんなって言われても～～！）

　気になるから、どうしたらいいだろうかと相談に来たというのに。先輩庭師たちから送られる、役立たずとの罵ののしりを込めた視線が痛い。

　持ち場に戻らず、ぐずぐずと突っ立っている池波を見て、左近はキレる。

「とっとと仕事しろぃ！」

「へ、へいっ！」

　拳こぶしを振り上げる左近から慌あわてて離れ、池波は作業途中の持ち場に戻った。




　親方に叱しかられて、自分の作業場所に逃にげ戻った腰こし抜ぬけの池波に、先輩庭師たちは作業をしながら、ちっと舌した打うちをする。

「池の野や郎ろう、使えねー……！」

「どうする？　あの坊ぼう主ず、シメとくか？」

「俺らの蒼ちゃんに、うざってぇしな」

「なぁに、ちょっと捻ひねっときゃ、懲こりるだろうぜ」

　皆の言うことを素す直なおによく聞いて、真ま面じ目めに働く蒼司朗は、若い庭師にとっては新入りの見習い庭師というより、可か愛わいい弟だ。望月造園で長く働いている庭師は、小さいころから何度も帝都に里帰りしていた蒼司朗を、うちの子感覚で見守ってきた。

　帝都の望月本家に身を寄せ、長男の清志朗と同様に、伯お父じ夫ふ妻さいに可愛がられているが、両親を亡なくし、自身も大おお怪け我がを負った過去のある蒼司朗は、一人立ちしている大人の庭師たちにとって純然たる保ほ護ご対象だ。蒼司朗が帝都城奥庭のお庭番に就しゆう任にんしたといっても、守ってやりたいと思うのは変わらない。

　たとえ中学生の坊やだろうと、蒼司朗に反はん抗こう的てきな視線を送る者など、許さない。




「（……テメェら、鋏はさみに殺気込めながら仕事すんな……！）」




　いつの間にか背後にいた左近に低い声で言われて、物ぶつ騒そうな発言をしていた庭師たちは、ぴっと背筋を伸ばす。




（お、親方……！）

（いつからそこに……！）




　だーっと冷や汗を流す庭師たちの背後に立って、やれやれと左近は息を吐つく。

「テメェらは自分の仕事してりゃいいんだよ」




　蒼司朗に仇あだなそうとしている不ふ逞ていの輩やからがいるのなら、いついかなるときであっても、それを速すみやかに処理するのは、奥庭のお庭番を警護している者たちの仕事だ。不逞の輩の性別や年齢になど、もちろん惑まどわされず、躊ちゆう躇ちよはない。




「蒼を見習って、もっと集中しやがれ」

　けっと吐はき捨てて、左近は別の職人のところへ、作業の不ま味ずい部分を注意しに行く。




　いつものように蒼司朗にくっついているピヨ四神や、一緒に生け垣の剪定作業をしている清志朗は、じーっとこちらを見ている桐生瑛二に、作業を始める前から気づいていた。

（やりにくいよねぇ……）

　見られているのは蒼司朗だが、蒼司朗の横にいる清志朗も、どうにも居い心地ごこちが悪い。

「？　清ちゃん？　どうかした？」

　剪定鋏を動かす手が遅くなった清志朗に、何か気になるところがあったのかと、蒼司朗は首を傾かしげる。

「ううん、何でもないよ」

　清志朗は平静を装よそおって、作業を再開する。

　作業に集中している蒼司朗は、桐生瑛二が自分をガン見していることに、まったく気づいていなかった。




　しばらくの間、同じ場所でじーっと蒼司朗の行動を観察していたが、桐生瑛二は尿によう意いを覚えてそわそわする。近くはないが、公園に設置されている公衆トイレは、すぐ向こうにあるようだ。桐生瑛二にとって都つ合ごうのいいことに、作業をしている蒼司朗の位置からは、トイレを出入りする者の姿は見えない。

（すぐ戻れば大丈夫だよね）

　蒼司朗が来る前から作業をしていた他の庭師たちの仕事は、そろそろ終わりそうだが、蒼司朗と清志朗がやっている生け垣の剪定はまだ終わりそうもない。時間内に終わらせるために、先輩庭師が蒼司朗たちに替わって、さくさくと剪定を仕上げたとしても、剪定屑くずの片づけと清せい掃そうをして、ようやくここでの作業が終了となるので、もうしばらくかかるだろう。少しの間離れても、蒼司朗がどこかに行ってしまうことはないはずだ。




　蒼司朗に見つからないよう、桐生瑛二は少し遠回りをして、公園の別の入り口から、トイレに向かう。

　帝都はどこでトイレを利用しても、掃そう除じが行き届いている。落書きもなければ、ゴミも落ちていない。気持ちよく利用できるから、皆みなが綺麗に使おうと心がけるようになる。観光で帝都を訪おとずれて、マナーがよくなる者もいる。

（ちゃんとしなくちゃ）

　すっきりして、気持ちも引き締まった桐生瑛二は、きちんと手を洗って身だしなみを整え、しゃんと背筋を伸ばしてトイレを出る。




「────ねぇねぇ、食べた？」

「うん、食べてるみたい」

「うわー、よくそんなの食べられるよねぇ……！」

　どこか低い場所から、小さい女の子たちの声が聞こえた。

（近く？）

　さっきの場所に戻りながら、桐生瑛二は何気なくあたりを見回す。

（犬か猫ねこかな）

　子供が公園で動物に餌えさをあげている光景は、どこでも見かけるものだ。

（捨て犬とかだったら、困るなぁ）

　桐生瑛二は渋しぶい顔になる。




　家で飼かえないからと、空き地の草むらの中や公園の隅すみで、子供が隠れて野の良らの子犬に餌をあげていることがよくあるが、それは責任を持って続けられるものではない。犬のためにも、社会のためにも、一日も早く、ちゃんとした飼い主の手に渡さなければならない。




　帝都の外から来た桐生瑛二は知らないが、帝都では蟲むしに襲おそわれないように、家で飼う動物はすべて登とう録ろく制せいになっている。登録した動物には年に数回の確認があり、捨てたり逃がしてしまったりすれば、厳きびしく処しよ罰ばつされる。

　野良の犬猫は、帝都には一匹もいない。




　こちらのほうかなと探した桐生瑛二は、植え込みの陰かげに隠れるようにしてしゃがんでいる、小学生らしい二人の女の子を見つけた。ランドセルを横に置き、背中を向けている女の子たちは、地面にあるものに注目しているようだ。

「────何してるの？」




　声をかけた桐生瑛二に、女の子たちは酷ひどく驚いた様子で振り向いた。

「な、何も！」

「何もしてないです……！」

　慌てた感じが、どうにも怪あやしい。とっさに動かしたランドセルの陰に、何かある。

「後ろに何か隠してるよね？」

「か、隠してません……！」

　女の子たちは、確かに何かを隠している。

（何を隠してるんだろう）

　桐生瑛二は女の子たちに近寄る。桐生瑛二が近づいても、女の子たちはその場から動いたり逃げたりすることはなかった。勝気な雰ふん囲い気きの女の子のほうが、もう一人を庇かばうように立ち、桐生瑛二を睨にらむ。

「何だよ、お前！　あっち行けよ！」

「お、女の子の、秘密なんです！」

　しゃがんだままの女の子は、そう訴えたが、桐生瑛二は納得しない。

（生き物に何か食べさせてたくせに）

『女の子の秘密』と言えば、男子が遠えん慮りよするはずだと思ったようだが、見え見えの噓うそなんて聞き入れるわけにはいかない。

「中学生のくせに、幼よう女じよ趣しゆ味みかよっ！　この変質者っ！」

　とんでもない暴ぼう言げんを吐きかけながら懸けん命めいに威い嚇かくする女の子に、ふんと桐生瑛二は鼻を鳴らす。

「近寄られるのが嫌いやだったら、走って逃げればいいじゃないか」

　桐生瑛二は二人に襲いかかっているわけではない。歩いて近づいているだけなのだから、身の危険を感じるならば、そんな場所にじっとして威嚇していないで、大声で悲鳴をあげて逃げればいい。

　そこから逃げられず、人を呼べない理由が、女の子たちにはある。




　植え込みを越えて近寄った桐生瑛二は、女の子たちの足元、地面に置かれた箱の中で蠢うごめいているモノを見て、ぎょっとする。

「蟲!?」

　帝都の他には存在しないので、本物を目にするのはこれが初めてだが、帝都神社の神官であり帝都城奥庭のお庭番だった苅かり谷や純すみ友とも神官の息子むすこである桐生瑛二は、話に聞いて知っている。




　灰色のソレは、甲かぶと虫むしか何かの幼よう虫ちゆうに似た、むっちりした丸みを帯おびた形をしていたが、二十センチ近い大きさがある。大きさも変だが、何よりも、生物にあるまじき不ぶ気き味みな穢けがれを放っているので、間違いない────！




　顔色を変えた桐生瑛二は、一気に二人へと近寄る。

「何でこんなモノを!?　お前たちが飼ってるのか!?　こんなところで！」

　女の子たちは、蟲をよく見ようと手を伸ばす桐生瑛二を、必死で止める。

「触さわるなぁ！」

「この子、怪け我がしてるの！」

「怪我、って……。手当てしたっていうのか!?」

　桐生瑛二は驚きよう愕がくする。これは駆く逐ちくしなければいけない、危険な蟲だ。それなのに、手当てするとは!?




「桐生くん、どうしたの？」




　柔やわらかく静かに呼びかけた少年の声に、揉もみあうようにしていた桐生瑛二と女の子たちは、びくんと身体からだを震ふるわせて離れた。




「望月さん……！」

　振り向いた桐生瑛二は、枝えだ打うち斧おのを持って一人で現れた蒼司朗に訴える。

「見てくださいこれ！」




　味方が現れたことで桐生瑛二は勢いづき、女の子たちはお互いを庇うように身を寄せあう。




「この女の子たちがここで────！」

「桐生くん、大きな声を出さないで。ね？」

　人指し指を一本立てて、静かにと注意し、蒼司朗は三人に近づいた。
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　桐生きりゆう瑛えい二じが見つけた女の子たちは、蟲むしを箱に隠かくして飼かっていたようだ。




　剪せん定てい作業をしていた蒼そう司し朗ろうは、頭の上で鳴いたチビ朱す雀ざくに何かあると教えられ、作業を清きよ志し朗ろうに任せてここに来た。

　蒼司朗はしゃがんで、箱の中の蟲を眺ながめる。蒼司朗にくっついているピヨ四し神じんは、見られるのを嫌いやがるように頭を引っこめていて姿を見せない。




　箱には新聞紙が敷しかれ、その上にいる蟲の身体からだには、包ほう帯たいが巻まいてあった。




　しゃがんだまま、蒼司朗は女の子たちを見上げる。

「この包帯は、君が巻いたの？　上手じようずだね」

　にこっと微笑ほほえんだ蒼司朗を見て、桐生瑛二はぎょっとし、女の子たちは緊きん張ちようして強こわ張ばっていた表情を少し緩ゆるめる。

「芽め衣いちゃんは、大きくなったら看かん護ご士しさんになるんだ。包帯を巻いたり、絆ばん創そう膏こうを貼はったりするの、うまいんだぞ！」

　ほら、ここにも貼ってもらったとばかりに、勝気な少女は絆創膏を貼った左手の甲を蒼司朗に見せた。自じ慢まんされて、芽衣という名前の女の子は、恥はずかしそうに俯うつむく。

「……別に、うまくないよ。普通だもん」




　忌いむべき蟲を前に、吞のん気きな話をしている蒼司朗が、桐生瑛二には理解できない。

「何喋しやべってんですか!?　そんなことより────！」

「わかってる」

　蒼司朗は女の子たちのほうを見たまま、掌てのひらを向けることで声を荒あららげる桐生瑛二をそっと制し、女の子たちに話しかける。

「オレの名前は望もち月づき蒼司朗。背は低いけど、帝都学園高等部の二年生なんだ。帝都西地区にある、望もち月づき造ぞう園えんっていうところの子だよ。君たちの名前を教えてもらってもいいかな？」




　帝都には観光客が大勢来らい訪ほうし、中には犯罪者やその予備軍も少なからずいるので、知らない人に名前や家を教えてはいけないと、帝都の子供は厳きびしく教育されている。

　制服が身分証明になる帝都では、制服の偽ぎ造ぞうは重罪だ。

　蒼司朗は帝都学園高等部の制服の上に、望月造園の法はつ被ぴを着ていた。女の子たちは蒼司朗と喋るのは初めてだが、今持っている枝えだ打うち斧おのや剪せん定てい鋏ばさみを使い、帝都大通りなどで大人おとなの庭師と一緒に仕事をしている姿を、何度か見かけたことがあった。

　望月造園の庭師は、この公園で今日、仕事をしている。蒼司朗が作業に加わっているのも見ていた女の子たちは、優しく話しかけた蒼司朗に頷うなずいた。

　帝都在住の蒼司朗は、もう二人にとって知らない人ではない。




「平ひら野の芽衣です。帝都東地区に住んでます」

「石いし川かわ知ち恵え里りだよ。あたしと芽衣ちゃんも二年生」

　二人は帝都小学校の制服を着ていた。高校と小学校という違いはあるが、蒼司朗と同じく二年生のようだ。

　くすっと笑ってから、蒼司朗は二人に言う。

「君たちが優しくていい子だってことはよくわかってるけど、まず最初に、君たちと会っちゃったから、注意しておくね。これは、学校で言われていること。学校帰りに寄り道しちゃいけないよ。ランドセルを家に置いてから、遊びに行こう。明日からは、ちゃんと守ろうね」

「……はい」

「ごめんなさい」

　叱しかったり怒ったりするのではなく、蒼司朗が穏おだやかに注意したので、女の子たちは素す直なおに頷いた。




　蒼司朗の前では殊しゆ勝しような女の子たちが、桐生瑛二には面おも白しろくない。

「さっきとずいぶん態度が違うぞ」

　顎あごを少し上げ、見み下おろすようにした桐生瑛二に、石川知恵里はむっとする。

「うるさいよ！」

「うるさいとは何だよ！」

　小学二年生と同じレベルで言いあう、中学三年生。本気で石川知恵里の相手をしている桐生瑛二を見て、蒼司朗は苦笑する。

「桐生くん、喧けん嘩かしないでくれるかな」

　自分だけ名指しで注意され、桐生瑛二は口を尖とがらせる。

「だってコイツ、生意気だ……！」

「コイツって言うな！」

「知恵里ちゃん……」

　桐生瑛二に食くってかかる石川知恵里を、平野芽衣が止める。石川知恵里は不ふ機き嫌げんな顔で、桐生瑛二を睨にらんだまま、ひとまず口を噤つぐんだ。
















　平野芽衣が喧嘩を止めてくれたので、蒼司朗は二人に訊たずねる。

「平野さん、石川さん、この蟲、どうしたの？」




　数日前、地震があった夜に『蟲むし呼よびの夜』を行っている。この箱の中にいるような、大きな蟲ならば、あのときに浄じよう化かされていたはずだ。




　石川知恵里と一度顔を見合わせ、平野芽衣は答える。

「……この子は、三日前にうちの庭で見つけたの。怪け我がをしてたから、手当てしてあげたんだけど……。私のお母さん、青虫とか毛虫とか、ものすごく苦手だから、この子も見せちゃいけないって思って……」

「おばさんに見えないようにすればいいよって、あたしが芽衣ちゃんに箱をあげたんだ！」

　石川知恵里は友だち思いの女の子だ。平野芽衣が困っていたので、一いつ生しよう懸けん命めい協力したのだろう。

「この蟲、大きいよね。怖くない？」

　蒼司朗に問われて、平野芽衣はちょっと目を泳がせる。

「助けたときには、紋もん白しろ蝶ちようの子供かと思って……。今よりも、ずっと小さかったの……」

　紋白蝶の幼よう虫ちゆうと勘かん違ちがいするくらいなら、確かに小さかったのだろう。すっかりグロテスクになり、蟲っぽくなっている今の姿からは想像できない。

　昆こん虫ちゆうがそれほど苦手ではない子供なら、草むらや花か壇だんで見つけた蛹さなぎが蝶に羽う化かするまで楽しみに待っている。羽化を見み逃のがさないよう、持って帰って身近に置くこともある。

「あのね、箱に入れて、餌えさをあげてるうちに、その子、どんどんおっきくなっちゃったんだよ。だから、もっと大きい箱に替えて、替えて」

　蟲の成長速度は、昆虫の比どころか、まさしく尋じん常じようではない。

「机の引き出しにも入れられない大きさの箱になってしまったから、昨日ここに持ってきて、箱を隠してたんですけど……。今日、この公園の木を綺き麗れいにするって聞いて……」

「芽衣ちゃんは図書委員で、今日は学級文庫の本を整理しなきゃいけなかったんだ。だから、あたしも手伝って、急いで公園に来たんだよ」




　樹じゆ木もくや植え込みの手入れをしにきた望月造園の庭師に、蟲を隠した箱が見つからないよう急がなければならなかったから、二人は家に戻って鞄かばんを置いてくることができなかった。

　二人が今、蟲の入った箱と一緒にここにいる事情を、蒼司朗は理解した。




　大きさはあっても、蟲の動きは何だか鈍にぶく、蓋ふたを開けていても、ほとんど動かない。箱から逃にげだすほどの元気はなさそうだ。

「この蟲って、何を食べるのかな？」

　蒼司朗は帝都神社の神官の一人として『蟲呼びの夜』に参加し、ピヨ四神と四神変化して天の戦士の力で蟲を浄化しているが、蟲についてはまだ知らないことがたくさんある。

　平野芽衣は、蟲にどんなものを餌として与えていたのだろう。

　桐生瑛二は肩かたを竦すくめる。

「ミミズとか集めてたんだろ」




　穢けがれを好このむ蟲は、汚よごれた場所に隠れ棲すみ、共食いをして食った個体の能力を自分のものにしながら、大きな一個体となることが知られている。だが蟲ではない小さな生物や動物も食べるし、人の血を吸ったり肉を齧かじったりもする。雑食だが、特に生き物の肉を好む。




　嫌けん悪おするような口く調ちようで桐生瑛二が言ったので、石川知恵里は憤ふん慨がいする。

「芽衣ちゃんは、そんな気持ち悪いの集めないよ！」

「本で調べたんですけど、この子が何を食べるのか、よくわからなくて……」

　図書委員をしている平野芽衣は、調べ物が得意なのだろう。しかし蟲の詳くわしい情報は、一般には知らされないので、本にも一切記き載さいされない。




　帝都の蟲について記しるされているのは、帝都城の書庫に厳げん重じゆう保管してある研究書だけだ。研究書は持ちだし不可で、閲えつ覧らんできるのは、特別に許可を得た者だけである。




「……最初はキャベツで……、その後は野菜の切り屑くずとか、果くだ物ものの傷いたんだところとか……ちょっと悪くなった感じのものが好きみたいです……」

　平野芽衣は紋白蝶の幼虫にするように、キャベツをこっそり持ちだして蟲に与えた。だが箱に入れられていた蟲は、すぐには食べず、時間が経たってそれが悪くなってから、ようやく食べはじめたらしい。

　餌を多く与えたわけではないのに、なぜだか蟲が大きくなったので、与える餌は葉野菜よりもう少し汁しる気けが多くてボリュームのある果物を足してみた。

　平野芽衣は『ちょっと』と遠えん慮りよして言ったが、蟲は人がゴミとして扱あつかうものを好む。相当に見目の悪いものばかりを、蟲は食べていただろう。




　情報を整理して、蒼司朗は考える。

（蟲に元気がないのは、栄養不足と、この箱のせいかな）

　いくら雑食の蟲でも、野菜や果物ばかりで、肉や血をまったく食べていないのでは力が出ないだろう。

　普通のペットを飼うときのように、平野芽衣たちは箱の中に敷いている新聞紙を替えて、蟲の周りをできるだけ綺麗にしていたので、汚れた環かん境きようを好む蟲にとっては居い心地ごこちが悪い。

（蟲が大きくなってしまったのは、きっと箱が密みつ閉ぺいされてたからだ）

　平野芽衣たちは箱の中に生き物を入れた経験がないらしく、呼吸するための空気穴を箱に空けていなかった。

　密閉空間に閉じこめられると、蟲は一時的に休眠状態に入る。蓋を開けられると休眠状態は解かれ、その瞬しゆん間かんに、周囲に漂ただよっている穢れを一気に吸収して身体を大きくする。

　成長したかのようだが、外敵を威い嚇かくし襲おそわれにくくするために、身体が大きくなっただけだ。見てくれが膨ふくれあがったにすぎず、強くなったわけではない。

　この蟲の場合、栄養不足で十分に傷が癒いえていないまま図体が大きくなったので、閉じかけていた傷まで大きくなってしまった。

　色々な条件が重なって、平野芽衣たちが隠して世話をしていた蟲は、姿こそ大きいが、いつまでも怪我をしたままで、元気がない。




　学校から急いで帰った平野芽衣たちは、今日のところは何とか大人に見つかることなく、公園に隠した蟲の箱を守ることができたようだが。

「この後、君たちはこの蟲をどうするのかな？」

「捨てるんだろ？」

「捨てないよ！　そういうことは、しちゃいけないんだぞ！」

　石川知恵里は、無責任なことを言った桐生瑛二を睨む。




　帝都の子供は、ペットを飼うなら絶対に最後まで面倒を見ろと、厳しく躾しつけられる。警けい察さつに捕つかまって処しよ罰ばつされるのは、怖くて嫌だ。




「……傷が治って、蝶になって飛んで行くまで、世話をする、つもりです……！」

　自然の生き物をペットにするつもりはないが、傷を治ち療りようして餌を与えてしまったのだから、元気になって飛び立つまでは責任を持って面倒を見なければ、中ちゆう途と半はん端ぱで放りだすことになる。

　言いきった平野芽衣を不安そうに見つめ、そっと石川知恵里は手を繫つないだ。

　一般的な蝶なら、羽化して飛び立つまで何日くらいかかるかわかる。しかしこの蟲は、資料がないので、いつまで飼えば羽化するのか、さっぱり見当がつかない。




　平野芽衣の優等生な返事を聞き、桐生瑛二は呆あきれる。

「そんなことできるわけないだろ」

　蟲の世話をしたり、助けたりしていいなんて話は、聞いたことがない。そもそもしていいことではないし、蟲の放つ穢れは人を蝕むしばむ。接する時間が長くなり、蟲が大きくなれば、身体にかかる負ふ担たんも大きくなる。穢れの元である蟲は、そのうち見つかって、騒さわぎになるだろう。




　一言で切り捨てた桐生瑛二に、石川知恵里は言い返す。

「できるよ！　芽衣ちゃんならできるもん！」

「できないね」

　石川知恵里は平野芽衣に絶対の信頼を寄せているが、冷ひややかに向けられる桐生瑛二の視線は変わらない。




　蒼司朗は箱の中で鈍く蠢うごめいている蟲を見つめる。

「────正直なところ、困ってないかな？　まだまだ大きくなるよ、これ」

「え……」

　蒼司朗の言葉は、危き惧ぐしていたことずばりで、平野芽衣は動どう揺ようする。現実問題として、あまり大きくなっては、面倒を見きれない。箱に隠すのも限界がある。

「だ、大丈夫だよ！　芽衣ちゃんには、あたしがついてるんだから！」

　強がって無理をしながら胸むねを張る石川知恵里を、桐生瑛二は鼻で笑った。

「お前なんかがいたって、無理だね。絶対無理！」

「何だとぉ！」

「……知恵里ちゃん……」

　桐生瑛二と睨みあう石川知恵里の手を、平野芽衣はぎゅっと握にぎる。




「まだ見習いだけど、オレは公園や道路の木や、花壇の花を綺麗にする仕事をしてるんだ。だから、木や花にとっていい虫と悪い虫については、よく知ってる。いい虫には居心地よくしてあげるし、悪い虫は退治する。わかる？」

　優しく確認する蒼司朗に、平野芽衣と石川知恵里は頷く。

「わかります」

「お兄ちゃんたち、職人さんたちが頑張ってくれてるから、公園の木や花が綺麗なんだよね」

　ちゃんと理解している二人に頷き返し、蒼司朗は静かに見つめる。

「拾ったとき、この蟲は自分から平野さんのほうに寄ってこなかった？」

　石川知恵里は、どうなのと平野芽衣を見る。平野芽衣はそのときのことを思い出して、蒼司朗に教える。

「鳥に襲われたみたいに怪我をしてて、ふらふらで、最初は隠れようとしたけど、私に気づいたら助けてって言うみたいに近づいてきたんです。だから、放っておけなくて……」

　懐なついてくるものや、哀あわれを誘うものには、優しく接したくなるのが人情だ。平野芽衣が蟲を助けてしまった理由は、蒼司朗にもわかった。

「平野さん、石川さん、よく覚えておいてね。虫が人間に寄ってくるときは、気をつけなくちゃいけない。寄ってくる虫は巣を守るために攻こう撃げきしてきたり、人間をゴハンにしたりするんだよ」

　例えば、蜂はちの巣があるところに近づいたなら、蜂は侵しん入にゆうを阻はばもうと寄ってくる。蚊かやダニは、人の血を吸う。虫が寄ってくるのには、ちゃんと理由がある。犬や猫ねこのように人懐っこい虫は、ほぼいない。

「植物の葉っぱを食べていたり、直接人に何かをしたりしなくても、怖くない虫に見せかけた噓うそつきな悪い蟲もいるんだ」

　小さくて弱い蟲は、ありふれた普通の虫に擬ぎ態たいすることがある。

　目を見て、理解しているか確認しながら教えた蒼司朗に、平野芽衣たちははっとする。




　紋白蝶になる青虫に見えたが、箱の中の虫は、絶対に紋白蝶などではない────！




「とても残念だけど、平野さんが助けたのは『悪い蟲』だよ。飼ってはいけない蟲だから、調べようとしても本に載のってなかったんだ。仕事をしているときに見つけたのなら、オレはこの蟲を退治するよ」

　蒼司朗の言葉に、やっぱりそうなのかと、平野芽衣と石川知恵里は身を寄せあう。蒼司朗は小さく溜ため息いきを吐つく。

「何だかおかしいな、変だなって思ったら、すぐ大人の人に相談すればよかったのに」

　もう少し早く、誰だれか大人に相談していたら、蟲は今のように大きくならなかったに違いない。

「……ごめんなさい」

　平野芽衣は視線を落とす。

　学校で先生に訊ねたりするよりも、平野芽衣は本で調べようとする子供だ。しっかりしていて賢かしこいが、内気な子供でもある。

　隠して世話をしていたので、何か変だと思っても、蟲のことを言いだせなかったのだろう。しかも蟲が異様な速度で大きくなっていくので、叱られるに違いないと大人の目が怖くなり、ますます言いだせなくなってしまった。




　そうあってほしくないことは、ひょっとしたら間違いかもしれないと思いこもうとする。現実を認めず、目を逸そらし続けた結果、手遅れで大おお事ごとになることが、世の中にはよくある。




　反省する平野芽衣を眺め、桐生瑛二は呆れる。

「今ごろ謝ったって、どうしようもないよ」

　冷たく言われた平野芽衣の肩かたが震ふるえ、石川知恵里は立腹する。

「芽衣ちゃんを苛いじめるな！」

「お前だって黙だまってたんだろ！　友だちだったら、もっとちゃんとしろよ！」

「っ！」

　大人に相談できなかったのは、平野芽衣と一緒にいた石川知恵里も同じだ。

　桐生瑛二に言い返せず泣きそうになった石川知恵里を庇かばい、平野芽衣が前に出る。

「知恵里ちゃんは、ちゃんとした友だちです！」

「芽衣ちゃん……」

「ちゃんとしてないから、こんなことになってるんだろ！」




「桐生くん、女の子と喧嘩しないで……！」

　腰を上げて目線の高さを同じにし、注意した蒼司朗から、桐生瑛二は視線を逸らす。

「……女の子だからって、関係ないよ……！」

　これは蟲に関することなのだ。たとえ女子供が相手でも、桐生瑛二にとって、大目に見られることではない────！




　十分反省している平野芽衣たちを追い詰めるのは可か哀わい相そうだが、蒼司朗は話を続ける。

「この蟲をこのまま世話していたら、必ず他の人たちの迷めい惑わくになる。どうする？」

「どうするって!?　退治しなきゃ駄だ目めだ！」

「桐生くんの意見は聞いてない」

　断固として言い張る桐生瑛二を、蒼司朗は切り捨てた。すっぱり言われて、ぐっと桐生瑛二は息を吞のむ。




（知恵里ちゃん……）

（芽衣ちゃん……）

　二人は困って顔を見合わせる。




　悪い蟲だと言われても、どう悪いのかわからないし、あまり知りたくもない。実際に被害を受けていないので、平野芽衣たちは蟲が悪いものだという実感に乏とぼしい。だが人の迷惑になるとわかっている蟲なら、このまま隠してまで世話を続けるのはよくない。

　みるみる大きくなっていく蟲を、平野芽衣たちが持て余しているのも事実だ。




（……退治、するって……）

（殺すってこと、だよね……）

　やっぱりそれしかないだろうと、平野芽衣と石川知恵里は繫ぎあった手に、ぎゅっと力を入れる。

　蚊のように小さな虫なら叩たたいて潰つぶしたことがあっても、こんなに大きくなってしまったものは、そう簡単にはいかない。小動物的大きさの生き物に対し、命を奪うばうほど乱らん暴ぼうなことをするのは怖い。殺すのは、可哀相だ。だけど────。




　蟲は外見が大きくなってしまっただけで、強い個体ではない。弱っているので、小学二年生の女の子でも、難なく退治できる。蟲が放っている穢れも、たいしたことはない。回収の必要があるほどではないので、退治した後の蟲は庭や道路、公園の土のところに埋うめればいいし、放置しても蟻ありが小さくして運び去ってしまうだろう。




　蒼司朗は、途と方ほうに暮くれている平野芽衣たちに言う。

「ここまで世話をしてきたから辛つらいだろうけど、退治してもいいって決めたら、オレにこの蟲を任せてくれればいいよ。オレにとって、虫退治は仕事のひとつだからね」

　望月造園と染そめ抜かれた法被と帝都学園高等部の制服を、蒼司朗は指さす。

　望月造園の庭師は、帝都のどこかで毎日仕事をしているし、望月造園の場所は交番で訊ねればすぐにわかる。望月造園にいなくても、帝都学園高等部の学校か寮りようを訪ねれば、すぐに蒼司朗と連絡を取ることができるだろう。




「その蟲は、しばらく餌をあげなくても死なないから、しっかり箱に入れて、このあたりのどこかに隠しておこうか。考えがまとまるまで放っておいても大丈夫だ。蓋を開くと蟲が大きくなっちゃうから、箱を括くくっておくよ。もう開けないでね」

　しゃがみながら懐ふところから何枚か懐かい紙しを取りだした蒼司朗は、それを上手に縒よって長さのある紙かみ紐ひもを作り、蓋を閉めた箱を厳重に括る。

「蟲の箱を持ってこなくても、箱を隠しただいたいの場所を教えてくれれば、探しだしてあげる。オレがちゃんと退治するから、心配しないでね」

　寄り添う二人を見つめ、蒼司朗は微笑む。

「この蟲を隠して世話していたことは、大人には秘密だよ」

　同年代男子の平均身長に足りない蒼司朗は、まだ十分に平野芽衣たち、子供の仲間で通用する。

「……はい」

「あたしたち、誰にも喋らないよ」

　平野芽衣と石川知恵里は蒼司朗と子供同士の秘密の約束をし、桐生瑛二は顔色を変える。

「望月さん！」

「うん、桐生くんも内緒にしてね」

　蒼司朗に言われて、桐生瑛二は不満ながらも口を閉じる。




　できるだけ早く連絡をくれるように言って、蒼司朗は二人の女の子に蟲の入った箱を預け、その場を後にした。




　望月造園の作業場所に戻る蒼司朗を、桐生瑛二は追いかける。

「いいんですか!?　あの子たちに蟲を渡して……！　すぐに戻って退治したほうがいい！」

「桐生くん、オレは秘密って言ったよね？」

　涼しい顔の蒼司朗に、桐生瑛二は理り不ふ尽じんな気持ちになる。

「でも、蟲は────！」

　口を塞ふさぐかのように蒼司朗の掌が顔前に差しだされ、桐生瑛二は思わず口を噤んだ。




　歩いていきながら、蒼司朗は桐生瑛二に言う。

「帝都の子供は、この土地で生きていくかぎり、蟲としっかり付きあっていかなくちゃいけない。昔こんなことがあったって大きな声では言わないけど、皆みなが子供時代に経験することなんだ」




　帝都民にとって身近な存在である蟲は、公然の秘密だ。蟲と接することで、帝都の禁きん忌きというものを学ぶ。

　平野芽衣と石川知恵里にとって、これはとても大切な経験だ。自分で決めて、乗り越えなくてはならない。殺すのが怖くて退治できなくても、蒼司朗が手を差しだして蟲を引き取るのではなく、あの子たちが蒼司朗に依い頼らいして、解決しなければいけない。




「帝都では珍めずらしいことじゃないよ」

「え……？」

　断言され、目を丸くした桐生瑛二は毒どく気けを抜かれて、思わず足を止めた。




「蒼司朗！　コガイとこで、何しよっとー？」

　公園の外から晴れやかに呼びかけられ、蒼司朗はそちらに振り向く。




　寮の厨ちゆう房ぼうで働くハイムエンデにとって、この時間は夕食の支し度たくまでの休きゆう憩けい時間だ。自由に外出できる。




「ハイムさん。あ、また行ってきたんですね」

　昨日地図を書いて教えた、お勧すすめの鯛たい焼やき屋の袋がハイムエンデの手にあるのを、蒼司朗は見つける。そういえば、あの鯛焼き屋は、この近くだ。

　昨日も鯛焼きを食べたと言っていたから、ハイムエンデはあの店を気に入ってくれたようだ。

　走ってくる蒼司朗に、公園の外の歩道に立ったハイムエンデは、にっこりと微笑む。

「はいナ。財さい布ふ戻ってきヨッたしな。アレ、瑛二もそこにイとったん。エェとこで会おウたわ！」

　ハイムエンデは桐生瑛二に向かって、大きく手を振る。




（しまった……！）

　油断して逃げそびれ、ハイムエンデに見つかってしまった桐生瑛二は、昨日のことを思い出して内心冷や汗をかく。帝都城公園なら不自然ではなかったかもしれないが────。

（城下町で鳥の観察って、よく考えたらおかしいよ……！）




　もっとよく考えて行動すればよかったと桐生瑛二は猛もう省せいするが、帝都城下で野鳥の観察をしている研究家は本当にいるので、失敗だったと気にしなくてもいい。




「桐生くん、ハイムさんと知りあいなんだ？」

　蒼司朗に笑顔で振り向かれて、桐生瑛二はぎくりとし、ハイムエンデは大きく頷く。

「昨日、声ぇかけたら、鯛焼き屋マデ、一緒シテくれたンで。鯛焼きワケワケしたぞね」

「へー。そうだったんだ」

　ずいぶん仲よくしているのだなと、蒼司朗に温あたたかい目で見つめられ、桐生瑛二は視線を泳がせる。




　鳥の観察だと言ったのを、ハイムエンデは信じてくれたようだが、実際に桐生瑛二が双そう眼がん鏡きようで覗のぞいていたのは蒼司朗だ。

　何か訊ねられて、尾び行こうして見張っていたことが蒼司朗にバレないよう、桐生瑛二は自分から先に喋る。

「ハイムエンデさんとは、たまたま、城下で会って！　それで、地図を見ながら一緒に行ってくれって頼まれたから、僕は地図を見て歩くのに慣れてて、それだけで……！」

　言い難にくそうにしながらハイムエンデと蒼司朗に近寄る桐生瑛二は、照れているようにも見える。




「昨日の礼スルぞね」

「いえ、そんな、お礼なんて……！」

　店まで案内したのに、食べられたのは鯛焼き半分だ。桐生瑛二にとっては、格かつ好こう悪くて恥ずかしい。

「遠慮はイカンで。コドモは、おとなしゅうモロときよし」

　笑ったハイムエンデは、袋から取りだした熱々の鯛焼きを、桐生瑛二に渡した。

「え、いや、あの……！」

「蒼司朗ニモ……」

「すみません、オレはまだ仕事中なんです」

　蒼司朗は仕事の途中で抜けてきたので、早く作業場所に戻らなければならない。




「また今度！」

　じゃ、と片手を上げ、蒼司朗はハイムエンデと桐生瑛二に別れを告げて、走り去った。
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　保ほ護ごしたり招まねいたりで、一度自分の生活範はん囲いに入れてしまったものには、責任を持たなければいけない。無責任に放りだしてはいけないし、最後まできちんと面倒を見なければならない。

　新しく家族になった者に対してはもちろん、生まれた子供やペットもそうだ。行き倒れているところを助けて、家の中で休ませた者であっても、本人の意志を無視してこちらの都つ合ごうだけで強引に退去させられない。




　蒼そう司し朗ろうが言ったように、蟲むしの入った箱を平ひら野の芽め衣いと二人で公園に隠かくし、ランドセルを背負って帰路についた石いし川かわ知ち恵え里りは、しばらく押し黙だまっていた。

「────最後まで生き物の面倒を見るって、こういうことなんだね、芽衣ちゃん」

　石川知恵里と並んで歩きながら、平野芽衣は唇くちびるを嚙かんで視線を落とす。

「……飼かってるペットとかが、みんなおじいちゃんおばあちゃんになってから、自然に死んでいくわけじゃないもんね。わたし、聞いたことある……」




　例えば、馬は脚を一本でも折ってしまったなら、重い体重を支えられなくなるので、苦しい思いをする前に安楽死させる。狂きよう犬けん病びようにかかった犬、感かん染せん力りよくの強い病気にかかってしまった家か畜ちくや、その病気に感染した疑いのある家畜は、それ以上病気による被害が広がらないよう、処分される。

　生き物に係わるということは、命に係わるということ。




　蒼司朗が公園から蟲の入った箱を持って立ち去らなかったのは、あれが『平野芽衣が世話をしている蟲』だったからだ。助けて世話をしたのをなかったことにしないで、平野芽衣の意志で、きっちりと処分させるため。実際に手を下すかどうかは、問題ではない。自分以外の命に対して、決断することを求められたのだ。




「……どこまで助けるのか、わたし、はじめにもっとよく考えなくちゃいけなかった……」

　平野芽衣は、深く考えることなしに蟲を手当てし、石川知恵里に貰もらった箱に入れて、部屋に持ち帰ってしまった。怪け我がを放っておけず、手当てをしたからといって、食事や住すみ処かまで面倒を見なければならないわけではない。あの時点では、ただ小さい虫だからと、見くびっていた。

　元気になったら羽う化かして飛び立っていくはずだと、持ち帰った虫について平野芽衣は安あん易いに考えた。適した環かん境きようにいたはずの生き物を勝手に別の場所に移動させ、そのことによって命を落とす可能性や、いつまでも出て行かない可能性については、まったく考えが及およばなかった。

　虫がありえない大きさになり、見たことのない気味が悪い姿になっていくことに恐きよう怖ふしながら、大人おとなに相談せずに、現実から目を逸そらしてしまった。




（今日、あのお兄さんたちに見つかってよかった……）

　肩かたの荷が軽くなり、平野芽衣は心の底から安あん堵どする。

　桐生瑛二に見つかって、蒼司朗が来てくれなければ、明日から先、もっと恐おそろしいことになっていたに違いない。




「……高校生のお兄ちゃんって、すごいね、知恵里ちゃん」

　優しくて、とても頼りになって、そして厳きびしい────。

「うん、あたしたち、いい人に会ったね！　中学生はいらないけど」

　桐生瑛二とは喧けん嘩かばかりしていた石川知恵里は、思い出しても腹が立って仕方ない。




　蟲を入れた箱を厳げん重じゆうに括くくり、隠すのを許すことで、蒼司朗は考える猶ゆう予よをくれた。このまま放置して逃にげることだってできるかもしれないが、平野芽衣は蒼司朗をがっかりさせたくない。




「知恵里ちゃん、私、明日望もち月づきさんのところに行って、あの蟲のことをお願いしてくる。今日の夜、どう言ってお願いするか、よく考える……！」

　自分の口ではっきりとお願いして、蟲を処分してもらう。




「うん、早いほうがいいよね。あたしも一緒に行くからね！」

　どんなことにも誠せい実じつで、一いつ生しよう懸けん命めいに頑張る平野芽衣が、石川知恵里は大好きだ。いつでも一番近くで応おう援えんしていたい。

　住宅街の四つ角で足を止めた平野芽衣と石川知恵里は、手を振りあって別れ、それぞれの家に帰って行った。




　望もち月づき造ぞう園えんとして、帝都東地区の住じゆう宅たく地ちにある公園での作業を終えた蒼司朗は、神官装しよう束ぞくに着替えて奥庭の作業をしてから、帝都神社の修行に参加した。

「────蒼司朗様、桐生きりゆうくんと何かありましたか？」

　修行が終わった後、鈴すず宮みや神官は心配そうに蒼司朗へ声をかけた。

　鈴宮神官は人の感情を敏びん感かんに察知するので、蒼司朗に対してどこかよそよそしい、桐生瑛えい二じの態度に気づいたのだ。

「いえ、別に。何もないですよ。学校で何かあったんじゃないですか？」

（平野さんの蟲の件だよな）

　蒼司朗に心当たりはあったが、鈴宮神官を心配させるようなことではないので、誤ご魔ま化かしておく。

「そうですか……。もしも何かありましたら、遠えん慮りよせずに話してくださいね」

　どこか腑ふに落ちないようだったが、鈴宮神官はそれ以上追及することはなかった。




　帝都城下は治安維い持じのために、警けい官かんや公こう儀ぎ隠おん密みつがこまめに巡じゆん回かいしている。観光客が少ない日時でも、外出時はだいたい誰だれかに見られていると考えていい。学業に影えい響きようを及ぼすかもしれないほど、桐生瑛二の様子に妙みような点があったなら、何か知っているか、原げん因いんかもしれない蒼司朗は、呼びだされて話を聞かれているはずだ。




　どうにもよそよそしいと鈴宮神官は感じたようだが、桐生瑛二は実際のところ、蒼司朗に対して憤ふん慨がいし、不ふ貞て腐くされていた。

（不ふ真ま面じ目めだろ!?　蟲をあんな女の子たちに任せて置いてくるなんて！）

　帝都にのみ現れるという、穢けがれを放つ禍まが々まがしきモノ。

　桐生瑛二の父である苅かり谷や純すみ友とも神官は、この蟲を浄じよう化かして帝都を守っていた。桐生瑛二にとっては、絶対に放ってはおけない。

　普通の虫だと思って、小学生の女の子が蟲を助けてしまったのは仕方ないだろう。だが、蟲を見つけたなら、その場ですぐに取りあげて、退治すべきだったと思う。

（帝都の子にとっては……、って、望月さんだって、帝都で生まれ育ったわけじゃないくせに！）

　自分だけ仲間外はずれにされているようで、桐生瑛二は面おも白しろくない。

（望月さんは、外国の人と通じてる。帝都を駄だ目めにしようとしてるんだ）

　傍はた目めにもわかるほど外国人と親しくしている蒼司朗は、桐生瑛二の目には、外国からの侵しん略りやくの手先となっているようにしか見えない。

（望月さんみたいな人に、お庭番を任せておけない……！）

　帝都にいられる間に、どうにかして神官皆の目を覚さまさせ、蒼司朗の悪わる巧だくみから帝都を救わなければならない────！




　桐生瑛二の修行を監かん督とくしている相あい沢ざわ神官は、小お此この木ぎ神官長の執しつ務む室しつを訪ねて報告する。

「修行に熱が入っているのはよいことだと思うのですが、蒼司朗様に対する対たい抗こう意識というか、反はん抗こう心しんというか……。桐生くんは穏おだやかでないものを放っています」

　近くで修行をしている神官も、桐生瑛二の放っている気を感じ取り、落ち着かない。

　居い心地ごこちの悪い思いをしながら修行している神官を思い、小此木神官長は苦笑する。

「人って怒ってるときのほうが、勢いがありますよね。そのうち落ち着くでしょうから、放っておいてあげてください。蒼司朗くんが奥庭のお庭番に就しゆう任にんしたことには、相当抵てい抗こうがあるでしょうし」

　お役目途中で亡なくなったことに不ふ名めい誉よな噂うわさを立てられても、苅谷純友神官が帝都神社の神官であり、奥庭のお庭番を務つとめられるほど優秀だったことは揺ゆるぎない事実だ。父を尊敬し慕したっている桐生瑛二が受けた衝しよう撃げきは、他人にはとても推おし量れない。

　嘆なげいて立ち止まってしまった者は、そこから一歩も動くことができないが、憤ふん慨がいしている者は、休きゆう憩けいもそこそこにざくざくと前に進む。修行中の桐生瑛二にとっては、怒っているぐらいでちょうどいいのではないかと小此木神官長は思う。




　昼間のハイムエンデは知らないが、彼は身体からだに二つの魂たましいを宿らせた特とく殊しゆな双ふた子ごだ。

　戦争孤こ児じである彼の育ての親となった幻げん獣じゆう使いのビョートル老人は、昼間の彼をハイムダル、夜の彼をエンディミオンと呼んだ。ハイムダルは温和で、ちょっと間が抜けていて不器用なところがあるが、エンディミオンは冷れい淡たんで賢かしこく攻こう撃げき的てきだ。

　ハイムダルはエンディミオンの存在を知らない。だがエンディミオンは、ハイムダルが昼間見て経験したことをすべて記き憶おくしている。

　ハイムダルが眠りに就つくのと同時に、エンディミオンは身体の主導権を得て行動を開始する。

　入って間もなく寝台を抜けだしたハイムエンデは、外出用の服に着替える。

　ハイムエンデはビョートル老人の最後の弟で子しだが、同じことを教えられても、幻獣使いの術者としてエンディミオンはハイムダルよりも優秀だ。ハイムダルと同じものを見ながら、もっと多くのことに気づいている。

「あれ、ちょっと面白そうだったよな」

　公園でちらりと見かけた、女の子たちの蟲。箱に入っていて姿は見えなかったが、穢れた気を放っていたので、間違いない。

「素そ材ざいとして使ったことはないが、一度使い心地ごこちを試すのは、悪くない」




　帝都はつい最近、二度に渡って幻獣の襲しゆう来らいを受けている。

　客の依い頼らいを受けて、帝都に幻獣を送りこんだのはハイムエンデだが、そのとき帝都にいなかった彼は、蟲と幻獣が融ゆう合ごうしたモノを見ていない。

　直接、蟲と幻獣の融合を試こころみるのは、ハイムエンデにとって初めてのことだ。




　ハイムエンデが袖そでを通そうとした服のポケットから、透すきとおった身体の細長い幻獣が、ひらひらと鰭ひれをなびかせて出てきた。音もなく宙を泳ぐように飛ぶ姿は、とても優ゆう雅がだ。

『キィ』

「ヴォルガ、今夜も頼む」

　ハイムエンデに名を呼ばれた幻獣は、承しよう知ちの意を示して、部屋の中をぐるりと飛んだ。




　ヴォルガは主あるじの命令に従って、人の記き憶おくを食くう。近くに居合わせた者が今目にしたものを忘れるぐらい、広く浅く大量の記憶を奪うばえば、ハイムエンデは誰にも記憶されることなく、怪あやしまれず自由に行動できる。




　正面の玄げん関かんから堂々と帝都学園高等部の寮りようを出たハイムエンデは、人々が寝静まった深夜、ヴォルガの背に乗って帝都東地区へと向かう。




「確か、このあたりに隠していたはず」

　住宅地の公園でヴォルガから降りたハイムエンデは、小学生の女の子が二人、蟲の入った箱を隠していたあたりに立つ。

「箱に卵を入れろ」

　命めいじられたヴォルガはハイムエンデから卵を受け取ると、水に潜もぐるかのように、するりと地面に入りこんでいった。




　桐生瑛二による蒼司朗の尾行は、翌よく日じつの放課後も続いていた。

（今日は大学に行くのか）

　いつも授業を受けている蒼司朗は、慣れた様子で帝都大学に入って行った。

　ここでも怪あやしい外国人と接せつ触しよくしているかもしれないと気になるが、帝都大学の校門の両脇には警けい備び員いんが立っている。見覚えのない中学生なので、どこの誰に用事があって来たのか訊たずねられるかもしれない。蒼司朗は帝都城奥庭のお庭番だ。正直に『望月さんを尾行してます』などと答えると、補ほ導どうされるだろう。

（よし、今のうちに宿題してこよう）

　大学の授業時間は決まっている。蒼司朗が授業を終えて出てきたら尾行を再開することにして、桐生瑛二は帝都図書館に向かった。帝都図書館は帝都大学に近いので、空いた時間を有効活用して、自習室で学校の宿題をするためだ。

（明日、小テストがあるし、勉強はちゃんとしないと）

　蒼司朗の素行は気になるが、学業を疎おろそかにしてはいけない。




　帝都小学校を下校した平野芽衣と石川知恵里は、一度帰き宅たくしてランドセルを置いてから、蟲の入った箱を隠した公園に向かった。

　昨日で作業が終わったらしく、公園に望月造園の庭師たちの姿は見えない。

「芽衣ちゃん、望月造園のおじさんたち、いないね」

「帝都城公園か、帝都大通りにいるんじゃないかな……」

　望月造園は定期的に帝都城公園と帝都大通りで作業をしている。ちょっと探せば見つかるだろう。




　誰も見ていないのを確認し、こそこそと植え込みの陰かげを移動した平野芽衣と石川知恵里は、昨日地面に埋うめた箱を探す。箱を埋めた場所には、誰かが土を触さわったらわかるように、葉っぱを使って小さな印しるしをつけておいた。

　印は昨日のままだったので、誰も触っていない、はずなのだが────。

「……ねぇ、これ、軽くない？」

「軽いよ、絶対！」

　新聞紙に包んで土に埋めた箱の、蒼司朗が結んだ紙縒こよりの紐ひもはそのままなのだが、中に何かが入っている感じがしない。

　箱を持ってみた平野芽衣と石川知恵里は、困こん惑わくする。中に蟲が入っているのかいないのか、確かめたいのだが、蒼司朗はもう箱を開けないほうがいいと言っていた。

　何か、おかしい……。




「……望月さんに相談しよう……！」

「うん、お願いしようって決めてたしね！」

　空からかもしれない箱を、平野芽衣と石川知恵里はもう一度、さっきと同じように埋め直して隠し、帝都大通りに向かう。帝都大通りで望月造園の人たちが仕事をしていれば、蒼司朗に会えるはずだ。




　望月造園の庭師は、帝都大通りの帝都城公園に近い東側の歩道で、街がい路ろ樹じゆの剪せん定てい作業をしていた。平野芽衣と石川知恵里は、走って庭師たちに近づく。

「こんにちは。いつもお仕事、ありがとうございます。おじさん、望月さんはどこですか？」

　行ぎよう儀ぎよくお辞じ儀ぎをした平野芽衣に訊ねられ、庭師の笹ささ川かわは鋏はさみを止める。

「こんにちは、お嬢じようちゃん。親方に用事かい？」

　望月造園の親方の名は望月左さ近こんで、『望月さん』だ。

「えっとね、見習いの、高校生のお兄ちゃんだよ」

　石川知恵里に言われた庭師の笹川は、微笑ほほえんで頷うなずく。

「おーい、坊ぼつちゃーん！　お客さんですよー！」




　庭師の笹川に呼ばれ、清きよ志し朗ろうは作業の手を止めて、そちらに走った。

「はい、何ですか？」

　お客さんとは誰だろうと思ってやってきた清志朗は、帝都小学校の制服を着た女の子たちを見て首を傾かしげる。心当たりがない。

　平野芽衣たちも、庭師の笹川が呼んでくれた少年に困惑する。

「あ、あの、違います……」

「望月さんは、もっと背の低いお兄ちゃんだよ」

　帝都学園高等部の制服と望月造園の法はつ被ぴを着ているけれどと、戸惑う二人に、清志朗は笑う。

「あぁ、蒼くんに用事なんだ？　僕は、蒼くんの従い兄と弟この望月清志朗です」

　清志朗が名乗ってくれて、平野芽衣たちはほっと表情を和やわらげた。人違いだが、これならば間違えても仕方ない。

「お嬢ちゃんたち、蒼ちゃんに用事だったのかい。そりゃ悪かった」

　庭師の笹川は笑って詫わび、作業を再開する。今日は蒼司朗がここで作業をしない日だったので、てっきり清志朗に用事かと思った。

　清志朗は平野芽衣と石川知恵里に教える。

「蒼くんに用事なら……、帝都神社の社しや務む所しよに行けば、会えると思うよ。社務所の受付の人に聞けば教えてくれるよ」

　時間を見て、清志朗は蒼司朗の居場所を推すい測そくする。

（大学の授業が終わって、帝都神社に移動するころだよね）

　蒼司朗は奥庭の作業の前に、神官装束に着替える。今から帝都神社の社務所に向かえば、鈴宮神官か誰かが、蒼司朗の居場所を知っているはずだ。

　頭がよくて優しいお兄さんという雰ふん囲い気きの清志朗に、平野芽衣と石川知恵里は微笑む。

「わかりました。ありがとうございます」

「お仕事、頑張ってください」

　行儀よくお辞儀をして、平野芽衣と石川知恵里は帝都神社に向かう。清志朗は二人を見送り、作業場所に戻った。

　親方の左近は多た忙ぼうなので、仕事中に声をかけられることも多い。清志朗のように帝都で生まれ育ったり、帝都で暮くらしている期間が長い者は、通りかかった知りあいと挨あい拶さつしたり、連絡事じ項こうがあって少しだけ立ち話したりすることもある。

　だが、年代が違っていて、どこで知りあったのだろうと疑問に思うような客が庭師を訪ねることは、ほとんどない。

「蒼ちゃん、もてもてじゃん。ずいぶん若いガールフレンドだなぁ。しかも、二人！」

　剪定作業の手を止めず口くち笛ぶえを吹いた相あい原はらに、暮くれ崎さきは笑う。

「いやいや、大だい英えい皇こう国こくのお姫様のほうが若いって！」

　どうも蒼司朗には、ちっちゃいものが集まる傾けい向こうがあるようだ。




　帝都大通りを帝都城方面に歩きながら、ほっこりと平野芽衣は笑う。

「望月さんの従兄弟のあのお兄さんも、優しそうだったね」

「うん、背は高かったし、顔はあんまり似てないけど」

　思わず和なごんでしまったが、そんな場合ではない。平野芽衣と石川知恵里は、気持ちを引き締めて帝都神社に向かう。




　帝都神社に着いた平野芽衣と石川知恵里は、案内板を確認し、迷わず社務所に行った。

「……こんにちは。あの、望月蒼司朗さんは、こちらにいらっしゃいますか？」

　庭師に訊ねたときの失敗を繰くり返さないよう、平野芽衣はしっかり名前を伝えた。

　受付にいた鈴宮神官は、可か愛わいらしい訪問者に微笑む。

「蒼司朗様でしたら、お召めし替えで奥にいらっしゃいます。もうすぐこちらに出てこられると思いますよ。どうぞ、そちらでおかけになってお待ちください」

「ありがとうございます」

　社務所内にある参さん詣ぱい客きやくの休憩用の椅い子すを勧すすめられ、平野芽衣と石川知恵里はそちらに移動する。

　長椅子に平野芽衣とくっついて座り、石川知恵里は落ち着かない様子で周りを見回す。

「蒼司朗様、だって」

「……お召し替えって、着替えのことだよね……」

　てっきり、こちらでもあの法被姿で樹木の剪定作業をしているのかと思っていたのだが、何だか違っている気がする。




　神官装束に着替えて愛用の枝えだ打うち斧おのを持ち、ピヨ四し神じんを連つれて更こう衣い室しつを出てきた蒼司朗は、鈴宮神官に声をかけられた。

「蒼司朗様、お客様がいらしてます」

「ミギャ？」

「お客様？」

　きょとんとした蒼司朗は鈴宮神官の視線に促うながされ、長椅子に腰こしかけている小学生を見つける。

「あぁ、平野さん、石川さん。こっちに来たんだ？」




　微笑んで近づく蒼司朗に、平野芽衣と石川知恵里は緊きん張ちようする。

「……こんにちは」

「それ、本物の服？　お兄ちゃん、庭師の人じゃないの？」

「んー、庭師の見習いの人だよ。こっちでは、この服で仕事するんだ」

　奥庭のお庭番の仕事は、庭仕事も含まれる。噓うそは言っていない。

　神社の荘そう厳ごんな雰囲気に圧あつ倒とうされていた二人は、昨日と同じ枝打ち斧を持っている蒼司朗の返事を聞いて、ちょっと安心する。




　ゆっくり世間話をしている時間のない蒼司朗は、用件を切りだす。

「オレに、あの箱の中身を処分してほしいって依頼かな？」

　蟲を処分する覚かく悟ごが決まったのかと訊ねられ、平野芽衣は泣きそうな顔になる。

「望月さんのところにお願いしに持ってくるつもりで、さっき公園に行って、隠していた箱を出したんです……」

「何か変なんだよ！　箱の外側は昨日のまんまなのに、中身がないみたいに軽いの！」

　必死で訴うつたえる二人の言葉を聞き、蒼司朗は眉まゆを顰ひそめる。紙縒で作った紐で箱を結ゆわえたとき、箱には確かに蟲の重さがあったことを感じた。蟲を世話していた二人が、箱の中にいる蟲の重さを覚えていないはずがない。




　何か、起こっている────？




　蒼司朗は鈴宮神官に振り向く。

「すみません、ちょっと出かけます……！」
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（遅くなっちゃった……！　望もち月づきさんは、もう奥庭の作業を始めてるかな）

　帝都図書館の自習室で勉強に集中してしまって、予定していた時間を過ぎていることに気づかなかった桐生きりゆう瑛えい二じは、急いで帝都神社に向かう。今度は帝都神社で荷物を置き、神官装しよう束ぞくに着替えて、奥庭の作業をする蒼そう司し朗ろうの行動を見張るつもりだ。




　帝都神社に急いでいた桐生瑛二は、枝えだ打うち斧おのを持ち、帝都城外そと堀ぼりの西門に向かって走って行く蒼司朗の姿を見つけ、ぎょっとする。

（何だ!?）

　あの様子は、ただごとではない。

　蒼司朗にかなり遅れて、帝都小学校の制服を着た小さな女の子が二人、帝都神社から出てきた。

（あいつら……！）

　桐生瑛二はあの二人に見覚えがある。




　事情を聞いた途端、帝都神社を走りでて行った蒼司朗を平ひら野の芽め衣いと石いし川かわ知ち恵え里りはすぐ追いかけたが、息を切らし、かなり遅れて帝都神社の鳥とり居いの外に出た。

「……望月さん、速い……っ！」

「とても、追いつけないよう！」

　よれよれで、膝ひざに手を置いて息をしている二人に、桐生瑛二が駆かけ寄る。

「おいっ！　今走って行ったの、望月さんだろ！　どうしたんだ!?」

　怒ど鳴なりつけるように声をかけられ、平野芽衣と石川知恵里は顔を上げる。

「……あ」

「中学生」

「桐生瑛二だ！」

　二人に対して名乗っていなかった桐生瑛二は、自分の名前を教えて質問する。

「何かあったのか!?」

　先に走って行った蒼司朗の姿は、遊歩道を囲かこむ木こ立だちに隠かくれ、もう見えない。

「……昨日の、箱が……」

「何か変なんだよ！」




（蟲むしに何かあったんだ）

　直感で桐生瑛二は確信した。

（だから昨日、あのまま処分すればよかったんだ）

　文もん句くは言えるが、それで事態が好転するわけではない。




「……一緒に行って、箱を隠した場所を、教えようと思ったんですけど……」

「望月さん、走るの速くて、追いつけないよ……！」

「そんなの教えてもらわなくてもいいよ！　わかるから！」

　蟲は穢けがれを放っている。蒼司朗は気配で蟲の居場所がわかるから、隠し場所を教えなくてもいいと昨日言ったのだ。そして蒼司朗は本当に蟲のことを内緒にし、神官の誰だれにも話さなかった。




（あの人がどうするのかを見る、すごいチャンスだ！）

　よし、と蒼司朗を追いかけようとする桐生瑛二の上着の裾すそを、平野芽衣と石川知恵里がしっかりと摑つかんだ。

　ぐっと重さがかかって、桐生瑛二は走れなくなる。

「離せ、馬ば鹿か！」

「わたしも、望月さんのところに、行く……！」

「連ーれーてーけー！」

　二人を引きずっていては、まともに走れない。だが、離しそうもない。

「あぁもう！」

　焦じれた桐生瑛二は、斜ななめがけしていた帝都学園中等部指定の鞄かばんの中から素す早ばやく呪じゆ符ふを取りだすと、それを二人の頭へ乱らん暴ぼうに貼はりつけた。

「……っ！」

「痛っ！　何すん、だっ!?」

　自分の腕うでにも呪符を貼り、走りだした桐生瑛二に引っ張られ、二人の足が地面から浮いた。驚く二人に、桐生瑛二は怒鳴るように言う。

「振り落とされるなよ！」

　小学二年生の女の子二人に上着の裾を摑まれたまま、桐生瑛二は信じられない速度で走る。




　呪符の力に助けられ、思いきり走った桐生瑛二は、西門を出て外堀を越えるところで、蒼司朗を見つけた。

「望月さん！　公園に着く前に、体力を使いきるつもりですか!?」




　背後から怒鳴られた蒼司朗は、走りながら振り返る。

「────桐生くん」

「車で行きましょう！」

　追いついて並んだ桐生瑛二が、女の子たちに上着の裾を握にぎらせているのを見て、蒼司朗は目を丸くした。




　桐生瑛二は帝都城外堀の近くで客待ちしていたタクシーを捕つかまえると、女の子たちを先に押しこんで、自分も乗りこむ。

「望月さん、早く！」

「お、おう！」

　ドアが開かれ、蒼司朗は圧あつ倒とうされながら、タクシーの助手席に乗りこむ。

　行き先をどう言おうか、逡しゆん巡じゆんした桐生瑛二を押し退のけ、石川知恵里が前に出る。

「帝都東地区七番の公園まで行って！」

　住所は、あのあたりに家がある女の子たちのほうが詳くわしい。




　車が走りだして、桐生瑛二はほっとした。そして女の子たちと自分に貼りつけた呪符を剝はがす。

「……それ、何ですか？」

「ばしーんって貼ったら、身体がすっごく軽くなったぞ！」

　右横で甲かん高だかい声を出し騒さわぐ女の子たちに、使用済みの呪符を丸めて鞄に突っこんだ桐生瑛二は、迷めい惑わくそうな顔をする。

「子供は知らなくていいことだよ……！」

「あんただって子供だろ！」

「あんたって言うな！」




　桐生瑛二と石川知恵里の口くち喧げん嘩かを聞きながら、蒼司朗は懐ふところに入れてきた竹たけ筒づつ水すい筒とうの水を一口飲む。

（確かに、公園に行く前に疲つかれちゃ駄だ目めだな）

　バスや車を使うという方法はあったが、走って移動するのが基本になっている蒼司朗には、まったく思いつかなかった。帝都神社にコネがある桐生瑛二は、大きい神社に縁ゆかりの子供なので、車での移動に慣れていたのだろう。

　蒼司朗用の『帝都のよく効きく薬』を溶かした水は、体力を回復させる最強アイテムだ。これで万全の状態で公園に行ける。




　件くだんの場所に一番近いところでタクシーを停め、真っ先に車を降りた蒼司朗は、公園に入る。

「ピ」

「うん、こっちだね」




　早足で移動し、蒼司朗は迷いなく平野芽衣と石川知恵里が蟲を入れた箱を埋うめた場所に向かった。

（ここだ）

　気配で確信した蒼司朗は、枝打ち斧の柄えの先を使い、地面を掘ほり返す。




　出てきた箱は新聞紙に包まれていて、蒼司朗が昨日結ゆわえた紙縒にも緩ゆるみはなく、どこも破は損そんしていない。だが────。




（軽い）

　軽すぎる。

　この箱の中には、何も入っていないようだ。だが、蟲が放つ穢れは、生々しく感じる。

（蟲は、いる……！）

　昨日はなかった悪意が、この箱の中には存在する。

　蓋ふたを開けられたら発動するモノ。まるで卵が孵ふ化かするように、姿を現すだろうおぞましいモノが、いる……！

　二度目に取りだされた箱は、時じ限げん爆ばく弾だんのようにカウントダウンを始めていた。開かれなくても、蓋は弾はじけ飛び、中にいるモノは出てくる。

　穢れと厄やく災さいを撒まき散らすために────。




（神官に来てもらう時間はない……！）

　ここで今、蒼司朗が片づけなくては────！




「……望月さん……！」

「ねぇ、やっぱり変だよね」

　寄り添って手を繫つなぎ、不安そうな目でこちらを見る二人に振り返らず、蒼司朗は桐生瑛二に訊たずねる。

「桐生くん、結けつ界かいを作れるかな？」

　今なら、近くに人は誰もいない。

「結界なら作れますけど……」




　桐生瑛二はプライドが高い。ちょっとできる程度では、できるとは言わない。作れると返事をしたなら、それは大人おとなの神官と同じぐらいの結界が作れるからだ。




「桐生くんは平野さんたちを連れて下がって」

　結界を作って二人を守れと命めいじられ、桐生瑛二はぎょっとする。

「まさか、浄じよう化かする気ですか!?　無茶だ！　一人でこんな場所で────！」

　他に大人の神官もいないのにと、うろたえる桐生瑛二に向かって、蒼司朗は静かに断言する。




「一いち撃げきで終わらせる」




（本気、だ……！）

　断固とした決意が見える蒼司朗に、桐生瑛二は圧倒されて息を吞のむ。




「……桐生さん……」

「ねぇ、何!?　望月さんは、これから何をしようとしてるの!?」

（そんなの、僕だって知らない……！）

「下がるよ！　僕から離れないで！」

　桐生瑛二は訳がわからず瞳ひとみを揺ゆらす女の子たちの腕を摑み、強引に下がらせる。




　三人が十分に距離を取り、桐生瑛二が結界を作ったのを気配で感じ取って、蒼司朗は深呼吸をする。




「────お庭番、望月蒼司朗……、参る！」




　結わえた紙縒の紐ひもを解ほどきながら、箱を高く放りあげた蒼司朗の身体が、眩まばゆい金色の光を放った。




　力強くありながらも、誰の瞳も絶対に焼くことのない、あまねく慈じ愛あいに満ちた至し上じようの光。地上に生まれた小太陽が示すものは、『天』────！




（これが、奥庭のお庭番の、四神変化……！）




　生命の輝かがやきに溢あふれた光の中から誕たん生じようする、帝都城を守しゆ護ごする神の力を行使することを許された天の戦士に、桐生瑛二は目を瞠みはる。

　そして、まだ子供の領りよう域いきから出ない小こ柄がらな蒼司朗の姿に重なるように、同じ装束で四神変化した大人の姿が見えた────。




（お父さん……）

　母に連れられて帝都に来たときはあまりに幼おさなくて、自分の目で見た記き憶おくもない父の、在ありし日の颯さつ爽そうとした姿を、見た、気がした────。

　天の戦士を凝ぎよう視しして瞬まばたきを忘れ、大きく見開いたままの桐生瑛二の目から、綺き麗れいな涙がはらはらと零こぼれ落ちた。
















　放りあげられ、宙で蓋ふたが開いた箱から解とき放たれたのは、大型犬ほどの大きさの、蠅はえを醜しゆう悪あくにしたような真まっ黒くろで刺とげ々とげしい、瘴しよう気きに塗まみれた蟲だった。




『ジ、ジジ……ッ！』




　あの小さな箱の中に、あれだけの大きさのモノがどうやって入っていたのだろう。

　箱の重さから、何も入っていないのかと油断して蓋を開いたならば、確実に襲おそいかかられていたのに違いない。




　羽はばたきで穢れを撒き散らす蟲に向かい、真しん紅くの翼つばさを広げた蒼司朗が地を蹴けって飛ぶ。振りあげられた戦いくさ斧おのが、虹にじ色いろの軌き跡せきを描えがいた。




「四神演えん武ぶ、秘ひめ浄じよ穏おん！」




　戦斧は一切の穢れを払う金の光の刃やいばで、向かいくる蟲を薙なぎ払った。

　清らかな命の輝きそのものの金の刃から零れた虹色の光が、撒き散らされたすべての瘴気と穢れを浄化する────！




　蟲が薙ぎ払われた次の瞬しゆん間かん、ぶわっと散った白いものに、桐生瑛二は反射的に腕を上げて顔を庇かばう。舞い落ちてくるものは、しかし桐生瑛二に当たることはなかった。




　花が当たらなかったのは、防ふせいでくれた者がいたから。

「……まったく、無茶しやがる！」

　桐生瑛二と女の子たちを庇い守るように、すぐ近くに立っていた白びやつ虎この戦士の篠しの原はら勇ゆう輝きは、忌いま忌いましげに舌した打うちをし、玄げん武ぶの戦士の蔵くら田た実さね親ちかはくすっと笑った。

「一人でも浄化できる自信があったんでしょうけどね」

　穢れを祓はらった後の、白くて小さな花は、芳かぐわしく甘い香りを放っていた。

　花が美しくていい匂においがするのは、蒼司朗による浄化が完かん璧ぺきだったことの証あかしだ。




　数分前、帝都城の物もの見み櫓やぐらを間借りして石の調査を行った篠しの原はら勇ゆう輝きは、入れ替わりに石の調査に来た蔵田実親と共に、帝都小学校の制服を着た女の子二人と桐生瑛二と蒼司朗がタクシーに乗りこんでどこかに急行する姿を目もく撃げきした。

「あンの馬鹿チビ……！」

「見つけたからには、見なかったことにはできないよねぇ」

　追いかけることを物見櫓にいた神官に報告し、四神変化した篠原勇輝と蔵田実親は、物見櫓を飛びだす。




　玄武の戦士である蔵田実親は、結界を得意とする。万一に備そなえて、玄武の戦士の結界で公園を守り、四神の戦士で最速を誇ほこる白虎の戦士である篠原勇輝が桐生瑛二と女の子を結界の外まで連れだし、安全を確保しようとしたのだが。

（あんな顔、されちゃあな……）

　天の戦士を凝視する様子に、篠原勇輝は桐生瑛二を強引に結界の外へ連れだすことができなくなってしまった。




　白い花が舞い落ちる中、真紅の翼を緩やかに散らしながら、蒼司朗は静かに爪つま先さきを地につけた。その瞬間、天の戦士の装束は光の粒となって弾はじけ消え、蒼司朗が握っていた立派な戦斧も、使いこまれた枝打ち斧に戻る。




「……望月さん、すごい……！」

「何？　あれ魔法？　すてき！　このお花、持って帰っていい？」

　感動して目を輝かせる平野芽衣と石川知恵里に振り向いた蒼司朗は、人指し指を一本、唇くちびるの前に立てて見せた。

　しー。

　箱に隠した蟲と同じく、これもまた、秘密なのだ。
















　平野芽衣と石川知恵里は、蒼司朗に向かってわかったと、何度も頷うなずいた。

（……記念に、ちょっとだけ）

（これも秘密にしたら、大丈夫だよね）

　舞い落ちてくる白い花を、平野芽衣と石川知恵里はこっそりポケットの中に隠した。




　蟲を浄化した花があるので、この公園に神官が来て、回収作業が行われるまで、蔵田実親は結界を解けない。

　帝都の四神神社の子し息そくであり、四神の戦士でもある蔵田実親と篠原勇輝は、帝都の有名人だ。まだ子供なので、大勢の人で賑にぎわう帝都の行事には行けなくても、神社を参さん拝ぱいするときに会える四神の戦士のことは、平野芽衣と石川知恵里も知っている。

「……蔵田様、望月さんって、いったい……？」

「庭師の見習いさんじゃ、ないの？」

　変身して、あんな恐おそろしい蟲を退治するなんて、普通ではない。

　いかなる人物なのかと、蒼司朗のことを訊ねた二人へ、蔵田実親は微笑ほほえむ。

「蒼司朗クンは、庭師の見習いさんですよ。望月造園の庭師さんと一緒に普通の仕事もしますが、帝都城奥庭のお庭番っていう、ちょっと特別な庭を手入れする、特別な人です」

　小さな声で教えてウインクした蔵田実親に、平野芽衣と石川知恵里は、このことも秘密にしておこうと決めた。

　事態に気づいた神官たちが駆けつける前に、蔵田実親に結界を一部解いてもらって、こそこそと平野芽衣と石川知恵里は家に帰る。




　結界の一部が解かれたそのときを逃のがさず、すうっと音もなく宙を滑すべり、透とう明めいな幻げん獣じゆうが外へ出て行ったことに、蒼司朗たちは誰も気づかない。




　四神変化し、天の戦士として蟲を浄化した蒼司朗は、公園に駆けつけた蔵田実親と篠原勇輝に礼を言う。

「蔵田先輩、結界をありがとうございます。篠原も、来てくれてありがとう」

　少しふわふわした足取りで近づいてきた蒼司朗へと、篠原勇輝は犬けん歯しを剝むいた。

「お前のためじゃねぇ！　勘かん違ちがいすんな！」

「無む謀ぼうですよ、蒼司朗クン。桐生クンや、小学生の女の子まで巻まきこむなんて」

　困り顔ではなく楽しそうに蔵田実親が言い、蒼司朗は頭を搔かく。

「あ、いや、オレ一人で来るつもりだったんですけど……」

　置き去りにする意図でガンガン走ったのだが、彼らが追いついてきた。




　自分のことを話題にされ、ようやく現実に意識が戻った桐生瑛二は、ぎくりとする。

（────僕が連れてきた、んだよね）

　蒼司朗を追いかけようとしたのに、女の子たちにしがみつかれて重たかったから、呪符を使って軽くして、運んでしまった。一緒に行こうと誘われもしないのに、桐生瑛二は自分からタクシーを止めて、料金まで払って同行した。

（叱しかられる）

（叱られる叱られる…………っ！）

　蒼司朗が一人で蟲を浄化するなんて、こんなとんでもない場面に、自分から首を突っこんだことが知れれば、絶対に叱られる────！




「ピチュン」

　俯うつむいて真まっ青さおになる桐生瑛二の頭の上に、ぴょいとチビ朱す雀ざくが飛び乗った。

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「「（しゅー）」」

　次々に蒼司朗から離れ、肩かたに乗ったり、制服のポケットにダイブしたピヨ四神が、桐生瑛二を円つぶらな瞳で見つめて鳴く。




「あの、えーと、桐生くん？」

　ちびっこいものてんこ盛もり状態なのに、桐生瑛二はそれにまったく気づいていない様子で、深しん刻こくな顔のまま青くなって固まっている。

　ピヨ四神が見えていないし、蒼司朗の声も聞こえていないようだ。どうしたものかと蒼司朗は篠原勇輝と蔵田実親のほうを見る。




「大丈夫じゃねぇの？」

　叱られ慣れている篠原勇輝は、動じない。

「逃にがしてやってもいいけど、どうせバレるしな」




　帝都城外堀の門の警けい備び員いんは、ばっちり桐生瑛二を目撃している。城下にいた公こう儀ぎ隠おん密みつや公儀隠密候こう補ほ生せいにも見られているはずだ。逃げてすっ惚とぼけたところで、悪わる足あ搔がきだろう。




　父を誇りに思い、よくできる優等生としていい子であることを自みずからに課してきただろう桐生瑛二を思い、蔵田実親はくすっと笑う。

「えぇ、大丈夫ですよ。僕たちはまだ『子供』ですから」
















　大学生になろうとも、まだ一年生の蔵田実親は、二は十た歳ち前の未成年だ。

　ここにいるのは、全員未成年。

　桐生瑛二なんて、義務教育年代の子供にのみ設もうけられた特権をがっつり利用して、まんまと帝都に来た強つわ者ものだ。

「いざとなったら、君、泣き落とし、やっちゃいなさい」




　子供に対し、世の中は甘くできている。








了
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　望もち月づき造ぞう園えんの作業をしていると、近くにいる帝都民の会話が耳に入ってくることがある。




「────昨日、高たか橋はしさん家の博ひろ貴きくん、彼女に振られたんだって」

「そりゃそうよ。時間にだらしなくて、いつも待ちあわせに遅れてたって聞いたわよ」

「女の子のほうから告白してくれたからって、博貴くん、いい気になってたと思うのよ」

「白しら石いし佐さ奈なちゃんだっけ？　よく我が慢まんしたわよねぇ」

　帝都百貨店での買い物帰りらしい主婦の二人組は、笑いながら帝都大通りの歩道を通りすぎた。




　十分に距離が空くのを待ってから、剪せん定ていゴミを集めていた蒼そう司し朗ろうは、近くで同じ作業をしていた清きよ志し朗ろうに小さな声で言う。

「……清ちゃん、高橋博貴って……」

「うん、去年同じ組だった高橋くんのことみたいだね」

　今朝学校の廊ろう下かで見かけたときに、高橋博貴は何だか元気がなかった。遅ち刻こく癖ぐせがあることは、半年だけ同じ組だった蒼司朗でも知っているので、同姓同名ではないだろう。

　高橋博貴は小学校からずっと、清志朗と同じ学校に進学している友人の一人だが。

「彼女いたんだね、高橋くん。知らなかったなぁ」

「学年代表の清ちゃんでも、知らないことってあるんだ？」

　何でも知っていそうなのにと、蒼司朗に意外そうに言われて、清志朗は苦笑する。

「ごく個人的なことは、見かけたり、聞いたりしないかぎり、僕にもわからないよ」

　学年代表であり、家の仕事の手伝いもよくしていて、忙いそがしい清志朗の耳に入るのは、何か注意しておかなければならないことだ。食堂や自習室でいつも近くの席に座るような、とても親しい友人なら、ちょっとした変化にも気づくだろうが、同級生全員のことを把は握あくするのは、いくら清志朗でもさすがに不可能だ。

　学外で高橋博貴が女の子と会っている姿は、蒼司朗も見かけたことはなかった。




（いつどこで知ったんだろう）

　主婦の持っている情じよう報ほう網もうに、蒼司朗は感心する。

　話をしていた主婦たちは、高橋博貴の彼女の名前まで知っていた。




　たとえ寮りよう生活をして高校に通っていようとも、帝都っ子はご近所さんに、どこで見られているか知れない。




　社しや務む所しよで話を聞いた小お此この木ぎ神官長は、主婦はすごいと感心する蒼司朗に笑う。

「帝都では噂うわさ話ばなしを奨しよう励れいしてるんですよ」

　噂話は情報の共有だ。つまらない些さ細さいな情報でも、どこでどう役に立つかわからない。帝都には危険な蟲むしがいるので、周囲に無関心ではとても危き険けんなのだ。




（あれ？　だとすると、平ひら野のさんが隠かくしてた蟲のことも、ひょっとすると……）

　周囲の大人おとなたちには既すでにバレていて、知らないふりをされていただけかもしれない。

　注意して様子を見て、本当に危険な状態になるまで、放っておかれたのではないかと考えられる。

　怖い思いをして、自分の判断の甘さに気づくのも、子供にとって大切な経験だ。

（オレ、余計なことをしたかも……！）

　思い出すと、蒼司朗は顔から火が出そうだ。

　出しゃばった蒼司朗のこともまた、温かく見守られたのかもしれない。




　公園の剪定作業では、遊んでいる子供の声が聞こえてくることもある。

「────きのうおかあさんやったから、やっちゃんは、きょう、いぬだよー」

「はーい」

　帝都のままごと遊びには、飼かい犬の役も割り振られるらしい。

「じゃあ、あたし、ぶちょーのあいじんやくー」




（はい!?）

　聞こえてきた言葉に、何ごと!?　と、思わず振り向きそうになった蒼司朗は、どうにか堪こらえて耳をそばだてる。子供の遊びに聞き耳を立てていることに気づかれないよう、作業の手は止めない。




　ままごと遊びのお父さんは、会社勤きん務むをしている部長さんらしい。会社事務員の愛人が、ままごとにどう係わってくるのだろうと不思議だったのだが。

（……休日に家族サービスする部長を、物もの陰かげから覗のぞき見てるのか）

　三十歳独どく身しんで部長と不ふ倫りん中ちゆうの事務員の休日を、忠実に再現しているようだ……。




　子供の目も、なかなかに侮あなどれない。




「何て言うか……」

　主婦向けのお昼のメロドラマ的展開にあてられて、蒼司朗はげっそりする。

「生々しいままごとだね」

　清志朗は苦笑するしかない。




　いつもの週末のように、寮から望もち月づき邸ていに帰った蒼司朗に、伯お母ばの梢こずえは小さな紙袋を二つ持ってきた。

「お昼間に平野芽め衣いちゃんと石いし川かわ知ち恵え里りちゃんって女の子が来てね、これを蒼ちゃんに、ですって。女の子二人からプレゼントなんて、蒼ちゃんすごいわー」

　きゃっきゃとはしゃぐ梢を、大おお袈げ裟さだと蒼司朗は止める。

「その子たちには、この前、ちょっと手を貸してあげることがあったから。それでだと思うよ。お礼なんてよかったのに」

　蟲を浄じよう化かできる力を持つ者として、蒼司朗は当然のことをしたまでだ。

「高いものだと困るな。清ちゃん、一緒に見てくれる？」

「うん、いいよ」

　帝都で売っている物の値段、相場がよくわからない蒼司朗は、清志朗と一緒に紙袋を開けて、中身を確かめたほうがいい。




「ミギャギャ！」

「キュイキュイ」

「ピピチュチュン」

「「（しゅー）」」

「紙袋に飛びこもうとしない！」

　袋の中身より、袋そのものにワクワクするピヨ四し神じんを、蒼司朗はひとまとめにして座ざ布ぶ団とんの上に座らせておく。

「いい子だから、おとなしくそこで見てて」

　霊れい力りよくがないのでピヨ四神の姿は見えないが、想像できて清志朗は笑う。

「紙袋とか箱とか、そんなに魅み力りよく的てきなのかな」

　どこかから荷物が届くと、箱から中身が出されて空からになるのを待ち受けて、箱に飛びこむ猫ねこはそこら中にいる。無む造ぞう作さに袋を置いていると、家で飼っている動物が入りこんでいるという話もよく聞く。




　袋に入っていたのは────。

「────猫缶と穀こく物もつ？」

「煉ねり餌え……」

　お礼の品というには、どうにも妙だ。

　何だろうと眉まゆを顰ひそめる蒼司朗に、清志朗は言う。

「……蒼くん、ひょっとしてあの子たち、蒼くんの連れてる奥庭の四神様が見えていたんじゃないかな？」

「え……？」




　猫の餌えさ、鳥の餌、爬は虫ちゆう類るいの餌────。

　しかも、どれも赤ちゃん用の餌だ。




「え？　え？　だって、あの子たち、そんなこと、一言も……」

　ピヨ四神が見えていないだろうと思いこんでいた蒼司朗は、目を泳がせる。

　霊力のない清志朗には、帝都城内うち堀ぼりの中の結けつ界かい領りよう域いきで見ることができるだけだが、蒼司朗にくっついているピヨ四神は、結界領域以外でも幼おさない子供には見えることがある。




　うろたえる蒼司朗を、清志朗は静かに眺ながめる。

（言えなかったんじゃないかな……）

　その子何？　可か愛わいい！　とはしゃいでしまうと、動物はそのテンションについていけず怯おびえる。蒼司朗にくっついてご機き嫌げんなピヨ四神は、そっと愛めでるのが一番だ。




「ミギャ？」

「キュイキュイ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

「いや、駄だ目めだよ、これは……！」

「だよね……」

　いくら愛あい玩がん系けい小動物にしか見えなくても、神様にこのお供そなえはまずいだろう。

　別のお供えを用意することにした清志朗は、頂いただきものを学校の飼し育いく小屋に持っていくことを提案した。





二○一四年三月二十日　流ながれ　星せい香か　知らんふりも優しさです♪
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9月28日生まれ、天秤座、Ｂ型。大阪生まれ大阪育ちの、大阪在住大阪人。お祭り騒ぎ大好きな、明るく正しい子供の味方である♡

戦国時代ファンタジーでデビュー。ファンタジー作家として、これまでに多数の著作を発表していて、西洋風、現代モノ等、守備範囲はファミレスのように品揃えが豊富である。

お茶の時間をこよなく愛し、綺麗で美味しいお菓子からたくさんの元気をもらっている♡
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Kuya Sakaki




愛知人

今回はお子様メインという事で可愛さを重視してみました。

最近は蒼君好きが続いたので、桐生君のツンツンぶりが新鮮です。
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お庭にわ番ばん望もち月づき蒼そう司し朗ろう参まいる！




内ない緒しよの蟲むしとお子こさまの特とつ権けん
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